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「ああ、お腹なかすいた……」

　橋のど真ん中に立ち、ぼーっと川かわ面もを見つめていた少女が乾かわいた声で呟つぶやいた。

　夕暮れ時の田舎いなかの村では、どこからともなく美お味いしそうな魚料理の匂においが漂ただよってくる。少女は、ぐう、と鳴なく自分のお腹を押さえてため息をつく。

「何か食べるもの、落ちてないかしら……？」

　蟻ありのたかったビスケットでもいいから──。

　うつろな視線を辺りにさまよわせる少女の名は、ステラ・エクセルシス。黒髪を、猫ねこ耳みみのように二つに束たばねた女の子で、魔の十六歳になったばかり。職業は──今日から貧困プーバテイ、略りやくしてプーになりました。

「ノロック！」

「ノロック！」

　俯うつむくステラの後頭部が、ぱしんぱしん、と軽く叩たたかれた。

　振り返ると、可か愛わいらしい子供達がセロリの葉っぱを持って駆け抜けていく。

　──明日は、イスパス祭りなんだわ。

　セロリの長い葉っぱを見たステラは、すっかり忘れていた早そう春しゆんのお祭りを思い出した。

「ありもしない幸運ノロツクなんかより、お願い、そのセロリを齧かじらせて──」

　牧ぼく草そう地ちを駆ける子供たちが振り回す、青々としたセロリの葉っぱを見つめたステラは、ため息をまじりに呟く。

　一口だけでいいの。どんなに苦にがくても、文もん句くなんか言わないわ。

　一本丸ごとくれるなら、水みず汲くみでも洗せん濯たくでも繕つくろいものでも、何だってお礼をするから！

「ノロックー！」

　縋すがるような眼まな差ざしで子どもたちを見るステラのお尻しりが、ぱしんと叩かれた。

　ステラの脇わきを、悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべた少年が駆けていく。小こ柄がらな少年をちらっと見たステラは、次の瞬間、ハッとした。

　男の子の手に、セロリの葉っぱは、……ない。あるのは、五本の指がついた素す手でだけ。

　お尻を触ったニキビ面づらの少年は、ステラを振り返り犬けん歯しを見せてニタリと笑う。

「──狼おおかみ男おとこになりかけの子供だわ！　ああ、神様天使様法王様……！」

　ステラは震ふるえて、胸むな元もとに忍しのばせてあった十字架ロザリオを握にぎりしめた。

　あれは四歳くらいだったろうか。母がまだ生きていた頃、ステラは「あたしもお父さんが欲しい」とねだったことがある。そのとき母は、目を吊つり上げてこう言ったのだ。

「ステラ、なんて恐ろしいことを言うの！　男親なんかが欲しいなんて！　男っていうのはね、一人残らずみーんな魔物なの！　狼男なのよ！」

　たとえば、ミルクしか飲まなかった子こ猫ねこが大人になって、小動物を襲おそうようになるのと同じ。男の子は〝魔の十六歳〟を迎むかえると、声が低くなり顔中が髭ひげだらけになり、いつも飢うえた衝しよう動どうを感じるようになるという。

　大人になった狼男は、優しい言葉で女の子を騙だまし、自分の家や、森の中の暗くらい所に連れて行く。そして、本物の狼に変身して女の子を頭からバリバリ食べてしまうのだ。

「で……でもマリアちゃんのお父さんは、そんなことしないよ……？」

「それは吸きゆう血けつ鬼きだからよ！　ずる賢がしこい吸血鬼は、「好きだ」とか「愛してる」とか噓うそを言って女の人と結婚して一緒に暮らし始めるの。昼間は親切で素す敵てきなお父さんに見えるけど、夜になると〝お父さん〟は魔物の本ほん性しようを現して、お母さんの生き血をごくごく飲むのよ！　──ステラ。あなた本当に、吸血鬼になるお父さんなんか欲しい？」

「い……いらない！　そんな怖いものいらない……っ!!」

　ステラは母にしがみつき、この日から魔物の男たち──声が低くて髭がびっしり生はえた男を恐れて、家から一歩も出られなくなってしまった。

　これを見かねた母はお守りに十字架をくれ、「女の子も、十六歳になるまでは襲われないから大だい丈じよう夫ぶよ」と教えてくれたので、ようやく外に出られるようになったのだが。

　ステラは先月とうとう、恐れていた十六歳になってしまった。

「ぐずぐずしてたら、あたし、食べられちゃう！　はやくアレを身につけないと……！」

　少女は急いで、全財産の入った小さなトランクを開けた。着替えやハンカチなどのささやかな荷物の間から、隙すき間まに詰めてあった赤トウガラシがこぼれ出す。

　ステラは赤トウガラシの首飾りを首にかけ、同じくトウガラシ製の手首飾りを両手にはめ、トウガラシの冠かんむりを頭にかぶり、さらには赤トウガラシを紐ひもで結んだ帯おびを腰から胸にかけてぐるぐると巻きつけ、メイド服のポケットにはこぼれた唐とう辛がら子しをぎっしりと詰めた。

　──これで完かん璧ぺきだわ。

　赤トウガラシは、吸血鬼や狼男などの魔物よけになる。値段は安いし、軽いし、何年保存しても腐らない。全ての邪じや悪あくから解き放たれたこの清きよらかなるトウガラシこそ、貧まずしい庶しよ民みんの救きゆう世せい主しゆだ。

　完全装備を終えたステラは、薄暗い山へと続く田舎道を走り出そうとした。

　今日からステラは無む職しよくだ。昨日までは住み込みのメイドだったから、お屋敷のメイド部屋で同どう僚りようたちと安眠することができた。けれど今夜からは、寝る場所も、仲間もない。

　急いで次の職場を見つけないと、このまま道みち端ばたで野宿する羽は目めになる。

「──あっ！」

　走り出して数歩と行かないうちに、ステラは大きな石のようなものを踏ふんづけた。空くう腹ふくでふらふらしていた足は踏ん張りきれず、派は手でに転んでしまう。

「いったぁ……！」

　地べたに頰ほおをすりつけたステラは、目の前にコルクのようなものが転がっているのを見つけた。それが自分の靴くつの踵かかとだと気付くと、悲ひ愴そうな声を上げる。

「あたしのお気に入りの靴が……壊れちゃった！」

　お気に入り、というのはちょっと贅ぜい沢たくな表現で、彼女の靴はこれきりなのだが。

　ステラは途と方ほうに暮れて、靴にぽっかり空いた穴から向こう側を覗のぞき込む。

　あと少しで日にち没ぼつだというのに、見渡す限り辺りは山また山。たまに民家や畑があるばかりで、彼女を住み込みのメイドとして雇やとってくれそうな大きなお屋敷は、どこにもない。

「天国のお母さん……あたし、どうしたらいい？」

　険けわしい山道を覗いたステラは、絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちになった。ため息をついて俯くと、川面に映るキラキラした夕陽が、無む性しように母の優しい笑顔に思えた。

「お母さん……。そこにいるの？　あたし、今まで一人でやってきたけれど、これ以上無理みたい。十六歳になった早々、吸血鬼の本性を隠していた旦だん那な様に血を吸われそうになって、『嫌よ！』って叫さけんだらお屋敷をクビになっちゃって……お金もないし、寝るところもないの。……──あたしももう、そっちに行ってもいい？」

　ステラは壊れていない方の靴も脱いだ。腰まで高さのある石造りの手すりによじ登ると、葬式の際に神父が口にする鎮ちん魂こんの言葉を、自みずからのために呟く。

「偉大なる神デイオスよ、清らかなる天使たちよ。ステラ・エクセルシスの魂を、平安の園に導みちびきたまえ。次なる輪りん廻ねのラッパに召めされる時まで、安らかな眠りを与えんことを……」

　胸の前で十字を切ったステラは、覚かく悟ごを決めて水深の浅い谷川を見る。

　すっかり夕陽の沈しずんだ川かわ面もからは、優しい母の面おも影かげは消えていた。代わりに見えるのは、ごつごつ尖とがった大きな岩ばかり。飛び込んだら、間違いなく体中の骨が折れそう。

　──ほんとに飛び込むの、ステラ？　めちゃくちゃ痛そうよ？

　……ど、どうせ死ぬなら、もうちょっと怖くない死に方にしない？　万一、骨だけ折って死に損ぞこないでもしたら最悪よ！　もっと安全で完璧な死に方、たとえば────あの箱を開けるとか？　ステラの脳のう裏りに、トランクの奥に入っている小箱が思い浮かんだ。

　祖母の遺い品ひんの、革かわ張ばりの宝石箱だ。

　母から伝え聞いたところによると、その宝箱は、祖母に求婚した男性吸血鬼が手渡した品で、「絶対に開けてはならない」ときつく言われたのだとか。

　はじめのうちはその約束を守っていた祖母だったが、何か事情があったのか、ある時禁を破って小箱を開けてしまい──直後に不ふ審しん死しを遂とげた。

　そしておよそ二十年後、母も同じ道をたどった……。

「どうせ死ぬなら、あたしもあの箱を開けてやるわ！」

　祖母や母と同じ死に方なら、心強いではないか。

　決心したステラは、手すりから降りようと足を後ろに伸ばす。

「……いっ！」

　爪つま先さきに、飛びあがるような激痛が走った。うっかり尖った石を踏みつけてしまったのだ。ステラは反射的に足を引く。痛みが遠ざかったのはよかったが、彼女は大切なことを忘れていた。自分が、橋の手すりに上っていたことを。

「あっ──」

　反動で、ステラは頭からまっ逆さまに、谷川へ落ちて行く。

　──待って神様！　もうちょっと生きることにしたの、だから助けて……！

　ステラは必死の思いで後ろに腕を伸ばすが、届かない。

　死ぬ。ぞっとするような恐怖が胃いの腑ふをよぎった。──そのとき。

「待てぃ、死んではならぬぞ！」

　かすれた老人の声が響き、空くうをさまようステラの右手が、何かにがしっと握られた。

　逞たくましい腕がステラの腹に巻きつき、落らつ下かしていく体がぴたりと宙ちゆうに静止する。

　──た、助かった……？

　息をついた拍子に、左手で握りしめていた穴の空いた靴が、川に吸い込まれていく。

　ステラを助けてくれた老紳士は、呆ぼう然ぜんとしている少女を子猫のように軽々抱きあげて手すりから降ろすと、しっかり地面に立たせようとする。しかしステラの足はまだ細かく震えていて、紳士の腕を借りねば立っていることもできない。

「あ……」

　ありがとうございました、そう言おうとするのだが、どくどくと恐怖に高鳴る心臓のせいでうまく言葉にできない。

　きちんと頭を下げなければ、と後ろを振り返ったステラは、上質の真しん紅くの衣服に身を包んだ、長身の老紳士の胸元を見た。かなり背の高いご老人らしい。綺き麗れいな銀髪をしている。

　紳士の顔を見上げたステラは、落ち付きかけていた心臓が口から飛び出しそうになった。

　彼女を抱きしめるようにして寄り添そっていたのは、夏空よりも青く輝く瞳をした……どう見ても二十歳頃の青年騎士だったから。

　──お、大人の狼男……！

「いやああああぁぁ!!」
















　狼男の残ざん忍にんな腕に捕まってしまった恐怖に、ステラは喉のどが裂さけるほど絶ぜつ叫きようした。夢中で、男の顔をひっぱたく。彼が驚おどろいて腕を緩ゆるめた瞬間、ポケットに詰めてあった小さな赤い聖人様たちトウガラシをつかむと、犬歯がのぞく口に押し込んだ。

「──っ……!?」

　狼男は、涼すずしげな目元をカッと見開いた。だがステラの攻撃はまだ止まらない。男の胸板を渾こん身しんの力で突き飛ばすと、狼青年は反射的に奥歯を嚙みしめ──。

　トウガラシの、地じ獄ごくの洗せん礼れいを受けることとなった。

　大量の赤トウガラシを飲みこんだ狼男は、喉の奥から声にならないうめき声を発して、その場に倒れる。ステラは裸足はだしの痛みも忘れ、トランクをつかんで逃げ去ろうとした。

「──娘さんや、どうなさったのですか？」

　そのとき、優しげな老紳士の声が、すぐ後ろに止まっていた馬車から聞こえた。







　──それからしばらく後。ステラは、小さな村の教会にいた。

　馬車に乗っていた、高こう齢れいの神父様と二人きりで。

「そのような事情でしたら、わたしに心当たりがありますぞ」

　谷川に身投げしかけた少女がとつとつと悲運の人生を語り終えると、豊かな白はく髪はつの老神父は、胸が温まるような笑顔で言った。

「メイドを募集している屋敷をいくつか知っておりますから、紹介状を書きましょう」

「えっ、本当ですか！」

　ステラは瞳を輝かせた。

　──高齢の神父様はピオ神父という名で、神父のいないこの地方の春祭りを視察するため、わざわざ都みやこからいらっしゃったのだという。

　男嫌いのステラも、ピオ神父のことはまったく怖いとは思わなかった。

　清らかな空色の僧そう衣いに、胸に輝く十字架ロザリオ、ふさふさした真っ白の髪と髭に、全身から放たれる神秘的なまでの慈じ愛あいのオーラ……どこをとっても非ひの打ちどころがない聖職者だ。ステラが想像する〝神様〟に瓜うり二ふたつ。

　しかもピオ神父は足を痛めており、杖つえにすがって歩いている。これではどうやっても、狼に変身して女の子を襲うことなどできはしない。

「ところで娘さん。そのトウガラシは──」

　トントン。神父様の声にかぶさるように、外から部屋の扉を叩く音がした。

「ピオ神父。戻りました」

　扉越しに聞こえた男性の低い声に、ステラは反射的に椅い子すの上で縮ちぢこまった。

　──ど、どうしよう……!?

　怯おびえた子猫のように、椅子の下にもぐりこみたい衝動が胸に湧わく。

　この声の青年こそ、ステラを救ってくれた命の恩おん人じんのもの。足の悪い神父様の護ご衛えい兼けん、馬車の御ぎよ者しやを務める聖堂騎士で、アスレイドというらしい。年の頃は十八、九で──つまり、立派に育った狼青年だ。

　──大聖堂に勤つとめる騎士さまってことは、ちゃんと出しゆつ家けした聖職者の一員で、夜になっても狼に変身したりしない……はずよね？　で、でも……。何となくだけど、神父様とは決定的に違うニオイがするわ。

　ステラはポケットの赤トウガラシを握りしめながら訊きいた。

「あの……神父様！　あの男の人って、本当に聖職者なんですか？　あたし、一目会った時から、正体を隠した狼男に思えてならないんです……！」

　同じ聖職者でも、アスレイドはあまりにも老神父様と空気が違い過ぎる。

　高い身長に、低い声、青々と輝く──人を射い抜ぬくような鋭するどい眼差し。隙すきのない精せい悍かんな身のこなしは野生の獣そっくりだし、胸に十字架どころか、腰に鋭い剣を持っている。珍しい銀色の髪も、狼ならありふれた色だ。

　アスレイドの狼男疑ぎ惑わくをぬぐえないステラは、まだ命を助けてもらった礼も、トウガラシ攻撃をかました謝罪もしていなかった。

　トウガラシの裁さばきを受けた狼青年は、あの後死にそうなほど盛せい大だいに咳せき込み、胸をかきむしってもだえていた。あれほど苦しむのなら、狼男に間違いないとステラは確信しているのだが──ピオ神父様は、どう思っているのだろう？

「ほっほっ。娘さんや、それは考え過ぎです。わたしのもとに配属されてまだ半年ですが、アスレイドは真ま面じ目めな青年です。断だんじて狼男などではありません。──入るがよい」

　神父が許きよ可かを与えると、アスレイドは一礼して部屋に入ってきた。

「失礼します」

　青い瞳と目が合ってしまったステラは、反射的に睨にらみ返した。

　──し、神父様が狼男じゃないって言っても、あたしはそう簡単に騙されないんだからね！　神父様に内ない緒しよで、いままで何十人も喰くい殺してきたんでしょ……!?

　毛を逆さか立だてた子猫のように緊きん張ちようした眼差しで睨むステラの方に、なぜか青年騎士はまっすぐ近づいてくる。……ちょっと、なんであたしの方に来るの？　だだ、大丈夫よステラ、落ち着いて！　神父様の前だし、いきなり変身して飛びかかってきたりはしないはず……！

「……悪魔か？　──違うな。何だ？」

　ステラに向かって目を細めていた青年騎士が、ぽつりと呟いた。

「あたしはステラ・エクセルシス！　ま……魔物なのはそっちでしょ!?」

　椅子の後ろに隠れながら、ステラは言い返した。もちろん右手にはトウガラシを握りしめて。椅子の背越しに狼青年を睨むと、彼はステラではなくトランクを凝ぎよう視ししていた。

「い……言っておきますけど、あたし、あなたに助けてもらって感謝はしてるけど、聖職者だなんて認めてませんからねっ。あなた、ピオ神父様を騙してるんでしょ！」

「……は？」

　アスレイドはトランクから顔を上げ、うんざりしたような表情でステラを見た。その頰には彼女にひっぱたかれた跡あとがうっすら赤く残り、不機嫌そうな目元にはトウガラシを口に突っ込まれて地獄を味わわされたことへの抑えた怒りが輝いている。

　ステラはますます怖くなり、椅子の背だけでは心もとなかったので、さらに後ろに下がってやたら長いテーブルの向こう側に隠れつつ言った。

「に、睨んだって、怖くなんかないんだからね！　あた、あたしには山ほどのトウガラシ様がついているし、ここには神父様もいらっしゃるんだから……っ！」

　言っているうちに恐怖が募つのってきて、ステラは涙目になった。

「怖くないならなぜ逃げる？　──そもそも、お前に殺されかけたのは、オレの方だが」

　きつい足音を立ててアスレイドが近づいてきたので、ステラはテーブルの下にさっともぐった。四よつ足あしで、素す早ばやくテーブルの隅すみっこまで逃げる。

　あの長身の男は、腰を曲げたってそう簡単にはここまで追って来られないわ。安あん堵どしかけた瞬間、ステラは気付いた。──大変、狼に変身したら、簡単に入ってきちゃう！　あたしってなんて間ま抜ぬけなの、逃げ場のないところに自分から入り込むなんて！

「にに、に逃げてなんかないわ！　こっ、これは……正せい当とう防ぼう衛えいよ！　あたしには、あなたの正体なんてお見通しなんですから……っ！」

　アスレイドは膝をついて、ステラが隠れるテーブルの下を覗き込んだ。

「きゃあぁぁ!!」

　──どうしよう！　変身して襲ってくる──！　ステラは涙目になり、銀色狼がテーブル下をあっというまに駆けてくる姿を想像して震えた。きつく握りしめた手のひらいっぱいのトウガラシを、アスレイドに向かって突きつける。

「こ……こないで……！　来たら、トウガラシ様の祟たたりがあるんだからあ……っ！」

「──神父。この娘は、少々頭がおかしいように思われます」

　全身にトウガラシを身につけ、半泣きになりながら赤トウガラシを握りしめて震えるテーブル下の娘を見て、アスレイドは至し極ごくまっとうな判はん断だんを下した。

「ほっほっ。そなたが戻るまでは、普ふ通つうに話していたから大丈夫ですよ。娘さんや、アスレイドは狼男ではありませんから、安心して出ておいでなさい」

　神父の皺しわだらけの手に招かれ、ステラは恐る恐る、テーブルの下から頭だけ出した。

「アスレイドよ、あれは手に入ったか？」

　はい、と答えた狼男は、小脇に抱えていた袋から何かを取り出し、床に置く。

「神父のお慈じ悲ひだ。使え」

　ま新しい女性用の靴を見たステラは、自分が裸足だったことをようやく思い出した。

「ど──どうして？」

　ステラはお皿のように目を丸くし、静かに微笑ほほえんでいる老神父様を見上げる。

「裸足のままでは歩くこともままなりませんからの。さあ、履はいてご覧らんなさい」

　靴の側まで、そろそろと四よつ足あしで近づいたステラは、リボンが一つついた女の子らしい靴を一目で気に入った。ピンク色をした革靴は形もスマートで、まるで中流階級のお嬢じようさんが履くものに見える。うっとりするほど可愛い。

　なめし革の靴をテーブル下に引っ張りこみ、狼男を警戒しながら足を入れたステラは、その履き心地ごこちに感動した。これなら地の果てまでだって歩けそう……！

「ぴったりです、神父様……！　ありがとうございます、最高の履き心地です！」

　ステラは天使のような笑みを浮かべて、テーブル下からとうとう出てきた。新品の靴で、踊おどるようにくるりと回ってみせる。

「礼ならアスレイドに言ってあげてください。あなたの靴を持って、同じ大きさの靴を探しまわったのは彼ですから」

　にこにこ微笑む神父に言われ、ステラはびくっとした。

　とっても不ふ機き嫌げんそうな顔であたしを見てるこの狼男が……買ってきてくれた？　本物の狼が出るようなまっ暗な夜道を一人で？　この時間なら間違いなく閉まっているだろう靴屋さんを起こして、あたしの足に合う靴を探しまわった……？

「──」

　腕を組み、偉えらそうにこちらを見下している青年。ステラの目には狼男にしか見えないが、敬けい愛あいする神父様は、聖職者の一員だとおっしゃる。青年の切れ長の瞳の威い圧あつ感かんが怖くて、ステラはへっぴり腰になりながら呟いた。

「あ……。あ……、が……と」

「なに？　ちっとも聞こえないな。はっきり喋しやべれ」

　アスレイドが傲ごう慢まんな表情で言ったので、ステラはカチンときた。

「だから、あり……がと、って言ってるのよ、この狼男！　ささやかなお礼に、あっ……あたしの大事なトウガラシ様を一ひと束たば分けてあげるっ。あなたが狼男じゃなきゃ、せいぜい持ち歩いて魔除けにするといいわ……！」

　逆に言うと、持ち歩けなかったなら、やっぱりこいつは狼男なのだ。

　ステラは青年の手に、左のポケットに詰め込んでいたトウガラシを押し付けた。

「……？　さっぱりわけのわからん娘だ……。オレにこれをどうしろと──」

　アスレイドはもらった赤トウガラシの山を見つめ、先せん刻こくの地獄の辛つらさを思い出したのか、思いきり顔をしかめる。二人を見守っていた老神父が、のんびり言った。

「さてステラさん、そろそろお腹がすいたのではありませんか？　台所に、村の婦人らが用意してくれた精しよう進じん料理があるのです。みんなで晩御飯にしましょう」




「ピオ神父。──そこに、大きな蛇へびがいます」

　配はい膳ぜん準じゆん備びのためにステラが消えた後、アスレイドは言った。少女が置いて行った、古びたトランクに鋭い視線を向けながら。

「なんと！　悪魔か？」

「いえ、今は聖職者の使い魔となっているようです。ドラゴンのような頭部を持ち、体の大半はトランクに入っています。出てくる気配はありませんから、何かを守しゆ護ごするように命じられているのでしょう。先ほどから我々を、銀色の瞳で睨みつけています」

　神父は少女のトランクを凝視したが、すぐにため息交じりに首を振った。

「……見えぬ。五十年前は王都一の霊視力であったわたしが……耄もう碌ろくしたものだ」

「あの娘、もしかすると悪魔崇すう拝はい者しやかもしれません」

　トウガラシ娘の異い様ような身なりを思い出し、アスレイドは緊張した声で囁ささやいた。

「いいや。ロザリオを持っておったから、彼女は敬けい虔けんな信徒であろう。田舎では、まだまだ妙みような俗ぞく習しゆうや迷めい信しんが残っておるのだ。それも含ふくめて、食事の時に詳くわしく話を聞くとしよう。──……それにしても、メイドで天てん涯がい孤こ独どくの娘か。……これは使えるやもしれぬ」

　何やら意味深に呟いた神父に、アスレイドは口を挟むべきか否いなか、しばし迷った。

　神父が杖に手を伸ばしたので、騎士は一礼し、あいている方の腕をとった。足を痛めた神父を、ゆっくりと食堂に案内する。

「まったく、年を取るだけでこれほど体が衰えるとはな。よいかアスレイド。こう見えてもわたしはな、現役だった頃には無敵の悪魔祓い師エクソシストとして素す晴ばらしい活かつ躍やくを──」

　また神父の長話が始まった。内心そう思った護衛騎士だったが、賢けん明めいにも口に出すことはなく、「はい」と短く頷くだけにとどめた。







「神父様ー、ありがとうございましたー」

　ステラは、去りゆく馬車に向かって大きく手を振った。

　少女は希望に満ちていた。天気は最高にいいし、朝食もいただいたおかげで、お腹もいっぱい。そして目の前には、噂うわさに聞くデュレス家の邸てい宅たくがある。

　町の中心部にある大邸宅は、造られて二百年ほどだろうか。どこまでも続く屋敷の壁の向こうには、広々とした庭も見えるし、礼拝堂の十字架や鐘しよう楼ろうも見える。

「こんな大きなお屋敷なら、人手もたくさんいるから、きっと雇やとってもらえるわね！」

　さらに野の良ら猫でも棲すみついていれば言うことなしだ。

　ステラは部類の猫好きで、前の屋敷に勤めていた頃は、毎週の給料の大半を野良猫のエサ代に貢みついでいた。同僚たちには散さん々ざんバカにされたけど、天涯孤独の少女にとって、野良猫は家族も同然だったから。

「──三み毛け猫は絶対にはずせないわね」

　かつての猫達を思い出しながら、ステラは屋敷に向かって歩き始めた。
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　新人メイド・ステラの持ち場は、デュレス家邸てい宅たくの温室に決まった。

　ここはまるで天国だ。

　スイトピーにプリムラ、カンパニュラ。何十種類ものチューリップ。温室ではすでに春の花々が咲さき誇ほこり、うきうきするような香りを放っている。

　温室係の仕事はごく簡かん単たんなもので、温度管理のために暖だん炉ろに薪まきを放り込むこと、それから無数の花々の世話をして、ハーブや果実を収しゆう穫かくするだけ。

　これだけで三食の食事がもらえるなんて奇き蹟せきのようなのに、そのうえ寝ね床どこは「空あいているから」と四人部屋を一人で使わせてもらっている。まるでお姫様のような暮くらし！

「ああ、これで猫ねこが一匹でもいたら最高なのに！」

　最初に邸内を案内してもらったステラは、注意深く目を配くばったものの、どうしても猫を見つけることができなかったのだ。こういうお邸にはネズミも多いし、たいてい野良猫が棲すみついているものなんだけど……。

「あっ。これ何かしら……？」

　マーガレットの水やりをしていたステラは、脇わきに置かれた小さなノートに気付いた。ページをめくってみると、そこには花の絵や蕾つぼみの絵に紛まぎれて妙みようなものが描えがかれている。

　こびととちょうちょをあわせたような生き物。これって、いわゆる──。

「妖よう精せい？」

　背中に半はん透とう明めいの羽根や葉っぱを生やし、あるいは花か冠かんをかぶり、楽しそうに踊おどる少女達。手を取り合う妖精はとても生き生きと描かれており、まるで一流の画家の作品のよう。

「すごく素す敵てき……部屋に飾りたいくらいだわ」

「そんなに気に入ったなら、君にあげるよ」

　突然、背後で男性の声がした。ステラは驚き、飛びあがるようにして後ろを振り返る。

「誰っ!?」

　ステラのま後ろに、まるで幽ゆう霊れいのように忽こつ然ぜんと青年が現れていた。

　二十歳はたちをいくつか過ぎた頃の瘦そう身しんの青年は、襟えりにかかる手前で切りそろえた金きん褐かつ色しよくの髪に、品の良い上着を肩にかけている。袖そでは通していない。

　よく肖しよう像ぞう画がで見かけるような、鼻が高くて貴族的な顔立ちの青年だった。軽く前髪のかかった瞳は憂うれいを帯おびた紫むらさき色で、小脇には、大きなスケッチブックを抱かかえている。気き位ぐらいの高そうな話し方はどことなく吸血鬼を思わせる。

「僕は子供の頃、本気で画家を目め指ざしていたんだよ。……体が弱くて叶かなわなかったけど」

　諦あきらめの色に染まった口調で言い、青年は小さく二度ほど咳せき込む。

　ステラの胸に、つい一時間ほど前にメイド頭がしらから教えられた警けい告こくが蘇よみがえった。

　──当家の若君ローラント・デュレス様はお体が弱く、たいへん繊せん細さいなお方で、しばしば温室に花の絵を描きに行かれます。もし姿をお見かけした際には、素す早ばやく席を外はずすのですよ。いいですか、もしお声をかけられても、決して長話をしてはなりません！

　目を三角にしてきつく命じられたのを思い出し、ステラは青年から一歩下がった。

「も、もしかして、ローラント様ですか……？　あたし、今日から入ったメイドのステラです。よろしくお願いします！」

　ステラは引き攣つった笑顔を浮かべながら、大きく一礼する。

「あのぅ、若様は絵を描きに来られたんですよね？　あたしはお邪じや魔まですので失礼──」

「その前に薬草茶をいれてくれ。種類は何でもいい」

　若君に命じられたステラは、仕方なく暖だん炉ろで湯を沸わかすことにした。湯が沸くまで、延えん々えんと話しかけられたらどうしようと思ったが──、若主人はメイドの存在などすっかり無視して、温室の中央にある、籐とうで編あんだテーブルセットに腰をおろす。

　持参したスケッチブックを開いて、練ねった墨すみを動かし始めた。

「夜の帳とばりのごとき漆しつ黒こくの髪、大地の色の瞳。なんて僕好みの美しい妖精だ……」

　絵を描きながら主人がぼそりと呟つぶやいた言葉に、ステラは思わず顔を上げた。

　──いま〝妖精〟って言った？　もしかして、さっきの妖精の絵を描いたのもローラント様？　この方には見えるの？　純じゆん粋すいな子供にしか見えないっていう妖精が……？

「あの……、……若様には見えるんですか？　妖精が？」

　恐こわ々ごわとステラが問うと、ローラントは即答した。

「見えるよ。羽根のある妖精も、羽根のないのも。愛らしい妖精も、恐ろしく偉い大だいな妖精王も。……どうせ、信じられないって言うんだろ？　別にいいさ。でも僕には見えるんだ」

　熱心に絵に向かいながら答える若君。ステラは珍めずらしく男性に興味を感じた。

　──本当に妖精が見えるなら、いまどんな妖精を描いているの？

　ステラは足音を殺し、そっと後ろに近づく。

　背中から覗のぞき込むと──スケッチブックには、美しい黒髪の少女が描かれていた。瞳をキラキラ輝かせ、胸元にリボンが揺れるメイド服を身につけた十六歳頃の娘。

「──見たな」

　ローラントの紫がかった瞳が、怒おこったふりをしてステラを見上げる。

「これ、あたし──!?　よ、妖精なんかじゃないわ！」

　恥はずかしさに耐たえられず、ステラはスケッチブックを主人から奪うばい取る。

「美しい僕の妖精。どうして嫌いやがるんだ？　──君は一ひと目め惚ぼれを信じないのか？」

　真剣にこちらを見つめてくる若君の熱い眼まな差ざしに、ステラは困こん惑わくして瞬まばたきを繰り返す。

「君をひとめ見た瞬間、探し続けていた妖精の王女に出会ったような気がしたんだ」

　ローラントは突然腕を伸ばし、スケッチブックを背中に隠すステラの肘ひじを素す早ばやくつかむ。

「きゃあっ！」

　怯おびえたステラは、ま新しい制服のポケットに手を突っ込むが、そこに馴な染じんだ魔除けの感触はない。仕事の邪魔になるかもと思って、トウガラシを持ってこなかったのだ。

「は、離してください……！」

　温室のガラス張りの天井の向こうでは、正午前の太陽が燦さん々さんと輝いている。一日のうちでもっとも影が小さくなるこの時間は、魔物が一番嫌がる時間帯だ。これまで、こんな時間に魔物化した男性を見たことはない。でも──怖い！

「恐がらないでいい。これを返してほしかっただけだ。──大切な女性の絵があるから」

　困こまったように微笑ほほえんだローラントは、スケッチブックを取り戻すとステラからあっさり手を放す。ステラは、主人にも聞こえるほど大きく安あん堵どの息をついた。

「ねえステラ。君に一つお願いがあるんだけど、聞いてくれるかな」

「な、何ですか？」

　答えたステラは、お湯が煮にえたぎっているのに気付き、逃げるように暖炉に近づく。

「わが屋敷には、二つの別館がある。そのうちの古い方、西の別館に、祖父が集めた家か宝ほうの絵皿のセットがあるんだ。それはとても美しい妖精の絵皿で……くくく、あはははは！」

　何がおかしいのか、ローラントは突然笑い始めた。高級な花柄の茶器にハーブティーを注そそいでいたステラは、ぎょっとして主人を振り返る。

　──ど、どうしてそこで笑うの？　あたしぜんぜん面おも白しろくないんだけど……。

　びくびくしながらステラは、主人の前に香草茶を置いた。

「君が来てくれてよかったよ、ステラ。新月の夜が来るたび、大切なお客様がいらっしゃるんだが、今月は……僕の体調が思わしくなくてね。少し待って頂いている」

「あの、ご気分が悪いなら、お部屋に戻られた方が……」

「君を見たら元気になった。それで、大切な客人をお招きしようと思っているんだ。その客人は、妖精の絵皿を大たい層そう気に入っておられてね。今夜のうちに洗っておいて欲しい」

「夜に……ですか？　お急ぎなら、メイド頭のリーザさんにお話しして、今からメイド全員で──」

「だめだ。これは秘密の遊びなんだよ、ステラ」

　……秘密の遊び？　なにそれ。

「わからないかなあ？　夜よ更ふけの残業はいいわけで、その後逢あい引びきしようって誘ってるんだ。……これが別館の鍵かぎ。あそこは客人のための館やかただから、普段は鍵をかけている。時刻は──今夜十時にしようか。誰にも見つからずに、一人で来てくれるね、ステラ？」

　あいびきって何だろうとステラは思ったが、訊きき返す暇ひまはなかった。ローラントはステラの手を取り、指を絡めるようにして真しん鍮ちゆうの鍵を握らせたから。

「ひっ……！」

　体温が低いのか、ローラントの手はひんやりしている。ステラは必死に手をひっこめようとしたが、若君は細い指にそぐわない強い力で握りしめてくる。

「は、離して……あたしは行くもんですか、この吸血鬼っ!!」

「吸血鬼？　心しん外がいだな。僕はただの人間だよ。魔法の力も永遠の命もない、ちっぽけな死にかけの男だ。……君を愛してる。なぜ拒こばむんだ？」

「あ、あたし、夜更けに一人で家の外に出ちゃだめだって、お母さんからしっかり教わったんだから！　吸血鬼とか狼男がウロウロしてるって……！」

「何を言ってるんだ、屋敷の敷地内で、そんなものが出るものか」

　出る。だってこの大きなお屋敷には、あちこちに衛兵や侍じ従じゆうや下げ男なんがいるのだから。彼らは夜になったら変身して、いたいけな女の子を襲うのだ。

「吸血鬼伝説なんか信じてるなんて、子供だな。──じゃあこうしよう。僕の顔見知りの妖精たちに、今夜は絶対に魔物が出ないように魔法をかけてもらう。どうだ？」

　ローラントの提案に、ステラは驚いて目を瞬しばたたいた。

「えっ……。そんな凄すごいことができるんですか？」

「簡単さ。──ステラ、君はとんでもなく純真だね。こんな子供だましを信じるなんて」

　若君が小さな声で呟いたが、真剣に考え込むステラの耳には入らなかった。

「……本当に、妖精さんに魔法をかけてもらうと、吸血鬼も狼男も出ないんですか？」

「出ない。ただし、妖精たちの魔法が効くのは夜の十二時まで。だから君は、絶対に十二時までに別館にたどりつかねばならない」

「──分かりました。あたし、深夜の皿洗いに挑ちよう戦せんします！」

　初日から主君の頼みを断ることもできず、ステラは勇気を出して頷うなずいた。

「ああ……嬉うれしいよ」

　ローラントは疲れたように微笑み、ステラから手を離した。軽く咳き込んだあと、少し冷めてしまった香草茶を口に運ぶ。

「地図を描いてあげよう。──別館はここだ。いいね、このことは誰にも内ない緒しよだよ」

　ローラントはスケッチブックを一枚破ると、そこに屋敷の見取り図を描く。

　受け取ったステラは、今度こそ温室を辞そうとした。

「夕刻、湯を用意させる。逢引の前に、ぜひ使っておいてくれ」

　最後に主人が言った言葉が、ステラの心に小さな謎なぞを残した。訊きそびれてしまったけど、あいびき、って一体何なのかしら？　お風呂に関係あるの……？







「でね、昨夜カレと〝あいびき〟してたんだけど──」

　夕食後の皿洗いをしていたステラは、メイド仲間のラリサのお喋しやべりの中に謎の単語を聞き取り、ぱっと顔を上げた。

　この屋敷には多くの使用人がいるため、夕食後の皿は膨大な量になる。それを洗うのは一日の最後の重労働で、これは日中の持ち場に関係なく、十代のメイドが当番制ですることになっていた。

「ねえラリサ。ちょっと訊いてもいい？」

　泡あわだらけのヘチマで皿をこすりながら、ステラは問うた。

「いいわよー。なに～？」

　ラリサは気軽に答えてくれる。町の裕ゆう福ふくな商人の娘だというラリサは、ステラとちょうど同い年。貧びん乏ぼうゆえに瘦やせているステラよりずっと、女性らしい体つきをしている。情熱的な赤毛をポニーテールに結ゆい、笑うとえくぼのできる可愛らしい娘だった。

「あの……あいびきって、どういう意味？」

「うそ、あなた知らないの？　メイドなんて何が楽しくてやってるかって言ったら、男遊びしかないじゃない！　このお屋敷、そこそこいい家柄の男性がいっぱい勤めてるから、結婚相手を探すなら今よ！」

「ええっ！　ラリサは結婚したいの？　き、吸血鬼とか怖くないの……？」

　ステラは怯えた顔で、鼻歌交じりに皿を洗う先輩を見る。
















「吸血鬼……？　何の話？」

「だって、結婚した女の人は男の人に毎晩、生き血を吸われるんでしょ！」

　ステラが真剣な顔で言うと、洗いたての髪から薔ば薇らせっけんの高貴な香りが漂ただよう。若君の言葉通り、午後になると「ローラント様より言い付かっております」と馴染みのないメイドが現われ、ステラは浴室まで案内された。「あいびき」の意味は分からないが、とにかく言われるまま、風呂に入ったのだ。

「ステラってば、なんて冗じよう談だんいうの！　まさかそれ、本気じゃないわよね？」

「えっ？　す……すっごい本気だけど！」

「あはははは！　もう──信じらんない！　もしかしてステラ、赤ちゃんは天使が世話する野菜畑から産まれるって、いまだに信じてるタイプ？」

「ええ、あたしだってそれくらい知っているわ。キャベツ畑に決まってるじゃない！」

　小さい頃、母がちゃんと教えてくれたのだ。天使が連れて行ってくれる神聖なキャベツ畑があって、芽キャベツのなかに一人ずつ、小さな小さな赤ん坊が入っていると。子供を欲しがる女性は、そこで赤子を授かるのだ。

「ステラって面白すぎ……！　あなたの恋人になる人の顔が見てみたいわ。さぞかし、口説き落とすのに苦労するでしょうねえ！　──ああでも、これだけは言っとかなきゃ」

　楽しそうに笑っていたラリサが突然、ぴたりと笑みを消した。突然、ものすごく暗い眼差しと声になったので、ステラはびくりとして先輩を振り返った。

　ラリサは手にしていた皿を包ほう丁ちようのように翻ひるがえし、ステラに突きつける。

「私の彼を好きになったらだめよ？　亜あ麻ま色の髪の、そりゃあカッコいい衛兵よ。女の子は誰だって彼に一目惚れするわ。それこそ吸血鬼の貴公子かって思うくらいの美形で脚も長いし、制服姿もたまらなく素敵で、おまけに家柄までいいんですもの。──でもね」

　ラリサは、息を吐くことさえ許ゆるさない冷たい水色の瞳でステラを睨にらむ。

「彼は私のものなの。彼みたいな最高の男につり合うには、私のように良家のお嬢様で、性格もよくて、見た目も可愛い淑しゆく女じよじゃないとだめなのよ。身みの程ほどを知れ、って言葉、意味分かるわよね？　あなたみたいに地味なカマトト娘に声かけられたって、彼は困るだけなんだから。見かけても、絶対に近づかないようになさい」

　カマトトって何、とステラは思ったが、尋たずねてよさそうな雰囲気ではなかったので、とにかく頷いた。

「心配してくれてありがと、ラリサ。あたし、いくら美形でも、絶対に吸血鬼なんかに近づかないわ！　それよりあなたが心配よ。吸血鬼を恋人にするなんて……危険すぎる」

　いまは血けつ色しよくの良さそうな頰ほおをしているラリサだけど、うっかりしたら恋人に血を吸われ過ぎてミイラにされちゃうかもしれない！　本気で心配そうな顔をするステラを見て、ラリサは、ふふんとせせら笑った。また皿洗いを再開しながら呟く。

「馬ば鹿かな子。でもそう思っている方が私には好こう都つ合ごうだから、ずーっと男は吸血鬼だと信じてればいいわ。そのうち、あなたみたいな地味な娘にもぴったりの地味な男が──あっ！」

　その時、ラリサの手から洗いかけの白皿がつるりと滑すべり落ちた。

　ガシャアアン！　大きな音を立て、デザート皿が割れてしまう。

「ああぁ、またやっちゃった……！」

　ラリサは悲ひ愴そうな顔になった。

「これで今月、五枚目よ……またリーザさんに雷かみなり落とされちゃう！　次にやったら、朝までお説教だって脅されてるのよ！　──ステラ、今のは見なかったことにしてね！」

　ラリサはごみ桶おけに割れた皿の破片を隠し、素そ知しらぬ顔で皿洗いを続ける。

　ステラは熱心に言った。

「ねえラリサ、吸血鬼の恋人と別れたくなったら相談してね！　あたし、すっごくよく効く魔除けを持ってるから、貸してあげる！　あれを使えば、すぐに別れられるわ！」

「ぷっ。……魔除け！」

　ラリサは吹き出し、肩を震わせて笑った。

「見てみたい気もするけど、今はいいわ。……むしろ私は、あなたの方が心配よ。私はあなたみたいなとっぴな田舎いなかっ子も嫌いじゃないけど、リーザさんみたいに気位の高い女中も多いんだから、いじめには気をつけなさいよ？」

　赤毛のメイド娘が言った時、のし、のし、と重たげな足音が厨ちゆう房ぼう外の廊下から響いた。

「──わたくしが誰をいじめるんですって、ラリサ？」

　厳しい女中頭の声が聞こえた瞬間、ラリサの顔が引き攣り、手からまた皿が滑り落ちた。







　満月が近いため、外は明かりなどいらないくらい明るかった。初日の仕事を終えたステラは、ポケットに山ほどトウガラシを詰め、手て燭しよくを掲げて礼拝堂の裏庭を通り抜ける。

「えっと──墓地の生いけ垣がき沿ぞいに歩いて行けば、西館に着くはずよね？」

　代々の当主が眠る墓地の前まできたステラは、地図を開いて道を確かめた。

　墓園の入口には、百ゆ合りを模かたどった十字架で飾られた青せい銅どうの門と、辺りをぐるりと囲む壁のような薔薇の生垣があった。中は鎮ちん魂こんのためか、美しい庭園になっているらしい。

　ステラは足早に、生垣に沿って歩き始めた。

「──あなたがたに言う。会堂から追い出されていることは──」

　自分の草を踏む足音しか聞こえなかったステラの耳に、ふと人の話し声が聞こえてきた。

　若い男性の声だ。ステラはぎくりとして、恐る恐る辺りを見回す。

　どこにも人影はない。魔物の姿も、衛兵の姿も。

　誰かいるとしたら、生垣の向こう──墓地だ。

　ドキドキしながら、ステラは生垣をかき分け、息を殺して向こう側を覗いてみた。

「まことに、自ら進んでへりくだり、罪を悔くい改め、最後まで耐たえ忍しのぶ人は祝福をうけます。このような人々は、非常に貧しいためにやむを得ずへりくだっている人々よりも、大きな祝福を受けるでしょう。というのも、自ら進んでへりくだる人は──」

　墓石に囲まれた広場に、一人の神父がいた。

　薄青色の長衣で正装した神父は、大理石の説教台の前に立ち、目の前に整然と並んだ空の椅い子すに向かって説教をしている。

　金髪の神父の若々しい横顔を見たステラは、ほっと安堵した。

　──なぁんだ。新米の神父さんが、次の日曜礼拝で失敗しないように練習してるのね。

　きっと、誰かに見られると恥ずかしいから、人ひと気けのない墓地を選んだのだろう。

　邪魔しないようにと、ステラは静かに生垣から離れようとした。

　──その時。胸元に銀のロザリオを輝かせた神父が、こちらを振り向いた。

「さまよえる御み霊たまよ。神の教えを聞きたいならば、こちらにおいでなさい」

　若い神父の新緑色の瞳は、生垣の奥にいるステラの瞳を、まっすぐ見つめていた。

「ああ、あなたもメイドさんですね。その若さで死んでしまうとは可か哀わい想そうに……。ですが、いつまでもここに留とどまっていては、輪りん廻ねの輪わに戻れませんよ。恨うらめしい気持ちもおありでしょうが、もう死んでしまったからには、はやく神の御み許もとに帰らなくては」

　──えっ？

「ご覧のとおり、ここにはあなたと同じく非ひ業ごうの死を遂とげたメイドさんがたくさんいます。あなた方に無む残ざんな死を与えた男を許せず、邸内をさまよい続けている筋金入りの自じ縛ばく霊れいぞろいです。よくご覧なさい……生前のお友達もいらっしゃるのではありませんか？」

　若い神父は、幽霊ステラがもじもじしていると思ったらしい。大おお股またで近づいてくる。

　生垣越しに見えた容姿は、すらりと優美な好青年だった。長い睫まつげが印象的な繊細な顔に心配そうな表情を浮かべ、ステラを見ている。

「みなさんも、彼女に声をかけてあげてください。さあこちらへ──」

　神父が生垣に手を伸ばす。青年の肩の後ろから、別の腕が伸びた。ステラと同じメイド服を纏まとった、細い女性の手だ。それはあっというまに無数に増え、みんなでステラを捕えて墓地に引きずりこもうとした──ような幻まぼろしが、見えた気がした。

「いやあぁぁ……悪あく霊りよう退たい散さんっ！」

　ステラはトウガラシを一つかみ投げつけると、脱だつ兎とのごとく走り出す。

「あ、あの男性は、神父ごっこが好きで、扮ふん装そうまでしちゃった頭のおかしい人よ！　そうに違いないわ！　っていうか、噓うそでもそういうことにしておいて……!!」

　さもなければ，この屋敷はメイドの幽霊だらけということになってしまう。

　それは怖すぎる！

　彼はステラより一つ二つ年上なだけに見えたから、本物の神父様になるには若すぎる。

　動揺しながら、ステラは全力疾しつ走そうした。

　走って走って、とにかく走り続けて──やがて、別館が見えた。

　ステラは肩で息を整えながら、古びた館を見上げる。

　赤レンガ造りの別館は、月光を浴びて静かに佇たたずんでいた。

「これが西館……。すごく古そう」

　二階建てと思おぼしき別館は、蔦つたまみれでひどく不ぶ気き味みだ。窓の下や装飾つきの扉の取っ手にはガーゴイルの顔が作りつけられている。犬歯をむき出しにした醜みにくい顔には深い影がさしており、やけに本物じみて薄気味悪い──触ると嚙みつかれそうだ。

　ステラは恐る恐る耳の大きなガーゴイルの頭を細い指でつかむと、ひと思いに首をくいっと捻ひねった。

　キイイィッ！

　悲ひ鳴めいのような鳴き声を上げて、屋根にぶら下がっていたコウモリたちが飛び立った。

「び、びっくりしたあ……！」

　ガーゴイルが鳴いたのかと思った！　ステラは深呼吸し、はっと思い出して、ポケットから真鍮の鍵を取り出す。

　重たい鍵を回すと、不気味な軋きしみ音を立てて、玄関扉は開いた。
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　──ギシィィィ。

　魔物の歯ぎしりのような嫌な音のする扉を開けると、鎧よろいだけの騎士と、真っ暗な廊下がステラを出迎えた。誰かが定期的に掃そう除じしているらしく、屋敷内は小綺麗だ。

　手燭の小さな明かりだけを頼りに、ステラは奥へと進む。

「おじゃまします……」

　食器部屋はどこ？　たぶん台所の側だと思うけど……。

　濃赤色の絨じゆう毯たんに靴を沈しずみ込ませながら、ステラは最初の扉に手をかけた。

　──開かない。

　隣となりも。その隣も。その向かいも。どれも施せ錠じようされている。

　ステラは一階の扉を全部開け、どこも開かないことに顔をしかめた。二階に台所があるとは不思議な館だ。古びた風景画を通り過ぎ、階段を上って二階の部屋も開けてゆく。

　結局、開いたのは一か所だけ──二階の小広間の隣。

　細長い食器部屋には、壁沿いに戸と棚だなが並び、たくさんの絵皿が飾られていた。

「あれが家宝のお皿？　三十枚くらいだから、一時間もかからなさそう」

　皿洗いに必要な手ぬぐいや桶、仕上げのクロスなどの備品を探して、ステラは戸棚の下にある引き戸を開ける。……中には、油あぶら紙がみに包まれた小皿が、ぎっしり入っていた。

「なんて数……！　ローラント様って、もしかしてすっごい意い地じ悪わる？」

　気が遠くなりかけた自分を叱しつ咤たし、ステラは桶を持って外へ水を汲みに行く。それから、部屋の壁から張り出している燭台に明かりを移したが、どれも蠟ろう燭そくが残り少ない。

「月明かりだけでもできるかしら？　まあ何とかなるわよね」

　呟いた時、何者かが小さく笑う声が聞こえた気がした。

　まるで、「相変わらず楽天家だな」とでも言うように。

「誰っ!?」

　強い視線を感じたステラは、部屋をぐるりと見回す。

　──誰もいない。

　壁沿いの戸棚の中から、立てかけられた絵皿がステラを取り囲んでいるだけ。

　ステラは、飾り棚に近づいた。

　棚には二種類の皿が飾ってあった。上段には大皿、中段にはひと回り小さな中皿が。

　子豚の丸焼きを載せるのにぴったりの大皿は、教会でよく使われる、迷めい路ろのような四角い金の線画で縁ふちを囲まれていた。まるで魔法陣のように、四つの方位に天使の名前が記され、中央には、この世のものとは思えぬ不気味な化け物の姿が描かれている。

　顔から三本の脚あしが生はえ、血の滴したたる口に、黒く長い柄えの鎌かまを咥くわえた悪魔。

　また別の皿には、鷲わしの翼つばさを持って、獣の肉を貪むさぼっている悪魔。

　どの皿も、一枚に一匹の悪魔が描かれており、まるで悪魔の紳しん士し録ろくのよう。

「若様は、妖精の絵皿だっておっしゃったけど……」

　こんな皿で料理を食べたいという若君のお客様は、どんな人なのだろう。

　怖いもの見たさで皿を眺めて回ったステラは、ふと一枚の絵皿の前で足を止めた。

「綺き麗れい……」

　あまりの優美さにため息がこぼれるような美しい女性の絵皿が、そこにはあった。

　片手を背景の桃の木に伸ばし、いまにも熟うれた果実をもごうとしている美女は、ステラよりいくつか年上にみえる。すらりとした肢し体たいのほとんどは、異国風の裾長の衣に覆おおわれており、彼女の横顔は幸福に満ちている。これまでの絵皿とは比べものにならない美しい細密画だった。

　彼女の青みがかった長髪だけが人間離れしていたが、他は完全に人間──それも見るだけで魂を奪われそうな、絶ぜつ世せいの美び貌ぼうだ。

「こういうのこそ、妖精皿っていうのよ。きっと、桃の樹の女王妖精ね」

　ステラは皿を両手で持ち上げると、うっすら積もった埃ほこりを指でぬぐう。

「──あら？」

　ほんの一ひと瞬またたきの間、ステラが視線を外した隙に、絵皿の美女は桃を手にしていた。さっきまで横顔を向けていた顔も、いや顔はそのままなのだが、視線がこちらを見ている。

　典てん雅がな流し目をくれるようにして、金色の瞳がまっすぐにステラを。

　もの言いたげな、からかうような視線に、ステラの心臓がドキリと音を立てた。

「う……噓よ。お皿の絵が動くわけないわ──！」

　ほんのわずか、綺麗な唇の端がつり上がった気もする。まるで微笑みかけるように。でもそんなはずがない。いくら妖精の絵だからって、動くはずがないわ！

　ステラはかたく目を瞑つむって首を振る。

「薄暗いから、見間違えたのよ。もう一回見てみれば──」

　おかしな妄もう想そうが覚めるまで頭を振っていた時、ミシッと背後で物音がした。

　びくりとしたステラは、息を止めて後ろを振り返る。部屋の扉が、薄く開いていた……。

　誰？　まさか、さっきの幽霊がここまでついてきた──？　ぞっとしながら考えたステラは、赤茶色の尻尾しつぽのようなものが揺れるのに気付いた。

「──ラリサ？」

　ポニーテールの同僚の名を呼ぶと、ハッとしたように影が揺れた。扉の陰に隠れたまま、赤毛のメイド娘がそろそろと顔を覗かせる。

「ば、ばれちゃった……？　ステラ、あなた一人？」

「ええ一人よ。どうしたの？」

　ラリサは少しの間、唇を引き結んで考えたのち、堂どう々どうと部屋に入ってきた。何かを探すように、部屋の中を見回す。

「本当に一人みたいね。──私ね、リーザさんにお説教された後、部屋に戻ろうとしたの。そうしたら、何だかコソコソしてるステラの後ろ姿が見えて……どこへ行くのかなって思ってたら、私とニコライがよく逢引する方へ歩いて行くじゃない！　もしかしてニコライが『今夜は忙いそがしい』って言ったのって、仕事じゃなくてまた浮気だったらどうしようって思ったら、私、心臓がドキドキしてきて……！」

　我が慢まんできないというように、ラリサはハンカチをぎゅううっと絞しぼりあげた。

「あたしは皿洗いをしに来ただけよ」

　ステラは、皿洗い準備万ばん端たんの自分の姿を見せた。足元には古びた水桶、袖は肘までまくり上げて、ポケットには磨みがき布。どう見たって、皿洗いをするメイドだ。

「たしかに、逢引っぽくはないわね。……でも、どうしてこんな時間に皿洗いを？」

　──若様に頼まれたから。と言いかけたステラは、ハッと口をつぐんだ。

　誰にも内緒で、と言いつけられたような気がする。

「だっ、誰でもいいじゃない？　もう夜も遅いし、眠った方がいいわ。おやすみなさい！」

　ステラは引き攣った笑みでラリサの背を押し、強ごう引いんに部屋から出そうとする。

「……怪あやしい」

　ラリサはキッと目め尻じりを吊り上げた。

「名前を言えないなんて怪しすぎるわ！　しかもこんな人ひと気けのない場所なんて！　ねえステラ。正直に教えて？　お皿洗いのフリして、本当は後から男性が来るんでしょ？　……私のニコライとか……ニコライとか……そう絶対にニコライが……ッ！」

　ラリサの形ぎよう相そうが皿の悪魔絵と似てきたので、ステラは慌てて手を振って否ひ定ていした。

「ち、ちがうわ！　本当にそういうんじゃないの！　──そっ、そうだわラリサ！　あたしがお皿を洗うから、拭くのを手伝ってくれない？　飽あきたらいつでも帰っていいから」

　ステラがふと思いついて口走ると、ラリサは満足げににっこり笑った。

「いいわ、最後まで手伝ってあげる！」

　どうしても彼女は、ステラを監視していないと気が済まないらしい。

　ステラは先輩に礼を言って、棚に飾られていた皿を片かたっ端ぱしから集める。大皿は大き過ぎて入らないので、中皿から桶に突っ込み綺麗に洗っていく。

　布ふ巾きんを持って待たい機きしているラリサに、最初の皿を渡した。

「ふぎゃああっ！」

　それを何気なく受けとったラリサは、この世の終わりのような悲鳴を上げた。そこには、全身に炎を纏い、血まみれの口から肉片をはみ出させた化け物が描かれていた。

　ガシャァン……！

　大きくのけぞったラリサの手から皿が転げ落ち、割れ砕ける。

　主人が家宝だと言っていた皿が粉こな々ごなになったのを見て、ステラはまっ青さおになった。

「ああっ！　だめよラリサ！　これ、若様の大事な妖精皿のセットなんだから……!!」

　叫さけんでしまってからステラは、若様と言ってはいけなかったことに気付いた。しかし幸運にもラリサは、それどころではなかったらしい。

「ば、ばば、化け物……っ！」

「落ち着いてラリサ！　これはただの絵皿だから──ほら！」

　ステラは次の皿をラリサに見せ、ただの絵だと示しめすように触って見せる。

　震えていたラリサもようやく納得し、安堵の吐と息いきをついた。

「ああ……びっくりした！　私の手まで血がついたかと思っちゃった！」

「ごめんなさい、あたしも先に『不気味なお皿だから』って言えばよかったわね……。それにしても、どうしましょう？　このお皿、きっと弁べん償しようしろって言われるわ──」

　悲愴な顔をするステラを尻目に、ラリサは平然と皿の残ざん骸がいを集める。エプロンに包んで部屋の隅すみっこまで持って行くと、適てき当とうに引き出しをあけ、中に欠片かけらを流し込む。

「はい、おしまい！　後で墓地にでも埋うめれば完かん璧ぺきね！」

「えっ。で、でもこういうの、良くないわ──！」

「いいのいいの。私、いままで散さん々ざんお皿を割ってきたけど、弁償しろなんてケチ臭くさいこと言われたことないもん！　それよりステラ、次からお皿は裏返しにして渡してね？　たとえ絵皿でも、こんな気持ち悪い化け物、夜中に見たくないわー」

　極めて前向きなラリサの発言に、ステラはわずかに良りよう心しんが痛んだけれど、いまは先輩の指し導どうに従したがうことにした。後でローラント様に会ったら、正直に謝ろうと思いながら。







　静まり返った真夜中に、動物の悲鳴が聞こえた──気がした。ステラは皿洗いの手を止め、窓辺に近づく。大きく開けた窓から、やけに生ぬるい風が室内に吹き込んだ。

「さっき、猫の鳴き声がした……？」

　呟いても返事はない。ラリサはもう一時間も前から、居眠りをしている。

　そこへ今度は、馬のいななきらしきものが、前庭の方から聞こえてきた。

「──従者どもは、馬を繫つなげ！　手の空あいた者は、館の掃除をせよ！」

「──手早くしろ！　閣かつ下かがお見えになるまで、あと半はん刻こくしかないぞ」

　お客様かしら？　彼らの姿を確かめようと、ステラは窓から身を乗り出す。

　強くなってきた風がざわざわと庭木を揺らすばかりで、人や動物の影はどこにもない。

　代わりに、晩ばん餐さんの材料らしき動物たちの賑にぎやかな声が聞こえてきた。鳥に羊ひつじに豚……、なぜか猫までいるらしく、夜を切り裂くような悲鳴を上げている。

「──ええい、がちょうを逃がした愚おろか者は誰じゃ!?　とっとと竈かまどに入れてしまえ！」

　辺りを走り回ってガアガア鳴くがちょうの喧けん騒そうに、笑う男たちの声。

　じっと耳を傾けていたステラは、眠り続ける先輩メイドを振り返る。

「ねえラリサ、お客様が来たみたい。……ねえってば！」

　しつこく肩を揺すると、赤毛娘は薄く目を開いた。

「……お客……？　冗談やめてよー……。もう真夜中よぉ……」

「でも声が聞こえたの。もうすぐ閣下がお見えになるって」

「こんな時間に、どちらの王様がお越しだって言うのよ……？　私、出迎えになんか絶対行かないからぁー。むにゃむにゃ……」

　ラリサはすっかり寝る気満々で、目を閉じてステラの肩に額を寄りかからせてくる。

「……そうよね。こんな時間にお客様なんて、変よね」

　時刻はとっくに、深夜一時を過ぎている。ステラは自分も寝ぼけたのだと思って、最後に残った十数枚の小皿を一気に洗ってしまおうと、水桶に手を突っ込む。

　階下で、ギイイイィと魔物のうめき声のような軋んだ音が響いた。

　あの特とく徴ちよう的てきな音は、館の玄関扉が開く音だ。

「──ほほほ。閣下がお見えになる前に、髪を綺麗に編み直さなくては」

「──二のお姉さま、料理の準備ができるまで、カードゲームをいたしましょう？」

「──よくてよ。くすくす……何を賭かけますの？」

　華やかな女性たちの笑い声とともに、階下の廊下を行きかう足音がする。

　そして、何度か扉が開いて、バタンと閉まる音も。

「この館の一階って、全部鍵がかかっていたわよね──？」

　なのに、開いている。ステラはぞっとするような恐ろしさを感じた。

「ね、ねえラリサ！　起きて、何だかおかしいの!!」

　必死に先輩メイドを揺さぶるが、床にごろんと横になってしまった少女は起きる気配がない。途方に暮れて、ステラがラリサのポニーテールを引っ張った時──。

　ふっと、部屋が薄暗くなった。残っていた蠟燭が、一斉に燃え尽つきたのだ。

　ステラが持ってきた手燭の明かりだけが、か細い光を残して揺らめいている。

「あ、新しい蠟燭、持って来ないと……」

　たいてい備品室は地下室にある。ステラは震える手で、部屋の取っ手を回した。

「開かない……？」

　何度ノブを捻っても、食器部屋の扉が開かない。鍵穴もないのに──どうしてよ！

「おかしいわ……出して！　どうして、鍵のかかっていた部屋が簡単に開いて、鍵のかかっていなかったこの部屋が開かなくなるの？　誰か！　開けてっ！」

　ステラは、両手が痛むほど扉をガンガン叩く。やがて階段を上ってくる二人組の男の足音が、外から聞こえてきた。

「──さて、皿の準備はいかがであろう？」

「──皿よりも、その上に載せる料理が問題じゃ！　先月の娘の肉は、柔らかく舌の上でほろほろと蕩とろけるようで、最高に美う味まかったのお」

「──おうおう。閣下も、取り巻きの姫君方も、いたくお喜びであった。あの娘にもっと肉がついておれば、存ぞん分ぶんに楽しめたものを」

「──おぬしは、骨までしゃぶり尽くしたではないか！」

　げらげら笑う男たちの会話を盗ぬすみ聞きしたステラの全身から、血の気が引いていく。

　まるで彼らは、自分たちを食べるために近づいてくる狩かり人うどのように思えた。

　開かない扉の前に立ちつくしたステラは、唐とう突とつにその場に跪ひざまずく。身の回りにトウガラシを十字架のように重ねて置くと、熱心に祈いのり始めた。

「我らの父であり、守り手たる神デイオスよ。どうか、か弱き子羊をお救いください──」

　悪あしき者からお守りください。どうか、夢でありますように──夢なら早く覚めて！

「──、……」

　頭こうべを垂れて祈っていたステラは、ふと誰かに話しかけられた気がした。

　辺りを見回したステラは、洗ったあと重ねておいた皿の山に視線を吸い寄せられる。

　十数枚の大皿のてっぺんでは、ピカピカになった妖精女王が、まるで心配するように柳りゆう眉びをひそめてステラを見ている。何か言いたそうに薄うすく唇を開いた美女は、左手で大地を指さしており、前に手にしていた桃は、もう影も形もない。

「お皿の中で、やっぱり動いてる……！」

　ステラは息を吞み、別の絵皿を見た。顔から三つの足が生えた大悪魔。さっきまで鎌の柄を咥えていたのに、いまは刃やいばに舌を這はわせてニタリと笑っている。まるでステラの苦く境きようを眺ながめて、愉ゆ悦えつに浸ひたるように。

「この皿も、あの皿も！　みんな動いてる……あたしを見て笑ってるわ!!　──そうよ、きっとこの悪魔皿が原因なのよ！」

　ステラは、火事場の馬鹿力で洗いたての大皿の山を持ち上げると、飾り棚の前まで運ぶ。元通り、整然と並べ始めた。一枚。二枚。三枚。四枚……。

「──今こ宵よいの獲物は、とても活いきが良いな。眠りの魔法が効かず、中で暴れておるぞ」

「──可哀想にのお。……くっくっくっ。囚とらわれの十二侯こう爵しやくの目もく前ぜんで、盛大なる晩餐の宴うたげを催もよおすことこそ、閣下の最高の楽しみ。わしらもおこぼれにあずかれて、嬉しやのう」

　不気味な男たちの笑い声は、もう廊下のすぐそこまで来ている。

　五枚。六枚。七枚。八枚。やっと九枚……。

　慌てたステラは、次の皿を立てようとして、支し柱ちゆうになる駒こまを落としてしまった。

　髪を振り乱して駒を拾おうとした時、バタンと大きな音を立て、外から扉が開いた。

「──可愛いお嬢ちゃん、こんばんは」

　皺しや嗄がれた猫なで声が聞こえ、ステラは恐怖に目を見開いて振り返る。

　そこには、誰もいなかった。

　その直後、開いた扉から突とつ風ぷうが吹き込み、最後の明かりが消える。

　自分の指さえ見えない暗闇が訪れると同時に、部屋の中を一いち巡じゆんした暴風が、ステラのこめかみを激しく打った。

「あ……！」

　ステラの意識が、深い闇に引きずり込まれていく。膝がくたりと折れ、胸に抱いていた大皿が腕から浮いた。皿が棚にぶつかる衝撃音に、ステラの意識が少しだけ戻ってくる。

「……だ、め──」

　家宝の皿なんか割ったら、一生ただ働きよ……!!　ステラは最後の力を振り絞り、腕の中の皿を守った──つもりだったのに、ちゃんとつかんでいたのは一枚だけ。

　残りの数枚は勢いよく手から滑り落ち、足元の小皿とぶつかって粉々になった。

　皿が砕ける不ふ協きよう和わ音おんとともに、倒れて行くステラの脳のう裏りに、悪魔としか思えない不気味な哄こう笑しようが響く。たくさんの悪魔たちの愉悦の笑い声、そして死の葬送曲にも聞こえる不気味な歌声が──。

　ぐったり倒れたステラの側に、先ほどの男たちの禍まが々まがしい気配が近づく。

　自分の足首を荒あら縄なわで縛り、逆さに吊るそうとしている。それは感じ取れたものの、すっかり金かな縛しばりにあっているステラは、もう指一本たりとも動かすことができない。

「ノルグ、始し末まつする前に、魂を抜いてやれ。僕は、断だん末まつ魔まの悲鳴は好きじゃないんだ」

　ステラの耳に、聞き覚えのある憂ゆう鬱うつそうな青年の声がした。

「イザイアス、そちらの赤毛娘には手を出すな！　彼女の父親は、町の名士だ。いなくなれば面倒なことになる。──晩餐に使っていいのは、この黒髪娘だけだ。……一人で来るように言ったのに、いけない子だね、ステラ」

　ローラントそっくりの声が別の方向に向かって言い、ステラはひどく混乱した。

　──ローラント様がいるの？　悪魔みたいな気配と、会話している？　ど、どうして……？　ローラント様、あたし達食べられちゃいそうなんです、助けてください！

　しかし、ステラの叫びは、ローラントには届かない。

「──若の仰おおせとあれば、先に魂を引っ張りだすとしよう」

　何者かが、ステラの口に手をかけ、喉をそらせた。触しよく手しゆのようなものが体の中に入ってくる。それはステラのお腹のあたりから何かをひっつかみ、力任せに引っぱった。

　──あっ！　途端に意識の奥で、ぱちん、と糸が切れるような衝撃があった。

　気がつけばステラは、自分の肉体を外からぼーっと眺めていた。

　まるで幽霊のように、半透明の姿で。

　哀あわれなステラの肉体は、天井から吊るされている。髪も逆さま。腕もさかさま。そして頭の下には、空の桶が用意されている。血まで飲むつもりらしい。

「──では、首を落とすとしようかのぅ！」

　悪魔はヒヒヒと笑いながら、ぎざぎざしたノコギリ状の刃物を振りかざす。肉体から離れたステラは、さっきまでは見えなかった悪魔の姿をはっきりと見ることができた。

　背中が大きく曲がってツノのように骨の突き出た小男が刃物を振りかざし、もう一匹、四本腕の骸がい骨こつ男が、ニタニタ笑いながらラリサの傍らで愉しげに踊っている。

　邪悪な闇色の瞳を持った彼らは確実に悪魔だった。

　なぜって、瞳があまりにも邪悪だったから。

　ステラは最後の救いを求め、ローラントの声がした方を振り返る。

　肩に上着を羽は織おった若君は、壁にもたれて悪魔たちの作業を見守っていた。朝焼けのような紫の瞳の青年は、ステラに「一目惚れした」と告白したローラントに間違いない。

　──助けてください、ローラント様！　やめさせて……！　ステラがいくら叫んでも、彼は瞬まばたき一つしない。凍こおりつくような無表情で、死にゆくステラの肉体を見ている。

　もしかして……初めから、これが狙いだったの？

　ステラは、悪魔の生いけ贄にえにするために採用されたメイドだった？　──そうよ。だから、お風呂にも入らせたんだわ。愛してるとか、一目惚れしたとか、噓を重ねて、あたしの警戒心を解とこうとして……。本当は、殺して食べるつもりだったのだ。

　──ひどいわ。

　男はいつも、女性を騙して食べようとしている。そう分かってたつもりだったけど、まだまだ甘かった……世の中には、ローラントのように手の込んだ噓を言う男もいたのだ。

「──残ざん酷こくなる死と裏切りの王、黒の公爵閣下に栄えあれ……！」

　悪魔が叫び、振り上げたノコギリみたいな刃がステラの白い喉に吸い込まれていく。

　思わずステラは己の体から目をそらした。

「──げびゃああっ！」

　悲鳴を上げたのは、ステラではなかった。ロザリオを模った小刀を投げつけられた悪魔が、手にしていた武器を落として喚わめいたのだ。

「いったいこの館には何匹の悪魔がいるんだ？　予定外労働もいいところだ」

　若い男の声に、ステラは戸口を振り返る。だがそれよりも早く、飛び込んできた青年は部屋を横切り、のこぎりを振り上げた悪魔に剣を突き立てた。

「──ぎやああぁぁ！」

　悪魔は焼けつくような悲鳴を上げた。ステラは息を吞み、輝く夏空を瞳に閉じ込めたような青い瞳の青年騎士の背中を、呆然と見つめた。

　──アスレイド？　どうして……ここに？

　ピオ神父と都に帰ったはずなのに。あたしの見間違い？　──ううん。あの銀髪は間違いないわ。

「答えろ。黒の公爵閣下とは何者だ？　階下にも無数の悪魔がいた。トゥランジャーの悪魔姫の姿まであった。人間の館で群むれをなし、貴様らは何を目もく論ろんでいる？」

　凍るように冷たい声音で、アスレイドは悪魔に問う。逆さ吊りのステラのポケットから落ちて散らばったトウガラシが、聖騎士の靴の下で粉々に砕ける。

「──人間などに、だ……れが答えるものか……っ！　公爵閣下に誉ほまれあれ！」

　悪魔は最後の力を振り絞って、アスレイドの首をかき切ろうとした。悪魔のかぎ爪づめが聖騎士の頰をかすめ、血の線ができる。

「神の名のもと、しばし眠れ」

　アスレイドが呟く。絶命させないように力を加減していた剣が完全に悪魔の背を貫つらぬくと、耳を塞ふさぎたくなるような絶ぜつ叫きようが部屋に響いた。
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「──おお、イザイアス……おのれぇ！」

　昏こん睡すいするラリサの影に隠れ、仲間が消しよう滅めつさせられるのを見ていた骸がい骨こつ悪魔は、友の仇あだを取ろうとノコギリを拾い上げ、アスレイドに襲おそいかかる。

　アスレイドは、ふっと横を向いた。ひそやかに壁かべに溶け込んでいたもう一つの影が動いたからだ。状況を見守っていたローラントが、上着の袖そでを翻ひるがえして逃げて行く。

　アスレイドは追いたそうだったが、襲ってくる悪魔を無視することはできないのだろう。代わりにステラが廊下に飛び出し、ローラントの服にしがみついて止めようとしたが、幽ゆう霊れいのように半はん透とう明めいな指では何もつかめない。

「ぎぃやあああぉぉ！」

　ローラントを止めるのを諦あきらめたステラが部屋に戻ると、骸骨悪魔が黒い煙けむりのようなものになって霧む散さんするところだった。

　悪魔を掃そう討とうし終えたアスレイドは剣を鞘さやに戻し、部屋の様子を一いち瞥べつする。

　ステラは、必死に銀色の騎士を手招きした。

　──あっちよ！　ローラント様はあっちに逃げたわ！　早く捕まえて、あたしを殺した恨うらみを晴はらして……!!

　ところが騎士はステラの手招きを完全に無視し、つかつかと逆さかさに吊つるされている彼女の肉体へと近づいていく。

　──きゃあっ！　ちょっとこの狼男、あたしに何する気!?

　ステラは自分の体の前に両手を上げて立ちふさがった。

　アスレイドはステラをすり抜け、ロープを切って彼女の体を床に下ろす。逆さ吊りにあっていた顔色はまっ白だった。

「おい。……無ぶ事じか」

　アスレイドは深しん刻こくな顔で、明らかに無事ではない少女の頰ほおをはたく。

　──無事なわけないでしょ？　どう見たって死んでるじゃない！

　返事をしたステラは、ジワリと目に浮かんできた涙をぬぐう。こんな死に方をするなんて嫌いやよ……。せっかく新しい職場と友達を見つけて、第二の人生を歩み始めたのに！

　何とかしたくて、ステラは自分の体に重なってみる。けれど、手足は動かない。

「冷たい……。かなり危ないな」

　首に触れて呼吸を確かめたアスレイドは苦く呟つぶやくと、少女の体を腕に抱き上げる。

　──きゃああ！　やめなさいよ、あたしの体をどこに持って行くの!?

　ステラは、無む駄だと知りつつも青年の背を蹴けとばしたり、足にしがみついたりした。アスレイドは暖だん炉ろの前までステラを運ぶと、自分の上着を脱ぬいでその上に少女を寝かせる。埃ほこりだらけの古い薪まきに火をつけ、意識のないステラの上半身を胸に抱きしめた。

　──やめて、食べないで……っ！

　ステラは、無む防ぼう備びな自分の体を守るように縋すがりついた。その勢いに煽あおられ、暖炉についたばかりの小さな炎が消えてしまう。アスレイドはち、と舌した打うちし、再び火をつける。

　──きっとこの炎で、あたしをあぶり焼きにしようっていうのね!?

　ステラは必死に火を消そうとした。不思議なもので、ステラが必死にあおぐと、炎も揺らめく。なかなか燃え上がらない炎にアスレイドはいらいらし、冷えたステラの肉体を炎に当てようと、さらに腕の中に引き寄せて暖炉ににじり寄る。

　──来ないでよ、このけだものっ！　たとえ死んだあとの抜ぬけ殻がらだって、あたしの体は誰にも食べさせないんだからね……っ！

　ステラが火傷することもいとわず果か敢かんに火を踏みにじると、燃え上がりそうだった炎は、ぱたりと消えた。

「くそ、しけっているのか？　なぜ燃えないんだ。──このままでは死んでしまうぞ」

　悔くやしげなアスレイドの声に、ステラが勝利感に浸ったのも一瞬のこと。

「神よ、ご加か護ごを──」

　アスレイドは悩なやましげに呟くと、ステラの制服の襟えりに手をかける。

　するりと、胸元のリボンをほどいた。

　──なっ、なに脱がせてるのよ……。とうとう本性を現したわね！　あたしを裸に剝いたら、狼に変身してそのまま貪むさぼり食うつもりね……！

　ステラは狼男の銀髪を引っ張り、肩にがっちり嚙かみつき、体を守ろうと儚はかなく抗あらがった。

　アスレイドは指に絡まるリボンに苦戦しながら、ステラの胸元のボタンを外して行く。

「くそ。どうしてオレがこんなことをしなくてはならないんだ……！」

　小さなボタンにいらいらした口調で、狼男が言う。やがて、ステラの鎖さ骨こつの下の白い肌があらわになった。ステラが自分の黒髪をかきむしって絶叫しようとした瞬間、廊下からキイキィと甲かん高だかい音が響いた。

　室内に、サッと一匹のコウモリが飛び込んでくる。真っ赤な瞳のコウモリが部屋を一周するのを目で追っていたステラは、背後で誰かが忍び笑いを漏もらすのを聞いた。

「おや。若君お待ちかねの高貴な客人がいらっしゃったと聞いて、ようやく私の出番かと来てみれば……。その制服は、法王庁の聖堂騎士の方ではありませんか？　こんな深夜に、当家のメイドと逢あい引びき中ですか？　いけませんね」

　ステラとアスレイドは同時に振り返った。

　戸口でにこやかに微笑ほほえむのは、柔やわらかな金髪に長い僧そう衣いを纏まとい、銀のロザリオを首にかけた神父風の若者だった。明るい緑色の瞳をしたこの若者が、墓地でメイドの自じ縛ばく霊れいがどうのと言っていた、なりきり神父だとステラはすぐに気付いた。

　──助けてください神父様！　あたし、この狼男に食べられそうなんです……!!

　ステラは神父様に縋りついた。神父はふいとステラの方に顔を向け、驚いたように瞳をしばたたく。

「先ほど逃げて行ったメイドさんですか？　ではあの時は、まだ生きて……？」

　自分の声を聞いてもらえたステラは、感かん無む量りようで頷いた。

　──はい！　でもそれより、あの狼男を何とかして下さい……！

「誤ご解かいだ、神父殿。この娘は悪魔に襲われて死にかけている。この状況の何もかもが、オレにとって非常に不本意だが、今はそれどころではない。何とか助けられないか？」

　アスレイドは誠せい実じつそうな顔で首を振り、こと切れたステラを神父に見せる。

「確かに、死にかけていますね。──大丈夫ですよ。魂たましいが抜けているだけですから、紐ひもを結んで差し上げれば蘇そ生せいします」

　──えっ！　あたし、まだ助かるの？　ああ神父様、本当に助けてくださるのなら、何でもします！　一生あなた様について行きますから、どうか助けてください……！

「ふふ。気軽にそのような約束をすると、あとで後こう悔かいしますよ？」

　神父は軽やかな足取りで、意識を失ったステラの側に近づく。

「──待て」

　うら若い神父がステラの肩に触れようとした瞬間。

　アスレイドは唐とう突とつに剣を抜き放った。銀の睫まつげに縁ふちどられた青い瞳が不ふ審しん人じん物ぶつを見るように若い神父を凝ぎよう視しし、切っ先は正確に神父の喉のど元もとで輝いている。

「貴き様さまは本当に、神父か？」

「……ふふふ」

「答えろ」

　金髪の神父は、降こう参さんと言わんばかりに手をあげた。

「私はレニエール地区の聖職者でガブリエル・ヴァルシュトと申します。この屋敷の主人ローラント・デュレスには悪魔崇すう拝はいの嫌けん疑ぎがかかっており──まあこれは私の仕事ではないので省はぶきますが、彼が隠し持っている悪魔皿を接収すべく、ある高貴な方の密命を受けて派は遣けんされて参りました」

　神父は、少し癖くせのある金髪を揺らして優ゆう雅がに一礼する。大おお仰ぎように腕を胸に当てる仕し草ぐさは、時代がかっていて華やかだった。

　神父はアスレイドに挨あい拶さつした後、続けてステラにも一礼する。

　──あたし、ステラ・エクセルシスっていいます。よろしくお願いします！

　ステラも深々と頭を下げて返した。ところがアスレイドは、まだ剣を持つ手を緩ゆるめず、神父を睨にらんでいる。

「お前の話は胡う散さん臭くさいところだらけだ。──見た目は、どこから見ても神父だ。うまく化けている。だがお前はまだ出しゆつ家けもしていない部外者だろう」

　騎士の言葉に、ステラは驚いて神父様を見つめた。

「おや、ばれましたか？」

「当たり前だろう。姓せいを持つ神父などいるものか」

　そこでステラもようやく気付いた。──生まれた家を捨てて神に仕つかえることを、俗ぞくに出家と言う。つまり、名みよう字じを持っている彼は出家などしていないのだ。

「その通りです。あなたも本物のようですね。失礼ながら、こちらも試させて頂きました。聖堂騎士といえば、法王貎げい下かか枢すう機き卿きようの身辺警護が専門。王都の大聖堂ならともかく、このような場所で、女性と禁じられた遊びをしているはずがありませんから」

　笑みを崩くずさず答えるニセ神父に、アスレイドは苦々しげな顔をした。

「オレはアスレイドだ。ウィッセルーデ地区を統とう括かつする枢機卿の警護を担当している。耄もう碌ろくしてきた上司の命令で、このメイドの所持品を確認するためにやってきた」

　──枢機卿の警護、ですって？　ピオ神父は神父様でしょ！

　狼騎士が噓をついたことに気付き、ステラはすかさずガブリエルに真実を暴露した。

　──おまけに、あたしの所持品を確認しにきたなんて！　これも噓でしょ！　あたし、神父様が興味を持つような高価な物なんて持ってないもの。本当はあなた、橋であたしのカラダに触った時、美お味いしそうだなって思って食い殺しに来たんでしょう!?

　ガブリエルは黙って双そう方ほうの言い分を聞いていたが、とりあえずアスレイドに話を合わせることにしたらしい。

「なるほど、よくわかりました。──本当のことを申しますと、私は三年前に神に仕えることを誓った修道士で、ご指し摘てきの通り、まだ神父ではありません。ところが先日、ある高貴なお方に『新しん米まい神父を名乗ってデュレス家の礼拝堂に入り込み、悪魔皿を集めてこい』と命じられてしまったのです。──ステラさん。私の身分詐さ称しようがお屋敷の皆さんにバレると追い出されてしまうので、内緒にしておいてくださいね？」

　ニセ神父は、唇の前で人差し指を立ててみせる。ステラは素す直なおに、はいと頷うなずいた。

　ステラから見れば、神父も修道士も同じ聖職者だ。

　聖職者の叙じよ階かいは、上から法王、枢機卿、大司教、司教、神父、聖堂騎士。

　その下の〝聖職者の卵〟ともいうべき存在が、修道士・修道女だ。

　若者が聖職者になることを夢見たとしても、その道は長く険しく、理想通りの出家暮らしができるとは限らない。そこで、まずは修道士として教会に住み込み、掃除や薪割りといった奉ほう仕し活動を行いながら、神学や聖句の勉強をするのだ。

「これほど大量の悪魔皿があると分かっていながら、お前の主人は、半人前の修道士を派遣したというのか？　信じられんな」

「ローラント・デュレスは、五十人以上を殺した一級の悪魔崇拝者です。彼の目を欺あざむいて邸内に潜せん入にゆうするには、たいした能力もない新米を装う必要があったのですよ。それでいて、いざという時には大悪魔にも対たい処しよできる魔力が要求され……私が選ばれました」

「封魔には自信があるというわけか？」

　アスレイドは剣だけは鞘に納めたものの、まだ胡散臭そうな眼まな差ざしをしている。

「ええ。若く見られるので侮あなどられがちですが、悪魔祓ばらいにかけては、法王庁でも随ずい一いちだと買って頂いております。これを機に正式に神父に昇格しては、とも誘われましたがお断りしました。……休きゆう暇かのたびに実家に戻って姉に甘えるのが、私の生きがいなのですよ」

　出世になど興味がない、と言わんばかりに微笑み、修道士は懐ふところから書状を取り出す。

「緊急時以外使うなと釘くぎを刺されているのですが、疑り深い騎士殿にはお見せしましょう」

　アスレイドが渡された書状を、ステラも後ろから覗のぞいてみた。ステラには読めない謎なぞの文字が並んでいる。素早く目を走らせたアスレイドは、最後の署しよ名めい欄らんを見て、目を見開いた。丁てい寧ねいに羊よう皮ひ紙しを丸めると、ガブリエルに返す。

「……分かった。信じよう」

「ありがとうございます。では仕事に取り掛かりましょうか。そろそろこの、可哀想なメイドさんが天に召されてしまいそうです」

　ステラはハッとした。自分の手を見下ろしてみると、もううっすらした輪りん郭かくしか残っていない。

「ステラさん、後ろを向いていただけますか？」

　疑問を挟はさむ時間も惜おしく、ステラは素直に背を向ける。ニセ神父は珍しい聖歌を歌いながら、ステラから尻尾しつぽのように出ていた紐を手に取る。今度は彼女の肉体をうつぶせにすると、肩けん甲こう骨こつの間に手を伸ばし、心臓の裏辺りから白っぽい銀色に輝く紐を引っぱり出した。

　二つを結び合わせ、綺麗なちょうちょ結びを作る。

　紐がしっかりと結ばれた瞬間、ステラの意識がふっと薄れた。







「──一枚。二枚。三枚……」

　皿を重ねる音が部屋に響き、若い男の声が、ゆっくり皿の数をかぞえていく。

「四枚。五枚。六枚。七枚。八枚……九枚」

　声は突然、悲しげなため息をついた。

「ああ、三枚足りない……」

　その悲ひ痛つうな声を聞きながら、ステラはパチパチと薪の爆はぜる暖炉の側で目を覚ました。炎の熱だけでなく、体にはアスレイドの上着が掛けられているため、指先まで温かい。

　……温かいですって？　なに気持ち悪いこと言ってるのよ、あたし！　危うくこの上着の主に食べられるところだったのよ!?

　ステラはそれをひっつかむと、丸めて暖炉の中に投げ込みかけ──腕を下ろした。

　悔くやしいけれど、この上着に罪はない。それに、彼には助けてもらったのよ。二度も。

　分かってるけど、狼男なんかに助けられたと思うと……やっぱり腹が立つ！

　ステラは上着をくしゃくしゃに丸め、床に叩たたきつけた。

「──なぜ三枚なんだ？　大悪魔の皿は、全部で十三枚だろう？」

「本来はね。ですがローラントは『黒の裏切り公こう爵しやく』と契けい約やくを交わすため、自らそれを割っています。ですから、残った大貴族の大皿は十二枚なのですよ」

「悪魔が言っていた黒の公爵閣かつ下かとはそいつのことか。トゥーランジャーの大悪魔がすでに世に解き放たれていたとはな……。──おいメイド、オレの上着をどうするつもりだ」

　上着にうっぷんを晴らしていたのがバレたらしい。アスレイドがステラに鋭い眼差しを向けた。

「よっよくも……あたしの服を脱がそうとしたわね、この狼男！　もしも修道士様がいらっしゃらなかったら、あのまま美味しく食べるつもりだったんでしょう!?」

　ステラは上着をギリギリと揉もみしだきながら答えた。ポロリと、どこからともなくトウガラシが一本、転がり落ちる。

「またその妄もう想そうか。いい加か減げんにしろ。オレは生なま半はん可かな気持ちで出家したわけじゃない。肉も酒も断たって久しい。言うまでもなく、女にも興味はない」

「でもあたしはこの目で見たんだからっ！」

　ステラは無む性しように悔しくなり、さらに上着をくしゃくしゃにして嚙みついた。アスレイドが立ちあがる。

「やめろ。……躾がなってない獣なのはどっちだ？」

　呆あきれた口調で言うと、騎士はステラの手から上着を取り返す。代わりに、山盛りのトウガラシをステラの膝ひざの上に落とした。

「お前の落とし物だろう。ポケットに詰めておけ」

　それは逆さ吊りになった時に床にばらまかれたものだった。室内にはもう一本も落ちていない。わざわざ集めてくれた……の？

「あ……。……あ……り、……と」

　ステラは九割がた声になっていない囁ささやき声で、礼を言った。ポケットにいそいそと小さな赤い魔除けを詰め込む。

　これがポッケに入ってるってだけで、何て心強いの。

　ステラの感謝の言葉を聞いていたのかいないのか、銀髪の騎士は上着がどこも破れていないことを確かめ、安あん堵どしたように袖を通した。

「あのトウガラシは何だろうと思っていたのですが、ステラさんの宝物だったのですか？」

「なんでも、魔物除けに効くらしい。粗そ末まつにすると、祟たたりがあるそうだ」

「トウガラシが魔除け……？　初耳ですね。ニンニクなら、私も大嫌いですが」

「あの娘は、いろいろ思い込みが激しいんだ。なぜかオレを狼男と信じているしな」

「ふふふ。では先ほどトウガラシを投げつけられた私は、ヴァンパイアにでも見えたのかもしれませんね」

「お前もやられたのか？　……まったく……。いくら否定しても、あのトウガラシ女は聞く耳を持たない。時間の無駄だから、もう放っておくといい」

　アスレイドが、修道士様にステラの悪口を吹き込んでいる。ステラは狼男を睨んだ。

「失礼なこと言わないで！　あたしにだって、修道士様が立派な聖職者だってことくらいわかるんだからっ。あれは吸血鬼扱いしたんじゃなくて、幽霊に向かって投げたの！　──それよりラリサは？」

　食器部屋に広がっていた無数の皿はほとんど箱詰めにされ、隅すみに片付けられていた。爆ばく睡すいしていたラリサの姿もどこにもない。

「部屋にお送りしました。彼女は、お皿を一枚も割っていないとおっしゃったので。ステラさん。こちらまで来ていただけますか？　大切なお話があるのです」

　修道士に手招きされ、ステラは側に近づいた。

　胸元で赤いリボンが揺れる。ステラはそこで初めてアスレイドに解かれた胸元のリボンやブラウスのボタンが、何事もなかったかのように留とめ直されているのに気付いた。

　リボンに指をからませていたアスレイドが、こんなに綺麗に結び直すことは不可能だろうから、たぶん修道士だろう。

「あの、さっきは命を助けて頂いてありがとうございました。……それから……リボンも」

　恥はずかしさを隠すため、ステラは深く頭を下げる。修道士はくすりと笑った。

「構いませんよ。──後でちゃんと、約束のお礼は頂きますから」

　え？　こういうとき聖職者の方って、「神に仕える者にとって人助けは当然のこと。お礼などいりませんよ。ほっほっ」って言うのが普通じゃないの？

　目を丸くするステラに、修道士は軽く片目を瞑つむってみせる。

「ちなみに私は半俗半聖の聖職者の卵で、将来的にも出家の予定はありませんから。感謝の手作り菓子も、恋文もいつでも歓迎します」

「……あの？」

　修道士の言葉が、ステラにはよく分からなかった。

「ふふ。それよりステラさん、本題に入りましょう。私は、自縛霊に説教するのも大好きですが、生きた人間に説教をするのも大好きです。まずは、ここに正座なさい」

　華やかな中にどこか人の悪い笑みを浮かべ、ガブリエルは自分の足元を指さす。

　そこには、皿があった。

　ガチョウの丸焼きにぴったりの大皿の山と、その隣に続く、割れた皿の破片が。

　……そういえばさっき、三枚足りない、って言ってたわよね。

　……そういえばあたし、悪魔に襲われた時、腕に何枚か大皿を抱えていたような気がするわ。倒れた衝撃で落としちゃったけど──。

　そこまで考えたステラは、状況を理解した。皿を割った説教が始まるのだ。

　ステラは悲しげな表情で、修道士の足元にきちんと正座した。

「最初にお教えしましょう。あなたが割った皿はローラント所しよ有ゆうの皿ではありません。古くから法王庁が守護してきたいわくつきの絵皿〝トゥーランジャーの悪魔皿〟でした」

「え。法王庁のお皿だったんですか……？　そんなものがどうしてここに？」

「盗まれたんだ、数十年前に。以後、代々の枢機卿が血ち眼まなこになって捜そう索さくしてきたが、七十二枚のトゥーランジャーの悪魔皿のうち、中皿や小皿は現れても、決して大皿は見つからず、法王貎下もひどく懸け念ねんされていた」

　修道士の隣で、腕を組んで立っていたアスレイドが補足した。

　──あの不気味な絵皿、法王様のお皿だったの！

「ここに皿の残ざん骸がいがあります。大皿が三枚と、中皿が一枚、小皿が四枚分です」

　ガブリエルはわざわざ欠片かけらを集めてきて、絵皿を元の形に組み合わせたらしい。皿の破片は全て裏を向けられており、真っ白だった。

「これらの皿を割ったのは、あなたですね？」

「はい……、お許しください。あたし普段は、お皿なんか絶対に割ったりしないんですけど、あの時は意識も薄れていて──本当にすみませんでした！　お金でどうにかなることじゃないかもしれないけど、お給金で弁償しますから──」

「いいえ。体で払って頂きましょう」

　修道士が、不吉な微笑みを浮かべて言った。

「体!?　ま、まさか、この狼男の餌えさになれって言うんじゃ……!?」

　ステラは身を守るように両腕を体に巻きつけた。

「そんなもの、いらん」

　狼騎士は即答した。修道士はステラの前に優雅に片膝をつき、真剣な表情で言う。

「ステラさんにして頂きたいのは、もっと別のことです。──皿から逃げた悪魔たちを、捕まえて欲しいのです」

「皿から、逃げた……悪魔？」

「いいか、貴様はな、悪魔を封じてあった皿を叩き割り、中に閉じ込められていた凶きよう暴ぼうな悪魔どもを解き放ってしまったんだ。……見ろ」

　アスレイドは、大きめの破片をつまみあげ、ステラの目前でひっくり返す。

　──どちらも、真っ白だった。

　裏も、表も。……裏返しに置いてあるから白いのだと、ステラは思っていた。でもそうじゃない、最初から表を向けて置いてあったのだ。それでも、絵皿は真っ白──。

「あ、悪魔が、逃げちゃった──……？　でも若様は、妖精の絵皿だって……」

　ステラは、他の欠片もひっくり返してみた。大きな欠片も、まん中辺りの欠片も。でもそれらは全てまっ白だった。不細工な妖精が、さっきまで確かにいたのに。時々動いたり、ステラを見てニヤニヤ笑ったりしていたのに。

「ここにいたのは、ちょっとした妖精などというちっぽけなものではない。過去に大陸中を戦いくさに巻き込み、死病をはびこらせ、いくつもの国を焦しよう土どに変えてきた悪魔界の貴公子達だぞ」

「う、そ──」

　お皿に、悪魔を閉じ込めていた？　しかもただの悪魔じゃなく、悪魔界の貴公子……？

「ステラさん、ご覧ください、この封ふう印いん紋もんを」

　頭を殴なぐられたように呆ぼう然ぜんとするステラに、修道士が脇わきに積んであった皿を見せる。ガブリエルの繊せん細さいそうな指先は、皿の縁取り模も様ようを示していた。

「ここに迷路のような模様があるでしょう？　これがトゥーランジャーの封印紋で、そこらの神父が悪魔祓いをする時に使う低級紋章とは桁けたが違います。永久不変の封印力を持ち、どんな強い悪魔だろうと閉じ込めることができるのです……が。祓エク魔ソシ師ストの方も死ぬほど体力を消しよう耗もうしますので、世界にはびこる十四万七千匹の悪魔達の中でも、どうしようもなく極悪非ひ道どうな七十二匹の貴族悪魔にしか使いません。この紋章に封じられた七十二匹を〝トゥーランジャーの悪魔〟と我々は呼んでいます」

「あたしが割ったのって、そのトゥーランジャーの貴族悪魔だったんですか……？」

　天使の名を持つニセ神父は「はい」と頷き、皿の残骸に視線を落とす。
















「ご覧の通り、大貴族が三匹、中貴族が一匹、小貴族と小悪魔を合わせて四匹です。割れた皿からは封印紋も消えてしまう上、この部屋には並の小皿がたくさんありますから。小皿四枚のうちの何枚かは、おそらく十四万七千匹級の小悪魔でしょう」

　それは大した慰なぐさめにはならなかった。だって残りは、確実に貴族悪魔なのだから。

「いい加減に理解したか、トウガラシ娘？　お前は、過去に何百もの聖職者が戦いを挑いどみ、歴代の法王達が命をかけて封印してきた残ざん虐ぎやく非道な悪魔貴族どもを、世に解き放ってしまった。──最悪、夜明けを見る前に、世界は滅ほろびる」

「──！」

　ステラは、こぼれ落ちそうなほど瞳を見開いた。倒れるように床に突つっ伏ぷし、目の前を絶望感がよぎるのに任せる。

　……あたしのせいで、世界が滅びる……？　夜が明けるよりも早く？　──そんな。噓でしょ？　ねえ誰か、噓だって言って……。

「寝るな。時間がないんだ、とっとと働け」

　ステラは「絶対無理」と言わんばかりのうつろな視線をアスレイドに向けた。

　だって、悪魔祓いどころか、聖句のひとつも暗あん唱しようできないないあたしに、どうやったら悪魔が捕まえられるっていうの？　悪魔の姿を見ることさえできないのに？

「──わかったわ、あたしに生いけ贄にえになって、悪魔をおびき寄せろっていうのね！」

　唐とう突とつに閃ひらめいたステラは、涙の滲にじむ瞳で狼男を睨みつけた。

「なんて残ざん酷こくな人……！　でも仕方ないわ、悪魔を放っておいたら、世界が滅びてあたしも死ぬんだもの。だけど……神父様。生贄になる前に、どうか一つだけ教えて下さい」

「何ですか？」

「悪魔に食べられても、あたしは天国へ行けますか？　……お母さんに会いたいんです」

　涙目のステラを見、修道士は胸を打たれたように嘆息した。純真な少女の目から溢あふれそうな涙を、そっと指でぬぐう。

「大丈夫ですよ。天国へ行けるかどうかは、生前の行いによります。生きながら悪魔にはらわたを食い千ち切ぎられようが、寄ってたかって八やつ裂ざきにされようが、あなたの心が清らかであれば、必ず天国に行けますから」

「ああ……あたしそんな死に方をするんですね！」

　ステラは怖くなって、胸元のリボンをきゅっと握りしめた。震える手を、修道士の温かい手がそっと優しく包み込む。

「恐れてはなりません。か弱き人の子は、いずれ皆死にます。その時に怯おびえて耳を塞ふさぎ、目を瞑って世界に背を向けるより、与えられた時を精一杯に駆け抜けるのです。もしもあなたが哀れな自縛霊になってしまっても、成じよう仏ぶつできるまで私が相そう談だんに乗りますから──」

「まあ！　神父様は、世界が滅びてもお一人で生き残るご予定ですか？」

「もちろんです」

　頭上に光輪が見えそうなほど自信に満ちて微笑むガブリエルに、ステラは目を丸くした。

「──おいニセ神父。愚ぐ昧まいな庶民をからかって遊ぶのはそのくらいにしておけ。ステラ、お前がやるべきことは、悪魔の名を思い出すことだ。生贄などになる必要はない」

　すっかり悲劇に浸っていたステラは、名を呼ばれてびっくりして騎士を見上げた。

　──この人、あたしの名前、覚えてたの？

「というか、お前など生贄にしても、大したものは寄ってこない」

　ちょっとそれどういう意味？　あたしがマズそうだって言いたいの！

「皿にはまじないが付いている。割った瞬間、頭の中に悪魔どもの名が聞こえたはずだ」

　アスレイドは断定する口調で言い、鋭い眼差しでステラを見た。

　そういえば……お皿が割れたとき、いくつもの笑い声や、不気味な歌声みたいなのが聞こえたけど──。あれって、悪魔の名前だったの？

「悪魔にとって、名は命に等しい。皿に封じられていた悪魔は自由になったとはいっても、まだ首輪がついている。そして、その首輪を握っているのはお前だ。お前が名を呼んで『封印する』と宣言したなら、いかなる大悪魔であろうと逃のがれられない。悪魔が本当に自由になれるのは、お前が死んだ時か、願いを叶かなえるのと引き換かえに、名を返した時だ」

　説明を終えたアスレイドは、ニセ神父を振り返る。

「封印用の予備皿はどこだ？　用意してあるんだろう」

「礼拝堂にありますよ。──ステラさん、私は予備の皿を持って参りますから、部屋を片付けておいて下さい。戻ってきたら、悪魔召しよう喚かんのやり方を教えて差し上げます」

　笑顔で言い残すと、修道士は声をかける間もなく背を翻ひるがえす。

　狼男と二人きりで取り残されたことに気付いたステラは、慌あわててトウガラシを握りしめ、飛ぶようにしてアスレイドの側から離れた。







「お前に聞きたいことがある」

　修道士がいなくなるなり、アスレイドは青い瞳でステラをじっと見つめて言った。

「なっ、なな何よ……？」

　ステラは念のために扉の陰に隠れながら、顔だけ出して訊く。

「お前、トランクの中に、何かおかしな物を持っているだろう？」

「トウガラシ様はおかしくなんかないわ！　すごくよく効く、神聖な魔除けなんだからっ」

「違う。たとえば──一番ありそうなのは、手紙だな。あるいは日記帳か、古い書物」

　過去の事例を思い出すようにアスレイドは言った。そう言えばさっき、ピオ神父の伝言で何かを探しに来たとか言っていたけど。

「日記も本も持ってないわ！」

「持っているはずだ。噓をつくと、お前も悪魔崇拝の容疑でしょっぴくぞ」

「あ、あたしは清らかな神の僕しもべよ！　悪いことなんかしてない。ひどいこと言わないで！」

　傷ついたステラが目元を潤うるませると、狼騎士は失しつ言げんだったことに気付いたらしい。

　つい先ほど、生贄にされかけ恐怖のどん底に突き落とされた。その彼女に悪魔崇拝の容疑をかけるというのは、心の傷をえぐる行為に等しい。

「──悪かった。もういい、後で現物をあらためさせてもらう」

　これで話は終わりとばかりに、アスレイドはぎっしり皿の詰まった重そうな箱を、廊下に運び始める。悪魔召喚の時にうっかり割られたりしないためだろう。

　力仕事は狼男に任せ、ステラは部屋の中央に散らばった皿の残骸を片付けることにした。

　ふと思いついて、戸棚の引き出しを開けてみる。ラリサが隠いん蔽ぺいした皿のゆくえを確かめようと思ったのだ。片っ端から開けてみるが、破片はどこにも見当たらない。

　最後に、戸棚の下の引き戸を開けたステラは、そこに奇妙なものがあるのを見つけた。

「……あら？」

　一番奥の暗がりに、隠れるようにひっそりと、一枚の大きな皿が入っている。

　首をかしげながら、ステラは皿を取り上げた。そこには、周囲に幾き何か学がく的てきな線画が刻きざまれ、内側には青々とした桃園が描かれている。皿の中央には、小鳥のように鮮あざやかな瑠る璃り色の髪の美女が──。

「妖精の女王様！　あなた、どうしてこんなところにいるの？」

　ステラは心の底から驚いた。悪魔に襲われた時、割ってしまったと思っていたのに。

　修道士と狼騎士は、無事だった悪魔皿を全部箱詰めしている。なぜ、これだけ棚に返しておいたのだろう？

「そういえば、こんな綺麗な妖精さんのお皿はこれ一枚だけだったわ。他は悪魔ばっかり……てことはこれ、本物の妖精皿じゃない？」

　悪魔皿じゃないから、修道士様はここに返しておいたんだわ。きっとそうよ！

　ステラは嬉しくなって、桃の木の妖精をまじまじと眺めた。

　前見た時には親しげに微笑みかけてくれた皿の中の麗れい人じんは、何とも不満げな、恨うらめしそうな表情でステラを見ている。どうして？　と思った時、ステラは気付いた。

「あぁっ！　端が欠けちゃってる……！」

　地面を指さしていた妖精女王の左手首から先が、欠けた破片とともに失くなっていた。

「ごめんなさい！　痛かったわよね……だから怒っていたのね！　本当に本当にごめんなさい！　精一杯守ろうとしたんだけど、途中で意識がなくなってしまって……！」

　ステラは皿の前に膝をついて謝った。でも美女は、簡単には機嫌を直してくれない。

「……おい。そこで何をしている？」

　皿に向かって頭を下げるという奇き行こうを取るステラに気付き、アスレイドが低い声で問うた。若じやつ干かん引き攣った顔には、お前の頭は大丈夫か、と書いてある。

「見てのとおり、妖精さんに謝っているのよ！　──ね、これは悪魔のお皿じゃないんでしょ？　だったらあたしがもらってもいい？」

　でも、法王庁のものでないならローラントの所有物だから、やっぱりだめだろうか？　拗すねている妖精の皿を掲かかげて見せると、アスレイドは鋭く息を吞のんだ。

「何だ、それは……」

「だから妖精さんのお皿よ！」

「──あり得ない」

　アスレイドはかすれた声で呟き、運びかけていた箱を下ろして、ステラに近づいてきた。

「い、いきなりこっちに来ないでよ！　あ……あたしを食べたら、二度と大悪魔たちを呼び出せないんだからね!?　世界が滅びちゃうんだから……っ！」

　急に近づいてきたアスレイドにびっくりしたステラは、大声で喚わめいた。

「オレに近づかれたくないなら、そこに皿を置け」

　アスレイドが立ち止まって言ったので、ステラは妖精皿を床に置き、用心深くトウガラシで境界線を作った。狼騎士はステラの反対側から皿に近づき、欠けた絵皿を覗き込む。

「楽園のごとき花庭に、人間そっくりの後ろ姿……。いったいどういうことだ？」

　二人が目を離した隙すきに、桃園の美女は完全にこちらに背を向けていた。まるで、ステラ以外の人間には、顔など見せたくないと言わんばかりに。

「この人、とても綺麗な女性よ。悪魔じゃないわ！　あたし、さっき見たんだから」

「悪魔でないはずがないだろう。お前はもう忘れたのか、この封印紋を？」

　アスレイドは縁取りの線画を示し、ステラはあっと思った。

　桃園の美女を取り囲んでいるのは、貴族悪魔専用のトゥーランジャーの紋章だった。

「だがそれも妙な話だ。大悪魔の皿は全部で十三枚。一枚多い……」

「十四枚あっちゃいけないの？」

「いいはずがあるか。トゥーランジャーの十三の大悪魔は、創そう世せい記きに語られる、神に牙きばをむいた十三頭のけだものだぞ。それぞれ、特徴的な獣の形を体のどこかに持っている。十四匹目など、存在するはずがないんだ」

　青い瞳を細めて皿を睨むアスレイドを横目に、ステラは勝ち誇ほこったように言った。

「それならやっぱり、これは妖精さんのお皿だわ！」

「悪魔以外の者を皿に封じることはできない。馬鹿か、貴様は」

　軽けい蔑べつするような白い目でステラを見た騎士は、手て近ぢかにあった雑ぞう巾きんを大皿に巻きつける。

「どうするの？」

「欠けた皿は封印が緩む。素しろ人うとが持っていていいものではない」

　騎士は手近な木箱を開け始めた。この妖精の皿も、箱に厳封してしまうつもりなのだ。

「たかがお皿なのに……」

　ステラは恨めしげな声で呟いた。貧乏人のステラには猫を飼うような贅沢は一生無理でも、絵皿なら許されるかと思ったのに。

「──ではお前は、毎晩、悪魔に拷ごう問もんされる夢を見たいのか？」

　未み練れんがましく皿を見つめるステラに、アスレイドが言った。

「封印紋が欠ければ、悪魔は力を行こう使しし始めるぞ。魔力を使って、自ら転がり落ちて割れようとしたり、割ってくれそうな人間のもとへ転がっていったり」

　えっ！　じゃあもしかして、戸棚の奥に入っていたのも、自分で転がったの──？

「悪魔に魅み入いられた人間は、夜ごと悪夢を見るようになる。気弱な悪魔なら、『願いを叶えてやるから皿を割ってくれ』と囁く程度だが、恐ろしい悪魔ならば、『皿を割らねば、はらわたを引きずりだすぞ！』と脅おどす。そして実際にやってのける──夢の中で。悪魔の誘ゆう惑わくは非常にしつこく、悪くすれば気が触れる。高位のエクソシストにも、この状態の悪魔を祓うことはできない。なぜなら、悪魔は既すでに封印されているからだ」

　アスレイドは、「どうする、それでも欲しいか？」と言わんばかりにステラに皿を差し出す。ステラは美び貌ぼうの悪魔の皿を奪うと、騎士が開けた箱にぎゅっと押し込んだ。

　ぴたりと箱のふたを閉ざす。箱全体をアスレイドに押し付け、「お願いだから早く遠くに持って行って！」と訴えるような眼差しで見上げた。

　──ああ……。

　ステラの耳に、誰かのがっかりしたため息が聞こえた気がした。







「──手順は簡単です。一つ、悪魔の名を呼ぶ。二つ、出てきた悪魔の大きさを見て、適当な大きさの皿を胸の前に掲げる。三つ、封印を宣言する。これでお終しまいです」

　別館に戻ってきた修道士は、大、中、小の白皿をステラの足元に並べて言った。

　簡単すぎる説明に、ステラはかえって困こん惑わくした。──たったそれだけで、いいの？

「ただし。一つ、注意点があります。悪魔はね、人間と同じように恋をしたり、強い者に忠誠を誓ったり、同属性の者たちでつるんだりするのですよ。……仲良くするより、いがみ合っている方がずっと多いのですが。ステラさんがある悪魔を封印しようと召喚した時、その悪魔がデート中であれば一緒に恋人がやってきたりもします」

　──悪魔がデート中！　ステラは面めん食くらった。

「貴族悪魔ならば、臣下の悪魔が共に現れる可能性もあります。これらの悪魔はあなたに従う義理などありません。それどころか、憎にくい敵です。あなたが『封印する』と口にするより早く、抹まつ殺さつしようとするでしょう。本来、これらの危険から身を守るために守護の円えん陣じんを描くのですが、今夜は忙しいので省略します」

「ええ!?　省くんですか!?」

「魔法陣を描くには、染料や方位、身の潔けつ斎さいなど複雑な手順があり、どんなに急いでも三日はかかるのですよ。代わりに──ここに、要よう人じん警護を専門にしている騎士がいます」

　ニセ神父は笑顔で、不機嫌そうに事態を見守っている聖堂騎士を見た。

「乗りかかった船ですから、アスレイドも快こころよく協力してくれるに違いありません。何しろ、ことはトゥーランジャーの悪魔皿に関わるのですから」

「トゥーランジャーのお皿って、そんなに重大なものなんですか？」

「もちろん。民衆の平和を守るという大たい義ぎ名めい分ぶんもそうですが、もっと実利的な側面もあります。──貴族悪魔の皿を多数集めた枢機卿はね、次期法王の座が約束されるのですよ」

　意味深にガブリエルが言った瞬間、アスレイドは即座に彼を睨んだ。

「一般の信徒に、あっさり機密を漏らすな──そもそも、どうしてお前が知っている」

「ふふふ……我が主も、次期教皇の座を求めているからに決まっているではありませんか。私は、アスレイドがここにいるのも偶然ではないと思っています。タイミングが良すぎますから。あなたの主人も、デュレス家の噂うわさを知っていて、送り込んできたのでは？」

　ステラはあっけにとられてアスレイドを見た。狼騎士の主人といえば、ピオ神父だ。お優しくて、話が面おも白しろくて素敵な高齢の──神父様。

「あの、この狼男の主人って、ピオ神父様でしょう？　枢機卿じゃな──」

「だ、だからその上司だ！　応用を利かせろ！」

　疑問を口にしかけたステラを強引に遮さえぎり、アスレイドが言った。

「……わかったわ。ピオ神父様にご恩返しができるなら、あたしも気合を入れて頑がん張ばる！　修道士様、あたしが悪魔を封印し直せたら、そのお皿を狼男にあげてもいいですか？」

　ガブリエルが「どうぞ」と快く頷いてくれたので、ステラは途と端たんにやる気になった。

　──やるわ。あたし、ピオ神父様のために、貴族悪魔を捕まえてみせる……！

　ステラは大きく深呼吸し、皿が割れた瞬間に聞こえた声を思い出そうとした。

「…………………」

　よ、よく思い出すのよ！　最初に陶とう器きが割れる音がして、笑い声が聞こえたでしょ。それから、女性の歌声みたいなものがかぶさって──ええと……。

「──まさか貴様、何ひとつ思い出せないなどと、つまらん冗談は言わないだろうな？」

　まる一分も沈ちん黙もくを守っているステラに、アスレイドが脅すような声で問うた。

「い、いま考えてるんだから邪魔しないで！」

「間違っていても罰ばつはありませんから、気負わず何でも呼んでみてください」

　修道士の優しい声に勇気をもらい、ステラは思い浮かんだ音を口にしてみる。

「シージアム……」

「違うようですね」

「モ……モルファス？」

「次」

「パナストール？」

「次」

「サロメ？」

「次」

「ん…………アスレイド？」

「──真ま面じ目めにやっているのですか、ステラさん。そろそろ温おん厚こうな私もキレますよ？」

　ガブリエルは微笑んでいたが、その目め尻じりは若干つり上がっている。

「す、すごく真面目にやっています……でも、これしか思いつかないんです！」

「何か、衝撃的なきっかけが必要なのかもしれませんね。たとえばもう一回、死にかけてみるとか？　ふふふ。こんなこともあろうかと私は、あなたの命の紐をちょうちょ結びにしておいたのですよ……そう、簡単に解けるようにね」

　不吉な笑みで修道士が振り返ったので、ステラは全身の血の気が引いた。

　思わず修道士からそろりと一歩離れようとすると、突然手首をがっちりと捕まれた。

「貴様、逃げるつもりか？　いい根性をしているな」

　アスレイドだった。ステラの細い手首を捕え、強い怒りに煌きらめく瞳で睨んでいる。

「ここで逃げ出すなら、貴様はもう用済みだ。──分かるな？　用済みの娘が、狼男の目の前にいたらどうなるか？　食われたくないなら、死ぬ気で思い出せ！」

「あぁ神よデイオス……！」

　ステラは救いを求めて神の御み名なを口走った。アスレイドが「オレが呼べと言ったのは、神の名ではなく悪魔の名だ」と突っ込むのと同時に、なぜかその続きが脳裏に浮かんだ。

　──ディオギリウス。

　そうよ、こんな名前も聞こえたわ。

　薄れていく意識の中で最初に聞こえた名前。祈りの言葉にも聞こえたあれは、……ヴェ……ダ・ディオギリウス。

　──ヴェルゼス・ローダ・ディオギリウス。これだわ！

　ステラが声に出して呼ぼうとした瞬間、彼女の周囲を包む地面が火を噴ふいた。

　ハッと息を吞のんだアスレイドが、ステラを放して剣を抜く。そのわずかな隙をついて、青白い炎は一いつ層そう強く燃え上がり、天に火柱を作るほど凄すさまじい勢いになった。

「呼ぶ前に襲ってきたか──ガブリエル！　名が分からないならステラに封印はで──」

　アスレイドの声が、途中でふつりと消えてしまった。何が起きたのかと周囲を見回すステラの目前で、燃え上がっていた業ごう火かが、膝の高さまで静まる。

「アスレイド……どこに行ったの!?　修道士様、どちらですかー？」

　辺りは視界を奪うほどの煙がたゆたっており、誰も、何も見えない。

　煙の中心点から、そよ、と風が吹いた。

　何か、いる……それが微び風ふうを起こしている。……悪魔、よね？　封印しなきゃ……！

　ステラは足元の封印皿を拾う。どれを選ぶというより、一番近くにあった中皿を。

　──その瞬間、毛糸玉のような物が顔面に飛んできて、ステラのほっぺに激突した。

「ご主人様ぁ、どうかボクを封印しないでぇ！」

　毛玉が喚いた。ステラの手のひらに触れるその生き物の触感は、まるで子猫のようだ。毛むくじゃらで温かく、最高にふわふわ。でも、三角耳もなければ、尻尾もない。

　──何これ？　モグラ？　オコジョ？　分かった、たぬきね？

　想像しながらステラは手の中の生き物を見た。

　ステラにぶつかってきた小悪魔は、つぶらな瞳に丸々と太った桃色の──フグだった。
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　人間の片手と同じくらいの大きさをしたフグは、手て毬まりのように丸い体と、実に雄ゆう弁べんなおちょぼ口をしていた。

「ボクは色しき情じよう系けいの小悪魔で、見ての通り可愛いだけが取とり柄えの超小物ですぅ。見てください、この愛らしい唇に、キュートなハート形の尻尾！　乳ち房ぶさのふくらみそっくりで、思わず触りたくなるセクシーな丸い体！　どこをとっても自じ慢まんのカラダです！」

　動きののろいフグ悪魔は、えらと短い尻尾を振り、ステラの前で必死に自分の魅み力りよくを訴える。ステラが触ってみると、見た目以上にその毛け艶づやは素す晴ばらしかった。

　指が蕩とろけるほど滑なめらかな手触り。ふくよかなお腹回りの触感は特に、王室御ご用よう達たしのクッションでもこれほどではあるまいと思うほど、絶ぜつ妙みようの柔らかさと弾だん力りよくをしている。

「確かにちょっとハマりそうな手触りだけど、でも悪魔なんだから、ふう──」

「わああぁ！　ちょっと待って！　ボク、何にも悪いことしませんからぁ！　なんでもご主人様の言うことを聞くから、狭いお皿に閉じ込めるのだけは勘かん弁べんして下さい……！」

「だめよ。悪いことしないって言っても、あなたは悪魔なんだから──」

「うわああああぁぁん！　ボクだって……ボクだって、好きで悪魔になんか生まれたんじゃないのにい──！」

　金色の目をした小悪魔フグは、大粒の涙を流して泣き始めた。

「まだ生まれたばっかりで、何にも悪いことなんかしてないし、修行する時間さえもらえたらいつまでも悪魔でなんていないのにぃ……こんなのひどすぎるぅ！　うわあああん！」

　大粒の涙は、みるみる丸い顔を伝い、顔から滴したたり落ちる。悲しげに啜すすり泣きながら辺りを泳ぎ回るフグの姿に、ステラはだんだん可哀想になってきた。

　……悪魔といえども、生まれたての子供には罪がない。……た、たぶん。

「本当にあなた、まだ悪いことを一度もしてないの？」

「本当です！　見てのとーり、たいした力もない雑ざ魚こだし」

「それもそうね……でもさっき、あたしが呼ぶ前に出てこなかった？　どうして？」

「みんなでより集まって、ご主人様の頭上の異空間から様子を見てたんですぅ！　ほら、モルちゃんとかシーちゃんとか！　みんなで超ドキドキしながら、自分の名前が呼ばれたらどうしよう、ご主人様をこっちに引きずり込んで嬲なぶり殺してやろうか、って相談しながら！　で、ボクが最初に呼ばれそうになって──ボクらの世界では、人間の頭の中なんてぜぇんぶお見通しですから──、そしたらサロメのバカが後ろから突き飛ばしたんですぅ！　うえぇぇーん！」

　フグの悪魔は、ステラの小袖に縋って泣きじゃくる。その頭……というか首がないので全身を撫なぜてやりながら、ステラは内心呆れていた。

　なんだか、恐ろしい悪魔の話を聞いているっていうより、悪いた戯ずらざかりの子供のいじめ相談にのってる気がしてきたわ。

「──でもちょっと待って。サロメって言ったわよね？」

　ステラはその名前を呼んだ覚えがある。いるなら、なぜ出てこなかったの？

「真名は、もっともっと死ぬほど長い名前ですけどー。あいつ、すっごい根性悪の陰いん険けん女ですからぁ、人間にとり憑ついては弄もてあそんで自殺させて、首と名前を奪うんです！　飽きるとすぐポイ捨てしちゃうけど、それでも百個くらいは名前を持ってますから～」

　百も名前のある悪魔！　ステラは眩暈めまいを感じそうになった。そんなの、とてもじゃないけど思い出せる気がしない──。

「だいじょーぶですよ、ご主人様！　ご主人様が聞いた分だけでいいんですっ！　サロメが普段使ってる名前はせいぜい二十個くらいだから、頑張れば思い出せますよ！」

　フグ悪魔に慰なぐさめてもらったステラは、ふとステキなことを思いついた。この小悪魔は、他の悪魔の名前を知ってるんだわ。この子を味方につけたら、あたしが忘れちゃった悪魔の名前を聞き出せるかも……？

「あ。ご主人様いま、ボクを使い魔にしてもいいかなーって考え始めましたね？」

「そ、そんなこと、これっぽっちも考えてやしないわ！」

　心を読まれたステラは、反射的に首を振って否定した。

「フフ。噓ついても無駄ですよ！　人間の考えてることなんてスケスケですから～」

　小悪魔フグは偉えらそうに胸を張って、ステラの頭上をふよふよ泳ぎ回る。ステラは封印用の皿を小脇に挟むと、フグを両手で捕まえ、キラキラした瞳をじっと見つめた。

「……あなた、絶対に悪いことしないって、あたしと約束できる？」

「しますしますぅ！　ぜったいご主人様を傷つけたりしませんッ！」

　キリッと顔を引き締め、フグは誠実そうな顔で頷く。

「あたしだけじゃなくて、他の人間も！」

「約束しますぅ！」

　ステラは最後に、もう一度だけ自分に問いかける。

　──この小悪魔、本当に封印しなくていいの？

　そりゃ、できるなら封印したいけど。あたしは悪魔の名前も覚えてないし、怒った狼男に食べられる寸すん前ぜんで、藁わらをもつかみたい気持ちなのよ。生まれたての小悪魔がトゥーランジャーの貴族悪魔のはずがないから、封じたってピオ神父へのお礼にもならないし。

「いいわ、こうなったらあたしも覚かく悟ごを決める！　──ヴェルゼス・ローダ・ディオギリウス、あなたをあたしのペットに任にん命めいします！」

　フグは一瞬あっけにとられて口を開き、それから、体をひっくり返して爆ばく笑しようし始めた。

「アハハハハ！　ご主人様って、人からよく『まぬけ』とかよく言われたりしませんかあ？　ボクを『使い魔』にするんじゃなくて、『ペット』にするだなんて……！　すっごい喜き劇げき！　いや悲劇！　うわぁ、こんなに笑ったの久しぶりー！　二百年ぶりくらいかなぁ？」

「えっ……？　あなたさっき、生まれたての子供だって言ったでしょ？」

「はいー。悪魔にとってたった五百歳なんて、赤ちゃん同然ですぅ～」

　──ご、五百歳ですって……？　あたしの何十倍よ？

「ご主人様だって、ホントはもっとずーっと長く生きてるくせにぃ。ちょっと覚えてないだけでー。あそうそう。ご主人様は悪魔が見えない人ですけどぉ、ボクのことは見えますから。これからよろしくですー」

　桃色フグは、何を思ったのかステラの頭上に鎮ちん座ざした。

　ステラは早さつ速そく、小悪魔に騙だまされてとんでもないことをしてしまった気がしていた。

「ね、ねえ、ちょっと待って？　今の契約は取り消し……」

「いいんですかぁ？　悪魔との契約解消には、魂を差し出さなきゃいけないんですよぉ？」

「うそっ」

「プププご主人様、悪魔のことなーんにも知らないでしょ！　そんなマヌケな脳のうミソでよく契約なんかする気になりましたねえー。あ～こんなバカ、ひさびさに見たなぁ～」

　ステラの頭上で偉そうに含み笑いするフグは、封印しないでと泣きついてきた時のか弱い泣き顔など、もう思い出せないくらい人相が悪くなっていた。

「じゃ契約も済んだことだし、そろそろ結界解いて元の場所に戻りましょーかあ？」

　まるでこの場の支配権を握っているように、フグが言う。小悪魔がふっと息を吐くと、ステラの膝の高さで燃え続けていた炎が完全に鎮火し、辺りを包む闇がかき消えた。
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「ああ、ステラさん、無事でしたか！」

　視界が暗転し、何が起きたか分からないでいるステラの耳に、修道士の声が響いた。ステラが返事をするよりも早く、温かいものがぎゅっと肩を抱きしめる。

「えっ？　あ、あの……！」

「心配しましたよ！　突然、悪魔の結界に阻はばまれて──。どこも怪け我がはありませんか？」

　彼は修道士で、修行をつんだ聖職者だ。ちゃんと胸にロザリオもある。だから怖がる必要はないの！　ステラは自分に言い聞かせたものの、やっぱり動揺を抑えられなかった。

「あ、あの、結界って……な、何ですか？」

「悪魔が支配する小さな異空間のことです。ステラさんの姿が忽こつ然ぜんとかき消えてしまったため、早く追いかけなければと案じていたのですが──怪我は？」

「ありません。でも悪魔が出てくるときって、普通ああいう感じじゃないんですか？」

「よほどの力がなければ、結界など作ることはできません。──どうやらこの無む知ちなステラさんは、本物のようですね」

　修道士は妙なことを呟き、抱きしめていたステラをようやく自由にした。まるで、ニセモノかもしれないと警戒して、捕ほ獲かくしていたかのような口ぶりだったが、解放されてホッとするステラはそこまで気が回らなかった。

「ステラさんが自力で戻れたということは、うまく封印できたのですね？　皿を見せていただけますか」

　皿を小脇に抱えたままだったステラは、顔を引き攣らせた。まっ白な表面を隠すように胸にかき抱き、視線をさまよわせる。

「あ、あの……それが──、えーと、ちょっぴり意外な展開があって……」

「意外な展開？」

　心配そうに緑色の瞳を曇くもらせる修道士。ステラは小さな声で答えた。

「あたし……、か……飼うことにしたんです……」

「──飼う？　何をですか」

「だから小悪魔を。──だって、こんなに小さな子供だし、この子も修行して悪魔をやめたいって言うから……！」

　ステラは、肩の後ろにぴったりくっつくように隠れ、そっと片目だけのぞかせている桃色フグを捕まえた。両手のひらに乗せて、王様に捧ささげ物をするように修道士様に差し出す。

　フグ悪魔は、ステラの手から浮かび上がり、彼女の頭の周りをパタパタ泳ぎ始めた。

　愛らしい桃色のフグ悪魔を見たガブリエルは、瞳をカッと見開き天を仰いだ。

「おお、神よ……！　何ということを！」

「すでに、騙された気はしてるんです！　あたし、次の悪魔の名前も思い出さなきゃいけないけど全然思い出せそうになくて、一人じゃ心細くて──この子が味方になってくれたら思い出せるかもって思っちゃったんです……!!」

　叫んだステラは、銀髪の狼男を探した。

「アスレイド、どこ!?　あなた、あたしを守ってくれるはずだったでしょ！　どうしてこうなる前に助けてくれなかったのよ……！」

　食器部屋を見回すと、暖炉の側で吞のん気きに寝ている彼の姿が目に留まる。

「なにのんびりしてるの!?　あたしの危機に……！」

　騎士に近づいたステラは、肘ひじで顔を覆っている青年の脇に膝をつく。顔を隠す腕をつかんで、どけようとした。

　べっとりとした生温かいものが、ステラの指に付着した。

　──血だ。

「あ、あなた、誰を食べたの──。はっ！　まさかラリサを!?」

「……うるさい。これは、オレの血だ」

　顔を覆ったまま、狼男は乾かわいた声で答える。ぐったりしている青年の姿に、ステラの心臓がドキリと音を立てた。

「な、んで……あんたが怪我してるのよ……」

　よく見れば、緋ひ色のアスレイドの上着のあちこちにも血がついている。もとが赤いせいで、どのくらい血ち濡ぬれているのかは判断できない。いったい、何が起きたの──。

「ステラさん、我々の方にも出たのですよ。──悪魔が」

　冷静な修道士の声音が響き、ステラは恐る恐る振り返る。

「悪魔っていうと……」

「『黒の裏切り公爵』です。ご丁寧にあなたの姿をして」

　ステラは声にならない悲鳴を上げた。──黒の公爵っていったら、ローラント様と契約してこの館で何十人ものメイドたちを生贄にしてきた悪魔の親玉じゃない！

「今こ宵よいの宴うたげを邪魔された報ほう復ふくに来たのでしょう。ステラさんそっくりの姿でアスレイドに近づくと、──ぐさり。隠し持っていた鋭い鉄てつ串ぐしで、腹を刺しました」

「そんなっ！　傷は!?」

「騒ぐな、大事ない。……かすめただけだ」

　自分は平気だというように、アスレイドは身を起こそうとする。ステラはとっさに腕を伸ばし、肩を押さえつけて喚いた。

「狼男のくせに、あたしみたいなのろまに刺されるんじゃないわよ！　そもそもあたしがあなたの側に近づくはずがないんだから、ニセモノだって分かるでしょ!?　ばかっ！」

　胸が悪い。まるで自分がアスレイドを刺したかのような罪悪感でいっぱいだ。狼男は嫌いだけれど、二度も命を助けられた恩もある。

　──とにかく、生きてて良かったわ。血まみれの上着、後で洗ってあげよう……。

　制服の腹部を見つめていたステラは、アスレイドが何も返事を寄よ越こさないのでキッと顔を上げて、騎士を睨んだ。

「黙ってないで、何か言ってよ……死んじゃったのかって思うでしょ！」

「──お前は誰だ？」

　ステラをじっと見つめながら、騎士は不思議そうに呟いた。ステラの背後で、修道士が緊張するのが分かった。大悪魔の封印に使う大皿を、素早く拾い上げる。

「な、何言ってるのよ！　あたしはあたし──ステラ・エクセルシス！　ニセモノじゃなくて本物よ!?」

「噓だ。あの女は、もっと地味で色気もなく、オレのことを嫌っていた……。瞳を潤ませてオレを心配するはずがないし、こんな芳かぐわしい香水もつけていなかった──」

　狼男はステラの香りが気に入ったのか、頭を寄せてくる。このままだとニセモノとして修道士に封印されてしまう、と心配になり、ステラは必死に首を振った。

「あたし本人よ!!　香水なんかつけてないし、あなたなんか嫌いだし、いっ今心配してるのは、あなたがあたしに化けた悪魔に──」

　言いかけてステラは、ハッと後ろを振り返る。

　肩の後ろに、例のフグはいた。……最初に、「色情系の小悪魔ですぅ」と自己紹介していたけれど、しきじょう系って、どんな悪さをするのだろう？

「も……もしかしてあなた、何かした？　ヴェルゼス・ロ……っ」

　問いただそうとしたステラは、不意に意識が途切れそうになるのを感じ、その場に頭から倒れ込む。すでに倒れているアスレイドの真上に。

　反射的にアスレイドはステラの腕をつかんで支えた。よほど驚いたのか鋭く息を吞み、時が止まったように、ステラの細い顎あごや、清せい楚そな透明感のある焦こげ茶ちや色の瞳を見つめる。

「お前も……オレに惹かれているのか？　ステラ──。そうかお前、オレを想って化け粧しようを覚えたんだな？　なんという健けな気げな……！」

　かすれた声でアスレイドが囁いた。けれど意識を失くさないようにするのに必死なステラは、狼男に構っているどころではなかった。

　ああ、目の前がまっ暗な気がする……。急にどうして？

「ステラさん。正式に使い魔として従属契約をしていない悪魔の名を、気軽に呼んではなりません。名を呼ぶのは召喚、あるいは命令であり、どちらも魔力を消費します。魔力のない一般の方の場合、生命力を奪われてしまいます」

　悪魔祓いを専門とする修道士の声が、ぼんやりしたステラの頭に響く。

「もしそれが見かけ通りの小悪魔だったなら、名前くらい呼んでも倒れることはなかったでしょう。しかしそれはどうやら、召喚するだけでも大量の魔力を使うような恐ろしい悪魔だったようです」

「そんな……！　まさか、このちっちゃなフグが、貴族悪魔だっていうんですか？」

「十三の大悪魔でないのは確かですが、詳しよう細さいは調べてみなければ分かりません」

「ああ……！　あたしのばか！」

　どうして悪魔なんか飼っちゃったのよ！

　落ち込むステラの頰を、節くれだった男の指がそっと撫ぜた。

「なぜ悲しそうにしてるんだ？　教えてくれ、オレの真しん珠じゆ……」

　心配そうにアスレイドが囁いた言葉にステラは凍り付き、これまで疑ったことのない我が耳を疑った。

　い……今なんて言ったの、この人？　オレの真珠？　ま、まさかあたしを見て、オレの真珠って思ったの？　──それどういう意味の嫌味!?

　愕がく然ぜんとするステラの顎をつかみ、アスレイドは強引に自分を見つめさせる。
















「オレを見ろ。これ以上、他の男を瞳に映すな……胸がかきむしられるように痛むんだ」

　青い瞳に苦しげに懇こん願がんされ、ステラは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの気持ちを味わいながら、しぶしぶ命令通りに彼の瞳を見つめ返した。

　な、何が起こってるの……。胸が痛むっていうのは、傷がズキズキするってことよね？　あたしの視線と、傷口と何か関係あるの？

「あ、あの、見ろっていうから見てるけど……いつまで見たらいいの？　そろそろ目が乾いてきたんだけど……も、もういいわよね？　胸が痛いなら、ちゃんと手当てしなきゃ」

「だめだ。もっと永遠に、オレだけ見ていろ……」

　無む茶ちや苦く茶ちやなことを囁いて、狼男は離れようとするステラを胸に抱きしめる。ステラは声にならない悲鳴を上げた。

　こ、ここまで密着したら見つめることなんか無理よ！

「し、神父様……さっきから、アスレイドがおかしいんです！　頭をやられてるみたい！　きっと悪魔に刺されて──」

「ふふふ。あなたが真珠のように美しいのは本当ですよ、ステラさん」

　修道士様まで変!?

「アスレイドがおかしいのは、刺されたせいではありません。私を見ても、口く説どいたりはしませんでしたから。原因はステラさん──あなたにくっついている桃色悪魔では？」

　ステラは肩のところを泳いでいるフグ悪魔を見た。ほんのり桃色の小フグは、ステラの視線を浴びると、純情そうにプルプルと首を振ってみせる。

「ボク？　何にもしてませんっ！　ボクはご主人様にとり憑いてるだけでーす」

「何かアスレイドに悪戯したんじゃないの！　元に戻してよ！」

「えー？　何をどう元に戻すんですかぁ？　ボク全然分かんないなぁ～」

　ぶりっこする小悪魔と問答していると、不意にステラの髪が、くい、と引っ張られた。

「絹きぬのように美しい髪だ……。さっきまでどこかがひどく痛んでいた気がするのに、お前を抱きしめたら、甘い香りでいっぱいになった。まるで花畑にいるように……。もう何も考えられない。このまま二人で、どこか遠い所に行きたい──」

　魅入られたような眼差しでアスレイドはステラの黒髪に指を通し、先せん端たんに唇を寄せる。

「ち、ちょっとアスレイド、あなたお花畑とか見えてるんじゃないでしょうね!?　そっちに行ったら死んじゃうわよ！　──もう、しっかりして！」

　ステラはおかしくなってしまったアスレイドを強く揺さぶり、そういえば自分が近づいてから彼がおかしくなったことに気付いて、腕が届かない距きよ離りまで逃げる。

　ステラに逃げられたアスレイドは、途端に気落ちしたような声で問うた。

「……なぜ逃げる？　お前は、オレが嫌いなのか？」

　悲しみに満ちた瞳で見つめられ、ステラは困惑した。

「な、なんでそんな当たり前のこと訊くの？　あたし何回も、こっちに来ないでとか、触らないでケダモノとか言ったでしょ？　あなたなんか嫌いに決まってるじゃない」

　アスレイドは衝撃を受けたように瞳を見開き、愕がく然ぜんと肩を揺らした。

　明白な拒きよ絶ぜつを受けた騎士は、どうしていいか分からないというように銀髪をかき乱し、辛そうに横を向く。ステラは言いすぎたかと思って、自分の言葉を見直してみたが、どこにも訂正する余地はない。頭から尻尾まで、まるっと真実だ。

「で、でも狼男とはいえ命の恩人だし……『嫌い』はちょっと失礼かもしれないから、『苦手』に修正するわ！　だけどこれ以上は絶対に無理なんだからねっ」

　ステラが言うと、落ち込んでいた狼男は、唐突に立ちあがった。

「──もういい。オレはこのままお花畑に行く！」

　何を思ったのか、窓辺に突撃する。まさか飛び降りるつもりじゃないわよね!?　啞あ然ぜんとしながら、ステラは慌ててその背中を引っ張った。

「何馬鹿なこと言ってんのよ！　あんたがお花畑に行ったら、ピオ神父様が困るでしょ!?」

「ああ、どうせオレは馬鹿だ！　世界一の愚おろか者だ……！　お前の心を得られる可能性がひと欠片もないなら、もうこの世に未み練れんはないっ！」

　頑かたくなな瞳で窓によじ登ろうとする狼男の背に、ステラは必死に縋りつく。

「だ……だめだってば！　正気に戻りなさいよ！」

「離せ！　お前に、この焼けつくような胸の痛みが分かるか!?　胸が張り裂けそうだ……！　どんなに焦がれても、お前はオレの手には入らない……先ほどの拒絶の言葉を思い出すたび、オレは死よりもひどい地獄の苦痛を味合うだろう！　このまま一生苦しむくらいなら……いっそここで儚はかなくなった方がましだ!!」

「や、やめてよ！　なんか分かんないけど、あたしへの当てつけなの!?」

　もみ合う二人の後ろで、場違いに優雅な笑い声が響いた。

「ふっ。ふふふふ……！」

　面白くてたまらないというように笑いながら修道士がアスレイドの背中に近づくと、天使が人間に贈り物を授けるように、狼男の首にロザリオをかける。

「アスレイド。あなたに、私の神聖な十字架ロザリオを貸してあげましょう。悪魔の影響力が薄まり、いくらか理性が戻ってくるはずです。──さあ、振り返ってごらんなさい」

　銀の十字架を首にかけたアスレイドは、ステラと修道士を振り返った。急に痛みを感じたように腹部を押さえて前のめりになる。

「う……痛っ。オレは……、こんな所で何をしていたんだ……？　体が勝手に動いて──何か、とてつもなくあり得ないことを口走った気がするが……」

「熱心にステラさんを口説いていましたよ。一緒にお花畑を見に行きたいとか。あなたがそんなロマンチックな台詞セリフを吐く方だとは思わなかったので、面白くてつい見み惚とれてしまいました」

「オ……オレはそんな馬鹿げたことは言っていない！」

　切れ長の瞳がこぼれ落ちそうなほど目を見開き、狼男は否定する。その精せい悍かんな頰は、誰かにひっぱたかれでもしたように朱に染まっていた。

「他にも、『永遠にオレだけを見ていろ』とか言っていましたね」

「そ、それもオレじゃないっ！」

「おや、あなたではなかったですか？　──『愛いとしいステラ、お前の心が得られないなら死んでやる！』と、窓から飛び降りようとなさったり」

「オレがそんな愚かなことをするはずがあるか……!!」

　絶叫せんばかりの大声でアスレイドは否定した。修道士の視線が、窓辺を握りしめているアスレイドの左手に落ちる。

　証しよう拠こを突きつけられたアスレイドはサッと窓から離れ、唸うなり声ともうめき声ともつかない奇き声せいを漏らしてしゃがみこむと、深く頭を抱えた。肘に隠された顔は、耳まで真っ赤に染まっている。

「あとは……そうそう！　『お前は甘い香りがするから、ずっと抱きしめさせてくれ……オレの可愛い真珠』などと囁いて、ステラさんの黒髪に口付けもしていましたね！」

「……くっ！　そんな恥ずかしいことを言ったのか、オレは!!」

　アスレイドはもう否定しなかった。ちょっと悪戯心を起こした修道士が大げさに言っているということにも気付いていない。ギラリと憎にく々にくしげな眼差しでステラを振り返り、叩きつけるように言った。

「い……いいかステラ！　よく聞け！　すべては幻げん影えいだ……!!　先ほどオレが言った全ては、悪魔に乗っ取られて夢を見ていたんだ！　オレの本心じゃな──」

「違いますよーご主人様ぁ！　ボクがこいつを乗っ取って言わせたわけじゃありませーん」

　フグの小悪魔が突然、アスレイドの言葉をかき消して言った。

「本来、悪魔の魔力は聖職者には通じないんですぅ。この金髪は神父だからちょっと骨があるのも当然としてぇ、この血まみれ男も聖職者でしょ？　ちょっとだけ神聖なニオイがしますから～。でもボクの影響力でフラフラになってえ、一気にご主人様にフォーリンラヴしちゃったんですっ！　修行不足の半人前ですー。完全陥かん落らくまであと一歩ですぅ～」

「ちょっと！　やっぱりあなたが何かしたのね!?」

「したっていうかぁ、祝福？　みたいな？　何にもしなくても、ボクに憑かれた人はみんな異性からモテモテになるんです！　簡単にオチない時は、こーやってえ……プーーーッ」

　フグは大きく息を吸い込むと、全身の毛を逆立たせた。膨れた体は暗赤色に染まり、ふかふかだった毛並みは、無数の細い毒針と化してキラキラ輝いている。

　いかにも妖あやしげな毒を持っていそうだ。悪魔は、驚くほど素早く前転した。

　細い銀の光がステラの目の前を走ったかと思うと──。

「うっ！」

　アスレイドが、首筋を押さえて片膝をつく。

「ちょっとヴェルゼ──プーちゃん！　何してるの！」

　直接名前を呼ぶと気分が悪くなるので、ステラはとっさにペットにあだ名をつけた。

　毒針を受けたアスレイドは、ふらふらとステラに歩み寄ると、まるで王侯に生しよう涯がいの忠義を誓う騎士のように跪く。青い瞳に一筋の苦しさを浮かべながら、ステラを見上げる。

「ステラ──千本の薔ば薇らより、お前は美しい。オレの心をかき乱す妖星。お前が手に入るなら、オレは破は滅めつしても構わない。Ama, obsecro.Valde amo prima stella……」

　ステラに聞き取れない言葉を発しながら、皿を洗い過ぎてさかむけを作ってしまった少女の手を取ろうと、アスレイドは腕を伸ばす。

　逃げるならどこまでも追いかけるぞ、と言わんばかりに情熱的に輝くアスレイドの青い瞳を、ステラはただ驚いて見つめ返していた。──なぜか分からないが、手足が石になってしまったように、ぴくりとも動けなかったのだ。

「……く」

　さかむけたステラの指先に触れる寸前、狼男は、その手を拳こぶしに握り固めた。

「ち、がう……こいつは美しくなどない。……誰が、みすぼらしいトウガラシ女などのために、破滅してたまるか……！　神よ、悪魔の呪いから我が身を救いたまえ！」

　神の名を叫んで十字を切ったアスレイドは、また急に痛みを感じたように腹を押さえた。

「大丈夫ですか？」

　修道士の問いに、アスレイドはうんざりしたように頷く。

「ああ……。痛みも戻ってきたし、気分も良くなってきた……。完全ではないが、正気だ」

　まだ呆然と立ち尽くしているステラを、アスレイドは瞳を細めて一瞥する。先ほどの血迷った自分を思い出したのか、頰が赤く染まっていく。苛立ちをこめてステラを睨んだ。

「貴様など見ても……、美しいとも美う味まそうとも思わん！　本当だぞ、オレは何とも思っていないんだ！　貴様は今すぐ、そのフグを元いた深海へ返して来い……！」

「ボク海なんかにいませんでしたもーん。それよりご主人様、こいつムカつくんでぇ、もう一発やっちゃってもいいですか！　今度こそ、キメてみせますぅ！」

「だめ……！　しばらくおうちに入ってなさい！」

　ステラはフグを捕まえ、トウガラシの赤い海と化しているポケットにしまう。

「いいかステラ！　今後貴様は、二度とオレの側に近づくな！　話しかける時も、目を合わせるな！　媚こびるように瞬きするのもやめろ！　貴様が視界に入ると、オレはあまりの不ふ愉ゆ快かいさに吐き気がするんだ！　……ああそうだ、この女は魅力の欠片もない不器量娘なんだ！　貴様のように野や暮ぼったい田舎娘など、オレだって大嫌いだ──！」

　アスレイドの言葉に、ステラは打たれたように瞳を見開く。

　先に「嫌い」と言ったのは自分だけれど、まさかそれがこんな風に大きくなって自分に跳ね返ってくるとは思わなかった。ステラは突然、息ができなくなった気がした。

「だ……誰があんたなんかに近づくもんですかっ!!」

　言い返したものの、うまく息が吸えない。

　──どうして傷つくのよ？　あたしは狼男なんか大嫌いだし、嫌われたって嬉しいだけ。傷つくなんて意味が分かんないわ。

　あたしはやせっぽちの小娘で、ラリサみたいに魅力的な女の子じゃない。本当のことを言われただけなのに、どうして胸がヒリヒリ痛むの？　ついさっき「千本の薔薇より美しい」って囁ささやいた彼の眼差しを思い出して、悲しくなるの？

「──っ」

　こんなわけ分かんない感情、知りたくない。

　まつ毛を震わせ、ステラは顔をそむける。悲しみを堪えるステラの横顔を見たアスレイドの瞳に、苛立ったような光が走った。

「くそ。あんな女の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに、いちいち心乱されるな……！　ガブリエル、聖水はあるか。身を清めれば、完全に正気になれるかもしれない」

「礼拝堂の聖水盤に山ほどありますよ。傷の手当ても必要ですし、先に礼拝堂に戻っていてください。今後のことは、明日相談しましょう。一人で戻れますね？」

　アスレイドは頷き、腹部を押さえながら、いつもよりゆっくり歩いて部屋を出て行く。ステラの前を通り過ぎる時、わずかに視線をこちらに向けた。

「っ！」

　悔しげに唇を嚙み、目尻いっぱいに溢れた涙を、決してこぼれさせまいと堪えているステラを見て、アスレイドは止まった。上げかけの足を、空に浮かせたまま。

「──」

　ステラ、と呼びかけるように唇が動いた。もし修道士が声をかけるのがあと一秒遅かったら、彼はそのまま言っていただろう。──泣くな、オレの真珠。いまのは噓だ、許してくれ……と。

「……なんて表か情おしてるんですか、アスレイド。ついた噓がバレますよ」

　呆れたようなガブリエルの声がして、アスレイドはハッと息を吞む。

　凝視されている気配を察したステラは顔をあげ、狼男に涙を眺められているのに気付いた。乱暴に涙をぬぐい、カッと言い返す。

「なっ、なに見てんのよ！　さっさとあっち行きなさいよ!!」

　整った狼男の顔に向けて、トウガラシを投げつける。アスレイドは避けようともせず、ただ悔しげに奥歯を嚙み、胸の十字架を握りしめた。

「──貴様は、何度オレを刺したら気が済むつもりだ……？」

　苦しげに囁いた後、狼男は不意に上着を脱いだ。涙を見られたくないステラの顔を隠すように、あるいは美しい真珠を固い貝殻の中に隠すように、彼女の頭にかぶせる。

　何も見えなくなったステラの耳に、傷も忘れたように早足に遠ざかっていく男の足音だけが聞こえた。




「──泣かないでください、ステラさん。あの男は、心の病やまいにかかったのです」

　うっかりこぼれてしまった一ひと滴しずくの悔し涙をぬぐってから、ステラは頭の上着をどけた。

「修道士様……だ、大丈夫です。あたし──泣いてなんかいません！」

　涙の残る瞳でステラが笑ってみせると、ガブリエルは心打たれたように嘆息した。

「ああ、なんと健けな気げな……！　いいえステラさん、アスレイドの暴ぼう言げんの理由は、あなたの清楚な容姿のせいではありません。……そこにいる悪魔のせいで、アスレイドの精神は錯さく乱らん状態にあるのです」

「えっ。さっきの暴言も、プーちゃんのせいなんですか？」

　ステラは驚きながら、ポケットに入れっぱなしのペットを取り出す。

「そういうことになります。魅惑の悪魔に憑かれたステラさんは、この世に存在する全ての男性の目に、おとぎ話のお姫様のように美しく気品に溢れ、なおかつ色香にも満ちた最高の女性に見えているのです」

「噓っ！　そんなのあり得ない！」

「本当ですよ。しかし聖職者であるアスレイドは、その魅力に誘惑されて女性に惹かれてしまうことが許されぬ身。ゆえに、ひどい言葉を放つことで耐えようとしているのです。つまり、ひどい言葉を言えば言うほど、本心はあなたに惹かれている証拠です」

「……噓だわ」

　修道士は優しいから、そんな風に慰めてくれるだけ。大嫌い、と叫んだ時のアスレイドの嫌悪の瞳は、絶対に本気だった……。

「どうしても信じられぬのですか？　可哀想に、あんなに悪あく態たいをついて、必死にステラさんを欲しがる衝動を堪えていたではありませんか」

　ステラは黙って首を振った。──何を言われようと、ステラはあの時のアスレイドの怒りに満ちた目を忘れることはできない。ガブリエルは、小さなため息をついて言う。

「……では、この後どうしたいですか？」

「どうしたいって……？」

「アスレイドの暴言を止める簡単な方法があります。彼が『悪魔を元の場所へ返して来い』と言ったでしょう？　悪魔祓いは私の専門ですから、ご希望とあれば、契約を破は棄き──」

「ご主人様に余計なこと言うなぁっ！」

　ステラの頭の上に鎮座して修道士の話を聞いていた小悪魔フグが、怒りに目を輝かせてプッと膨らんだ。一瞬にして、可愛いペットは臨りん戦せん態たい勢せいの毒フグに変わる。

「ボクはご主人様の側を離れるもんかっ！　さっきの男よりだいぶ耐たい性せいがあるみたいだけど、おまえもボクの毒針でオトしてやるぅ！」

　棘とげだらけのフグがくるりと一回転すると、キラリと輝く細い毒針がガブリエルの首筋に向かって何本も飛んだ。修道士は手近にあった大皿を拾い、首筋を守る。

「ふっ。この私に挑戦するつもりですか？　私はしがないニセ神父の身ですが、魔力の扱いにかけては、枢機卿にも引けを取らぬ──と何度言わせるのですか？　まあ決めゼリフなので、聞きたいなら何度でも言いますが」

「こうなったら千本針だぁっ！」

「エクソシストとしての私の実力が見たいなら、いつでもお応えしますよ──」

　フグ悪魔が大量の針を修道士に放ち、修道士は両手に皿を持って全て叩き落とす。悪魔と命賭けの戦いを行うべく、華麗に皿を構えて臨戦態勢をとった。

　ステラはびっくりしながら二人の様子を見ていたが、ふと気付いて狼男の上着を握り直す。修道士様にたてつく悪魔系ペットに、上からかぶせて捕まえた。

「プーちゃん！　人を傷つけたりしないって、あたしと約束したでしょ！」

　フグは上着の中で暴れたけれど、ステラはしっかり押さえ続けた。やがて暴れ疲れたプーちゃんが、平和な桃色に戻って袖口からそっと顔をのぞかせる。──ああ、もしこれで「にゃ～お」って可愛く鳴いてくれたら、あたし、噓でも猫だって信じるのに！

「でもご主人様ぁ、ボクほんとに悪いことはしてませんよ～？　恋をすることの何がいけないんですか？」

「恋……？　だってあなた、毒針とか千本針とか──」

「ボクの針に刺されても、恋に落ちるだけでぇ、悪いことなんか一つも起きません！　ボクって色情系ですから～」

「しきじょう系って、簡単に言うとどういう意味？」

　アスレイドみたいに心の病気になって、飛び降り未み遂すいをしたり暴言を吐くこと？

　フグ悪魔は袖から出てくると、定位置であるステラの頭の上めざして泳ぎ始めた。

「異性に魅力を感じる心とか、独占しようとする欲望を司つかさどる悪魔なんですぅ！　今後、ステラを見た男は残らず恋に落ちて、フラフラ～っと寄ってきますから！　何ていうのかなぁ。馬にニンジン？　狼に生肉？　そんな感じでえ～」

「ちょっと待ってよ！　どうしてあたしがそんな地獄を味わわなきゃいけないの！」

　っていうか、ペットに呼び捨てにされた！　ステラはいろんな意味でショックを受けた。

「ご主人様ったら、恥ずかしがっちゃってぇ！　この世の中には、ご主人様みたいに恥ずかしがって恋ができない人がいるから、ボクが活躍するんですぅ。全ては世のため人のため、ご主人様のためー。あー、ボクってなんていい悪魔なんだろう！」

「だめに決まってるじゃない！　あたしは、この世で一番男が嫌いなの！」

「じゃ、なおさらボクがお役に立ちますっ！　愛がなきゃ人類は滅びちゃうんですよ？　ボクの魔力で、ご主人様の人生を男だらけにしてぇ、子子孫孫まで繁はん栄えいさせてあげますからご安心くださいっ！　え？　ボクってキューピットみたい？　いやあ照れるなぁ」

　うれし恥ずかしそうに、フグ悪魔は体と尻尾をくねらせた。

「──あなたは人間の色欲を煽り、世界を混乱させて楽しんでいるだけでしょう」

　冷静な声とともに、ピンク色の小魚が、むぎゅ、と白い手につかまれた。

「ステラさん。あなたが望むなら、この悪魔を祓い落として差し上げます」

　修道士は、フグのおちょぼ口を手のひらでしっかり押さえていた。小悪魔は、むぐむぐ言うのが精一杯で、膨らむことも、よく回る口でステラを誘惑することもできない。

「契約者が望まなければ、悪魔祓いはできません──いえ不可能ではありませんが、悲惨な結果を招きます。あなたは、この小悪魔を飼うことが、もっと恐ろしい貴族悪魔たちの捕縛に役立つと思ったのでしょう？　いまもそう思いますか？」

　修道士は、ひと筋の厳しさを宿した瞳でステラを見つめる。まるで、自分の損得は脇に置いておいて、最善の道を選びなさいと言うように。

　ステラは眉を寄せて、真剣に考えてみた。

　……このままプーちゃんを飼ってたら、あたしは明日から町中の狼男や吸血鬼に目をつけられ、追いかけ回される地獄が待っている。アスレイド一匹でも大変だったのに、これ以上増えたら一週間もたたずに食べられちゃうかも！

「……ご主人様ご主人様！　ペットが気に入らないからって、一度飼うって決めたものをポイ捨てするのはむせきにんって言うんですよ！」

　修道士に捕まったフグが、必死にか細い声で訴えた。

「予定通りのペットライフを送れる人なんか、ごく一握りなんです！　みんなペットの我がままに苦しみながら、ペットは主人の無理解に苦しみながら、忍にん耐たいを重ねて愛と絆きずなを育はぐくむんですよっ。そんなに鳴いて欲しいんなら、たまには『にゃあ』くらい言ってあげますから、一緒に暮らしましょーよー」

　フグが言った「にゃあ」に、ステラはびくりとした。不意打ちで胸の中に懐なつかしさが溢あふれる。──餌が欲しい時はにゃあにゃあねだるくせに、ステラが旅立つ時には、野良猫達の半分は陽だまりで昼寝したまま目も開けてくれず、もう半分は尻尾しつぽをひらひらさせるだけだった。最愛のミケ三姉妹だって、見送ってくれたのはお屋敷の門を出るまで。

　そこから先はステラの一人旅になった。

　ステラは心を決め、修道士の鮮やかな緑の瞳を見つめて言った。

「修道士様。あたし飼います。トゥーランジャーの悪魔たちを捕まえるために！　その間に、責任もってこの子をまっとうな生き物に躾しつけてみせます！」

「やったー、ステラ万ばん歳ざい～！　じゃあご主人様、これから末永くよろしくお願いしますぅ。どんなにご主人様がおぼこくてもぉ、世界中の男をオトして、聖人だろーが国王だろーが将軍だろーが、ステラの足元に跪かせてやりますからお楽しみにフフフ！」

　修道士が手の力を弱めたので、フグ悪魔は自由になった。喜び勇いさんでステラの頭上で歓喜の舞を踊る。ステラは片手を伸ばして、その柔らかいお腹を撫ぜた。

「そんな余計な事はしなくていいから、貴族悪魔を捕まえるのに協力してよね？」

「にゃーお！」

　上機嫌のプーちゃんはステラの手に体をすり寄せ、真に迫った声で猫真似をしてくれた。

　それは、はい、でも、いいえでもないずるい返事だったが、あまりに可愛かったので、ステラは怒る気持ちを失くした。

「あなたがそう決めたのでしたら、私は何も申しません。今夜はもう遅いですから、部屋にお戻りなさい。アスレイドも負ふ傷しようしていますから、しばらくの間は、仮かり釈しやく放ほう中の悪魔たちを呼び出すこともできないでしょう。何事もなく、この夜が明けることを祈って──」

　修道士は胸の前で十字を切った。

「明日は朝一番で、礼拝堂に来てくださいね。──では、おやすみなさい」
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　真っ暗だと思っていた視界を、清せい廉れんに輝く光が横切った。

　顔を上げると、輝く浅あさ黄ぎ色の光が、星空のようにあちこちを舞まっている。

　手を伸ばせばつかめそうな、無数の光。ステラは、この小さな光の名前を思い出そうとした。よく知っている気がするのに──喉のどの辺りに引っかかって、出てこない。

　伸ばした手に、黄緑の光が一ひと粒つぶとまった。微かすかなくすぐったさを感じながら、光の正体は小さな虫だということを思い出す。

　たしか、綺き麗れいな川の側に住む虫よ。恋人を求めて光る虫で、名前は──？

「──〝ルシオラ〟だ」

　ほとんど真っ暗だったステラの意識に、誰かの声が響いた。

「そうよ、それだわ！」

　毎年夏祭りの季節に、よく都中を舞っていた──あそこはとても水の美しい都だったから。でも……あそこって、どこだったかしら？

「それも忘れてしまったのか？　おまえは何もかも忘れてしまうな。その様よう子すだと、わたしの名前も忘れてしまったのではあるまいな？」

「えっ……？」

　ていうかあたし、いま誰と喋しやべってるの？　まさか、この手にとまったルシオラさん？

「フフフ目を開けてみろ。そうしたら誰か分かるから──」

　手からルシオラが飛び立つ。誘ゆう導どうするような声に導みちびかれ、ステラは瞳を開いた。

　辺りは、眩まぶしいほどの日差しが燦さん々さんと降り注そそぐ──緑豊かな庭園だった。

　──ここ、どこ？

　桃の花が咲き乱れる果樹園を、ステラはまじまじと眺ながめる。辺りは芳かんばしい花の季節なのに、奥の桃の木では実がなっている。かと思えば、びっしり葉だけを茂しげらせた木もあるし、一枚も葉がなく、真冬の寒さを耐たえる樹木にしか見えないものもある。

　耳には、聴きいたこともない小鳥の美しいさえずりが響いており、肌はだに感じるのは春の暖かな日だまりだけど……。

　先ほど聞こえた声が、ステラの頭上でくすくす笑った。

「あれは四季の見本だ。おまえたちの世界を支えるため、神の創りたもうた幻げん想そうの世界。──ここは一般に、夢と呼ばれる場所だ」

「なぁんだ。あたしはまだ夢を見てるのね」

「そう。だが一度、目覚めた。だから夢は夢でも、おまえはもう眠ってはいない」

　……あたし、寝ないで夢見てるの？　それずいぶん器き用ようね？　不思議に思ったステラが顔を上げると、自分をじっと見下ろす緑がかった金の瞳に気付いた。

「やっとわたしを見たね、ルシオールの都みやこの美しい姫君」

　切せつなげに瞳を細められ、ステラはドキリとした。あたし、この綺麗な顔を知ってるわ──でも、どこで見たんだっけ？　心は騒さわぐのに、その正体が分からない。

「あなた……見たことあるわ。誰……？」

「やはり忘れてしまったのか？　冷たい姫君だ」

　優ゆう雅がにくすくす笑う声が辺りに響く。光の加か減げんで猫のように金色に輝く瞳が、からかうようにステラを見る。

　一度見たら、生しよう涯がい忘れられないような美しい顔立ちだった。瑠る璃り色の髪は宝石のように輝き、柳りゆう眉びの下の瞳は色いろ香かに満ちている。非ひの打ちどころのない唇は上品に微笑ほほえんでおり、目鼻立ちの並びは、神の造ぞう作さくかと思うほど完かん璧ぺきだ。

「あたし姫君なんかじゃな──えっ!?」

　ふと自分の姿を見たステラは、抜けるように白い肌をした自分を見つけて驚きよう嘆たんした。

　上品なドレスを纏まとい、可か憐れんな指には、桜さくら貝がいのような形のよい爪つめがある。皿を洗い過ぎてできたささくれは、どこを探してもない。

「あたし、誰!?　こんなお姫様みたいな服なんか着た覚えないし、手が違うっ！」

「顔も見るか？　たぶん、おまえの想像とかなり違うと思うが」

　天てん女によの膨ふくらんだ胸元から、まずは分ぶ厚あつい聖書が出てきた。それから、白おし粉ろいや目元に使う色粉、そして何だか分からないガラクタがいくつか、最後にやっと、小さな手て鏡かがみが出た。

　装そう飾しよくつきの楕だ円えんの鏡を覗のぞいたステラは、向こう側に、金色の瞳の美び姫きがいるのを見た。

　すらりとした鼻に華きや奢しやな顎あご。銀色の蝶ちようの羽根のような睫まつげの下には、小こ鹿じかのような丸い瞳がある。年齢は二十歳はたち頃──本物のステラより、絶対に五歳は年上だ。でも瞳が大きいせいで、あどけない少女のように見える。それも、ものすごい美少女だ。

「だっ……誰この人!?　あ、あたしじゃない──返して！　あたしのささくれ！　夢だからって、人の容姿を盗ぬすむなんてずるいわ!?」

「おまえが自分でしたことだ。忘れたのか？　ここは夢の世界。信じるものが、形になる」

　天女の声が聞こえ、ステラはもっと早く気付くべき、恐ろしい事実に気づいた。

　余計なガラクタのなくなった彼女の胸は、どう見ても妙みよう齢れいの女性のものではない。そもそもこの声だってどうしたって女の人のものじゃない!!

「いやあああ！　こ、こないでえ！」

　悲鳴を上げて逃げようとしたステラを、すかさず青年は胸に抱き締めた。

「フフフ離すものか。ようやく捕まえた──。どれだけ輪りん廻ねしても、お前の魂の煌きらめきを忘れることができない。記憶が擦すり切れるほどの時の彼方かなたからずっと、お前を愛している。愛しくて気が狂くるいそうだ……ステラ」

「は、離して……っ！」

　ステラは青年を思いきり引っぱたき、突き放そうとする。

　しかし、アスレイドの時のように上う手まくはいかなかった。

「ああ、いつも通りステラが冷たい。……背筋がぞくぞくする」

　青年は嬉うれしそうに、打たれた頰ほおに愛いとおしそうに手を当てて笑った。その右手の甲こうには、雄鹿のような妙な刺いれ青ずみがある。

「変態!?」

「病やむほどに愛しているのは本当だが。まあ落ち着け。おまえはもう、おまえの望む容姿に戻っているから。──わたしがステラと呼んだ瞬間、ステラに戻ってしまった」

　落ちていた鏡をちらっと見たステラは、変態男の言葉が真実であることを知った。

　鏡に映るのは、二つに結んだ黒髪に、見慣れたメイド服のステラだ。膨らんだポケットに手を突っ込むとトウガラシの乾いた感触にぶつかり、たまらなくほっとした。

「──人間とは難なん儀ぎなものだな。いつも記憶喪そう失しつで、いつも自己否定を繰くり返している。もう少しあの頃のままでいれば良かったのに」

　姿の変わってしまったステラを見て、男はつまらなさそうに呟つぶやいた。

「綺麗な女の子がいいなら、さっさと離して！　地じ味みなあたしには興きよう味みないでしょ！」

「そういう意味ではない。わたしを愛していた頃の姿だから名残なごり惜おしかっただけだ。別にどんな姿でも構わないが、運命の再会を果たしたからには、そろそろ未来の話をしないか。わたしはずっと、おまえと再会する時を待っていた」

「未来の運命……？」

　急に妙なことを言い出した変態男に、ステラは戸惑った。

「言っておきますけど、どんな不吉な未来を予言されたって、あたしは幸せのハンカチも、魔物除けの指輪も買わないわよ。あたし、そういうの全然信じないんだから！」

　ポケットの赤トウガラシを握りしめながら、ステラは言う。

「安心しろ、最高にめでたい話だ。──延えん期きになった結婚式は、いつ挙げよう？」

「……はい？」

　ステラは目を丸くした。

　この人、きっと頭がおかしいんだわ──。言ってることが無む茶ちや苦く茶ちやすぎるもの。

　ステラは刺激しないように、青年の腕をそっとはずそうとし、手首をつかんだ。

　いや、つかんだつもりだった。

「こ、の手──」

　そこには、布しかなかった。……男の左腕には、手首から先がなかったのだ。

　とつぜん身動きを止めたステラの視線をたどり、青年は肩をすくめる。

「ああ、ないな」

「……ど、どうして──」

　不思議なことに、彼に痛がる素そ振ぶりはないし、なくて困っているようにも見えない。だけど、どう見ても、ない。……まるで、そこから先だけ異空間にさまよいこんだように。

「いっそ盛せい大だいに皿を叩たたき割り、この穏やかな檻おりごと壊こわしてくれたらよかったのに。身を呈ていして守りたいと思ってくれたのは嬉しいが、わたしは外に出たかった」

　不満げに囁く美貌の青年の言葉を聞き、ようやくステラは気付く。

　こののどかな桃園。異国風の法ほう衣いを纏った、美女の如ごとき青年。

　そして、左手が欠けていること──。

「欠かけたお皿の悪魔!?」

　狼男でも吸血鬼でもない、──この男はもっと恐ろしい悪魔だわ！

　ステラは夢中で悪魔から逃げようとした。けれど、恐怖とパニックでむしろ体に力が入らない。できるのはせいぜい、悪魔の腕や胸をひっかくことだけ。

「おお……震えるステラは新しん鮮せんだな。実に愛らしい、この儚はかない抵抗……理性を失いそうに可憐だ。食べてしまいたい」

「いやあ、食べられる！　祟たたられる！　とり憑つかれる……！　神様！　トウガラシ様ぁ！」

「まてまて。今のは、溢れるほどの愛を表す比ひ喩ゆ的表現だ。本当に食べるはずがないだろう。──安心するがいい。正確にはわたしは悪魔ではない。それに、皿の中に「いた」のではなく今も「いる」で、今日からは、おまえも同じ絵皿の住人だ。仲良くしよう」

「え──……。皿の中？　うっ、噓うそでしょ!?」

　あたしも、お皿に封じられちゃった？　冗じよう談だんじゃないわ！

「誰か助けて！　悪魔なんかと一緒に、絵皿に閉じ込めないで……！」

　泣きそうな顔で喚わめき、ステラは皿を割ろうとするように大地をばんばん叩く。けれど拳こぶしには現実そっくりの大地の感触があり、爪の間には小石だって挟はさまる。悪魔の衣服の襟えり元もとを力いっぱい引っ張ってみても、白と金の長衣に染みついた桃の香りがなんとも甘かん美びに漂ただようだけ。彼からも、この夢からも逃のがれることができない。

「──フフフ冗談だ。欠けた部分から引きずり込んだだけだから、おまえは出られる」

　悪魔はもがくステラをぎゅ、と抱きしめ、黒髪に顔をうずめて楽しそうに笑った。

「ちょっと、とんでもない冗談はやめて！　あたし、本気で絶望しかけたんだからね!?」

「生涯わたしと二人で過ごせるというのに、なぜ絶望することがあろう？　それとも、怒ってみせるのは、最近はやりの恋情表現だろうか……」

「こんな夢、もういやっ！　あたしは体の所に帰る……っ！」

　悪魔は美しい顔に、に、と笑みを浮かべた。

「ならば、現実の世界で続きをしないか？　目覚めたら、わたしの皿を割ってくれ」

　その言葉を聞いた瞬間、ステラの脳のう裏りにアスレイドの忠告が閃ひらめいた。

　封印が緩んだ悪魔皿に魅み入いられると、毎晩、「割ってくれ」と夢に現れると。「割らないと殺すぞ」と拷ごう問もんをしかけてくると！　あたし、悪魔に魅入られちゃったんだわ……！

「い、いやよ！　絶対割るもんですかっ」

　ステラは、拷問の恐怖に震えながら言った。すごく怖い──で、でも大丈夫よ、これは夢なんだから！　どんな傷を負おわされたって、本当に死ぬわけじゃないもの！

　ステラはトウガラシを握りしめ、気き丈じように悪魔を睨みつける。

　小こ刻きざみに震えるステラを見下し、悪魔青年は少し考えるように首をかしげた。

「──愛している」

　そのあと悪魔は、言葉が染しみ透るのを待つように、じっとステラを見つめた。

「は？　な……に馬鹿なこと言ってるのよ。拷問はどうしたのよ！」

「わたしはおまえを愛している。神に誓ちかってもいい。神を信じられぬなら、悪魔に誓おう」

　美貌の悪魔は、眼まな差ざしでものをいうように、金色の瞳でステラを凝ぎよう視しする。

　──右手には謎の焼やき印いん、左手は異空の彼方。まるで、月にでも住んでいそうなほど綺麗だが、その正体は悪魔の大貴族に違いない。

　過去最高に怖い相手だって分かっているのに……、その眼差しを見ていると、わずかに胸が騒ぐ気もする。

「なっ……何にかけて誓ったってだめよ！　あたし、信じない！」

「どうして？」

「だってあなたは悪魔で……外に出たくてあたしを騙だまそうとしているだけなんだから！」

　たとえば、ローラントが似たような言葉で、ステラを騙そうとしたように。

　──それに。

　胸に蘇よみがえるのは、アスレイドの苛いら立だたしげな言葉。「魅み力りよくの欠片もない不器量な娘」「野暮ったい田舎娘」。……分かってるわ。あたしなんか良家のお嬢様でもないし、「悪魔の餌えさにしたって誰も困らないだろう」って思われるような──、いてもいなくてもどうでもいい存在。本気で好きになる人なんか、いるはずない。

「なぜそんな風に自じ己こ卑ひ下げをする？　その清せい冽れつな器を選んだのはおまえだろうに。──軽々しく触れるのを許さない気品に溢れた黒髪も、闇夜に一ひと滴しずくワインをたらしたように煌めく、神秘的な暗茶色の瞳も、どれもおまえの芯しんの強さを映し出していて、最高に美しい。なぜそれが見えない？　──誰が罵ののしろうと、自信をなくして俯うつむこうとも、おまえは美しいよ、ステラ・エクセルシス。わたしの心をたまらなく騒がせる、世界で唯一の娘……」

　優しい声音で、悪魔は囁く。

「べつに慰めてくれなくたっていいのよ。そもそも狼男や吸血鬼になんか好かれたくないんだから！」

「よくない。わたしが世界で一番傷つけられたくないものは、おまえの心だ」

　俯くステラの手を宝石のように恭うやうやしくとり、悪魔が綺麗な唇を押し当てる。

「愛してる。どんな肌の色に生まれても、心ない言葉に傷ついて自信を失っていても。おまえを愛することで神の怒りを買い、時の檻に捕らわれても。迷わずおまえを愛し続ける。何度生まれ変わりを繰り返し、どれだけたくさんの人間と出会っても、誰よりおまえの魂こころを愛している──」

　永遠を伝えるようにまっすぐにステラを見つめる、金の瞳の男。

　そのまま、カリ、と指を甘あま嚙がみされた。

　ステラは、得体のしれない感情に、鼓こ動どうが止まりそうになった。

「愛している。割れ──。現世にさえ戻れば、おまえを傷つけた相手に存分に復ふく讐しゆうしてやれる。どうして欲しい？　残ざん忍にんな死か？　それとも悪夢に苦しむ地獄の日々を与えようか？　皿さえ割ってくれれば、何でも叶かなえてやる。おまえの側に戻り、全ての悲しみから守ってやろう。変えられぬ悲劇が降りかかるなら、わたしが代わって全て受けてやろう。……見返りに、わたしが望むのはただ一つ」

　美貌の悪魔はステラを見つめて、魅み惑わくするように微笑む。

　要求を告げようと彼が唇を開いた時、ステラは反射的に悪魔の手を振り払った。

「あ……悪魔の棲すむ皿なんか、何て誘惑されても絶対割らない……っ！」

　悪魔との接触点がなくなった瞬間、確かな現実のように見えていた平和な桃園が、ぐにゃりと歪ゆがんだ。







　チチチッチチ！

　勝ち気な小鳥たちが、窓辺で先を競きそうようにおしゃべりしている。

　音を立てて、窓が開いた。夜明け直後の冷たい空気が室内に流れ込んでくる。

　ステラは、寝ね不ぶ足そくで泥どろのように重い額ひたいを押さえながら、上体を起こした。

　奇き妙みような夢の奇妙な余よ韻いんが、まだ胸に残っている。──皿を割って解放して欲しい大悪魔が、甘い顔をしてステラを誘惑してくる夢だった。美しいと褒ほめちぎり、愛しているとか馬鹿な台詞セリフを吐いて、封印を破らせようとした。

　……あんな軽い言葉に騙されるほど、あたしは馬鹿じゃないわ！

「おはよーステラ。ちゃんと起きてる？　今日から一週間は、私と一緒に朝当番だって言ったでしょー。寝過ごすと朝ごはんぬきよー？」

　ベッドに身を起こしたまま顔をしかめていたステラの前に、ラリサが顔を出した。ステラは「あっ！」と叫さけび、風のような速さで新品のメイド服に手を伸ばす。

「どうしよう、あたし、早起きして礼拝堂に行くつもりだったのに……！　おかしな夢を見たせいで、全然寝た気がしない上に寝坊だわ！」

「あら、あなたも変な夢見たの？　私もよ。もう、すっっごいひどい夢……！　悪魔みたいに豊満な女と彼が浮気する夢よ！　最悪だわ～。正まさ夢ゆめだったらどうしよう……」

　ラリサは恋人に嫉しつ妬としながら、ぶつぶつ不満を呟いている。

　ステラは素早くエプロン付きのスカートを身につけ、リボンを手に取る。

　その時、開いた窓から、朝を告げるようなのどかな鐘かねの音が響いてきた。礼拝堂の鐘しよう楼ろうで、修道士が鳴らしているようだ。

「やばっ！　ステラ、もう時間がないわ！　行くわよ！」

　まだリボンも髪も結びきれていないステラの腕をとり、ラリサは廊下に飛び出す。ステラは必死の思いで、枕まくら元に積んであったトウガラシを一握り、ポケットに押し込んだ。心の中で、修道士様に両手を合わせて謝る。

　──ごめんなさい！　朝一番に来いって言われたんですけど、寝過ごしちゃいました。時間を作って必ず礼拝堂に伺いますから、少しだけ待っていてください……！







　しゃりしゃりしゃり……。

　ジャガイモの皮を、ステラは次々剝むいていく。あっという間に、籠かごいっぱいのジャガイモは裸はだかになって転がった。

「ステラ、あなためちゃくちゃ速いわね～」

　水色の瞳を丸くして、ラリサはステラの籠を見た。

　二人に任されているのは、使用人を含ふくむ全員分の朝食の下ごしらえだ。厨ちゆう房ぼうには他に年かさのメイドが二人いて、かまどの側でパンを練ねっている。

　ラリサの分のジャガイモ籠に手を突っ込みながら、ステラは微び笑しようした。

「あたし、お母さんが早くに死んじゃって、十歳の時にメイドになったから」

　役に立たなかったら捨てられてしまう。そう思って必死に仕事を覚えた。みんなが嫌がる冬の水汲みも洗濯も繕い物も。何だって、率先してやった。

「苦労してるのねえ」

「でもおかげで、自信がついたから。それよりラリサ、あいびきについて、今度こそ教えて！　あたしが思うには、女の子を綺麗に洗って、夜中に食べることでしょ？」

「うーん、当たりといえば当たりだけど、ちょっと違うわ。逢あい引びきっていうのは、」

　ラリサが言おうとした時、開けっぱなしだった厨房の扉の向こうから、下げ男なんの声がした。

「おーい、卵持ってきたぞー」

「そこ置いといてー」

　ジャガイモに向かって真しん剣けんに包ほう丁ちようを入れるラリサは、いい加減な返事をした。ステラは「そこ」がどこなのか覚えておこうと、入口を振り返る。

　──ぐしゃっ。下男が抱えていた木箱が床に落ち、中で卵が割れる音がした。

「……なんて……可愛い子だろ……！」

　ステラと目があった男は、みるみる赤せき面めんした。吸い寄せられるようにステラに近づこうとし、自分が落とした卵入りの木箱にけつまずく。ものすごい音を立てて男は転んでしまい、ラリサが怒った顔で振り向いた。

「ちょっと、ロビン！　卵割っちゃったら足りないじゃない！　新しいの持ってきて！」

「──へ？　ああ。すぐ持ってくるよ──」

　卵まみれになった男は、慌てた様子で顔をぬぐい、なぜかステラに「ちょっと待ってて」と言い残して走っていく。割れた殻を頭にのっけたまま。

　卵まみれとなった木箱を見下ろし、ラリサは文句を言った。

「何なの、あいつ！　卵の時はそっと置いてね、って散さん々ざん言ってるのに！　もー、誰が掃そう除じすると思ってんのよ！」

「あたしがやるわ」

　ステラはドロドロした木箱に手を突っ込み、まずは無事な卵をより分ける。ひびが入っているのも合わせれば、半分くらいは無事だった。後は木箱を洗って床を拭ふくだけだ。

「お、お待たせ……！」

　ちょうど掃除が終わった頃、先ほどの男が息を切らして戻ってきた。汚よごれた上着を着替え、こざっぱりした顔になっている。卵がぎっしり詰まった木箱を壁際に置くと、一緒に持ってきたらしい小さな手籠を胸に抱えて、ステラに近づいてくる。

「こ、こ……これ！　僕の気持ち！　う、うう、受け取ってくれないかな……っ!?」

　下男は赤面しながら、茶色い卵がぎっしり詰まった籠をステラに押し付けた。一目見たステラはびっくりした。それは美お味いしいと評判の、赤あか鶏どりの卵だったから。

「これ、赤鶏でしょ？　高価なんじゃないの？」

「わ、割っちゃったお詫わびに……ゆで卵だから、そのまま食べられるよ！　ほっ……本当はこれくらいの気持ちなんだけど、赤いのはこれだけしかなくて……！」

　下男は、ぎっしり白卵が入った木箱を指さす。ステラはわけが分からないまま、白い卵と赤い卵を見比べる。ふと、籠の中の赤卵に文字が書いてあるのに気付いた。

『好きだ』

　茶色い殻に、少し震えた不器用な文字で、でかでかと書いてある。

　ステラは、俯いて足首をくるくる回しながら、返事を待っている下男に訊く。

「……ゆで卵が好きなの？　ごめんなさい、今け朝さはベーコンエッグなの。ね、ラリサ？」

「き、君が作ってくれるなら、ベーコンエッグでも、砂糖抜きの卵焼きでも喜んで食べるよ！　でも僕が好きなのは卵じゃなくて、きっききき、君のことがす──」

「ロビン！　朝からサボってないで、鶏小屋の掃除してきなさいよ！　チクるわよ！」

　ラリサに脅おどされた下男は、首をすくめて外に逃げていった。名残惜しそうに、ステラの方を振り返りながら。そのせいで戸口に額をぶつけてしまったけれど、大丈夫だろうか。

「今日はベーコンエッグなのに……。ラリサ、このゆで卵、どうしたらいい？」

「あなたにプレゼントみたいだから、貰もらっとけば？　よかったわねえ、モテて！　あーいう地味な男なら、あなたにもそこそこお似合いなんじゃない？」

　なぜかラリサの機嫌は悪かった。朝食をゆで卵にしろ、なんて身み勝がつ手てな注文をつけられたせいだろうか。

「こーんな地味な子の一体どこがいいのかしら。全然わかんないけど、エプロン姿は男の理想っていうものね。──ほら、ゆで卵はそこに置いといて、次は葉物野菜を洗って」

　ラリサの言葉に首をかしげながら、ステラは野菜を洗った。

　その後、リンゴを持った下男がやってきて──続いて食糧庫からベーコンを担かついだ男がやってきて──袋詰めのニンニクを持った少年がきて──あっという間に、ステラの周りは食料品だらけになった。どうしたことか、彼らは食料の入った箱をラリサの指定した場所ではなく、ステラの側に置きたがるのだ。

「ちょっとステラ！　あんた何か変な香水でも使ってるの？　どうして初対面の男が皆、あんたばっかりちやほやするのよ！」

　朝の準備が予定通りに進まなくなったラリサが、とうとう怒って腰に手を当てた。

「こ、香水なんて使ってない……あっ！」

　言いかけたステラは思い出した。

　──プーちゃんのせいじゃない？　ゆうべ、あの子は自慢げに言ってたわ。自分にとり憑かれた人は、次々に異性に言い寄られるようになるって！

　昼間だから目に見えないだけで、あの小悪魔は今もステラの近くの異空間に潜ひそんでおり、狼男や吸血鬼たちを呼び寄せる魔の芳香を放っているのだ。

「えーっと……あたしが新人で、そこはかとない間ま抜ぬけ面づらだから、きっとみんな心配して親切にしてくれるんだと思うわ！」

　悪魔云うん々ぬんなんて言うわけにいかず、ステラは適当な言いわけを口にした。

「まあ、そうかもね。男なんて、新しい女の子が入ったって聞くだけで、テンションあがる馬鹿ばっかりなんだから」

　しぶしぶラリサが納なつ得とくしかけた時、また厨房に近づく男の足音がした。

「ラリサ、いるか？　頼みごとがあるんだ」

「あっ！　ち、ちょっと待ってね……！」

　声を聞いたラリサの瞳が輝いた。慌てた様子で戸口に背を向け、エプロンにへばりついたジャガイモの切れ端を払い落とし、可愛く見えるように前髪を作る。

「昨夜、夜勤の最中に上着を破いちまってさ。ここなんだけど、縫ぬ──」

　ラリサの返事を待たず、戸口に亜あ麻ま色の髪の衛兵が姿を見せた。

　すらりとした衛兵は、夜勤明けらしく疲れた顔をしているが、それでもさっきまで出入りしていた下男たちとは段違いに身なりも整い、見み目め麗うるわしい容貌をしている。

「きみ、新入り？　……こんな可愛い娘、初めて見た」

　衛兵はラリサに声をかけたことなど忘れたような顔で、ステラに近づく。彼女のエプロンが卵に汚れていることにもお構いなしに。大おお股またで近寄ってくると、ニンニクの皮を剝きまくったステラの手を、きゅっと握った。

「ひっ！」

「初めまして。俺、ここの衛兵でニコライって言うんだけど。ゆうべ仕事中に服を破いちゃって、直してくれる女の子を探してるんだ。君、細くて綺麗な手だけど、裁さい縫ほうは得意？」

　青灰色の瞳をした美男子の衛兵は、じっと覗きこむようにステラの顔を見つめてくる。絡からめた指を離して欲しくて、ステラは必死に頷いた。

「さ、裁縫は得意だけど、人間の男は大嫌いよ……っ！」

　ステラは必死に、悲鳴を上げたい衝動を堪えた。

「悪いけど、俺の上着を縫い直してもらえないかな？　もちろん今度、ちゃんとお礼はする。次の休みに、町で何か美味しいものを奢おごるよ。……好きな食べ物は？」

　衛兵はにこりと甘く微笑み、ステラの指を離して破れた制服を握らせる。

　その瞬間、ステラは激しい殺さつ気きを感じた。

　首筋の後ろの方から。恐る恐る振り返ると、可愛らしく前髪を作り、エプロンも綺麗に直したラリサが、目頭を窪くぼませた悪あつ鬼きのごとき形ぎよう相そうでステラを睨みつけていたのだ。

　──この人ってニコライって名乗ったけど、そういえばラリサ自慢の彼氏もそんな名前だったような……じゃ、この人が吸血鬼の恋人!?　確かに容姿は秀ひいでているけど──。

「あはは、ごめん。そんな急に思いつかないよね。じゃあ、一緒に町へ行って決めよう。俺、今日も夜勤だから、夕方とりに行くよ。名前、教えてくれる？」

「ス、ステラ……」

　ラリサの視線があまりにも怖くて、ステラの声は震えていた。ここできっぱりニコライを拒きよ絶ぜつし、名前など教えなければまだラリサの怒りを鎮しずめることもできたのだが、そんなことまで気が回らなかった。

「ステラちゃんか。綺麗な響きの名前だね。じゃあ、頼むよ」

　ニコライはステラのことしか眼中にないらしく、屈くつ辱じよくに立ち尽くすラリサを完全無視して、立ち去る間際、素早くステラの頰に唇を寄せた。頰をかすめた唇は、飢えた牙を突き立てることもなく去っていったが、ステラを震え上がらせるには十分だった。

「きゃあっ！　ななな何するの！」

　驚くステラを見下ろし、ニコライは意味ありげに微笑む。なんて堂どう々どうとしたヴァンパイアだろう！　こんなにも女の子を誑たぶらかし慣れている吸血鬼は初めて見た。

「スぅ……テぇ……ラぁ……！」

　ニコライが厨房から消えると、おぞましいほどの闇に満ちたラリサの声が響いた。

　振り返りたくない気持ちを堪えて振り返ってみると、恋人から空気扱いされたラリサが、ギラリと瞳を輝かせてこちらに近づいてくる。その恐るべき視線を浴びたステラは、ゾッと背筋に怖おぞ気けが走った。

「……私のニコライが……キスした！　この私の……目の前で……！」

　ぶつぶつと呪いの言葉のように呟くラリサは、転がっていた包丁を握りしめる。

　ステラは青ざめ、衛兵から預かった破れた上着を、思い切り腕を伸ばして差し出した。

「ラ、ラリサ、恋人の上着を預かったわ！　き、綺麗に直してあげて……！」

「当たり前よ!!」

　ラリサは包丁を手放し、愛しい青年の上着をひったくる。

「ねぇステラ。私、言ったわよね？　私のカレに色目を使うなって！　あんたがそういうつもりなら、こっちも容よう赦しやしないわよ──」

　ラリサの空色の瞳には、炎のような怒りが燃え立っている。ステラは「いろめってなに？」と思ったが、口に出す勇気はとてもなかった。

「ち、違うわ！　あたしはあんな人、全然好きじゃな──」

「黙ってなさい！　私の彼に手を出したらどうなるか、きっちり教えてあげる……!!」

　恋人の上着を抱きしめたラリサは、悪魔も卒そつ倒とうするような顔で、にたりと笑った。





[image: ]






「来ませんね」

　朝の勤めを終えたガブリエルは、諦あきらめたように説教台の前から立ちあがった。

「夜明けとともに、プーちゃんの魔力も薄れるはずですから、何事もなくここまで来れると思っていたのですが……何か問題でもあったのでしょうか」

　ちなみに聖職者は菜食生活のため、本館の使用人たちと共に食事をすることはない。菜園から野菜を貰ってきて自炊している。

　もうすっかり太陽は昇り、一般の侍従やメイドは朝食も終えて通常勤務に入っている時刻だった。メイドのステラは、仕事を始めていると思われる。

「寝過ごしたか、すっかり忘れているかどちらかだろう。昨夜は遅かったからな」

　大衆への説教用の長椅子に横になったまま、アスレイドは言った。ゆうべ悪魔にやられた傷には包ほう帯たいが巻いてある。聖水で手当てしたから炎えん症しようや化か膿のうが広がることはないが、この手の傷は治ち癒ゆが極端に遅い。完治するまで二カ月はかかるだろう。

「失しつ踪そうしたままのローラント・デュレスにでも捕まっていなければいいのですが。──念のために、様子を見に行かせましょう」

　修道士が腕を伸ばすと、キィキィとかすれた鳴き声を上げながら数匹のコウモリが飛んでくる。手慣れたペットのように指にぶら下がった。

「ステラさんを探してきてください」

　赤い瞳のコウモリたちは、知的にキィィと鳴いて天井に舞い上がった。どこかに外への抜け道があるのだろう。そのまま梁はりの向こうに消える。

　アスレイドは顔をそむけ、無性に見送りたくなるコウモリの行方ゆくえを無視した。──なぜ気になるかは分かっている。コウモリが飛ぶ方向に、ステラの寝室があるはずだからだ。あのいまいましいフグ悪魔は、夜が明けてもアスレイドの心をかき乱している。

「ところでアスレイド。私が神学を学んでいた教会で、悪魔にやられた傷を速すみやかに治す呪じゆ術じゆつというのを古書で読んだことがあるのですが。面白半分に試してみませんか？」

「……面白半分だと？」

　ニセ神父は、朝らしい爽さわやかな笑顔でにっこり笑う。

「失礼しました、暇つぶしに、の間違いです。私はまだ未み熟じゆくな修道士なもので、実際に使ったことのない呪文がたくさんあるのです」

「断る」

　アスレイドは即答した。聖堂騎士は悪魔と戦う職務だ。悪魔の傷に倒れ、そういった呪術に頼るしかない深手を負った仲間や先達の話は、嫌になるほど聞いている。──もし呪術が失敗した場合、どんな悲惨な最さい期ごを遂げるかということも。

「つれないですね。私とあなたの仲でしょう？」

「ただの他人だ」

「聖職者らしく、特別に想う相手は友人さえも作らない主義ですか？　残念ですね。傷が治ったら、あなたも嬉しいでしょうに」

「──お前はまだ修道士だろう。学生の本業は、ラテン語を習ったり聖句を覚えることで、怪しげな術に手を出すには早すぎる。遊び半分の怪しげな術などに付き合えるか」

　本来、それらの呪術が記された書籍は、神父以上でなければ閲えつ覧らん禁止だ。

　アスレイドは修道生だった頃、大聖堂で書庫番だの牢ろう番ばんだのを経験しているので、盗み見をしたがる学生が多いのは知っている。暗に「忍び込んだのか」と責めるような眼差しを送ると、ニセ神父はひらりと肩をすくめた。

「公認ですよ。我が主は、たいへん人使いが荒いお方なので。しかも、ラテン語を習うところから始めるのは、庶民階級から聖職者を目指す皆さんで、あなたや私のような階級の者は違う。──そうでしょう？」

　意味ありげなニセ神父の視線を、アスレイドは黙もく殺さつした。

　……あの時の記憶は、微かにある。聖職者として許されざる言葉を口にしようとした瞬間、アスレイドは必死に自分の心と戦い、相手には理解できない音に変えることで、戒かい律りつを守ろうとした。

　それはステラの耳には怪奇呪文でも、ニセ神父にはしっかりと聞こえていたのだ。

「あなたは貴族の出ですね、アスレイド？　神父を目指す修道士は、聖書を読むために死ぬほどラテン語を勉強しますが、聖堂騎士になる修道生は、それほどではありません。うっかり口を滑らすほどラテン語を叩き込まれたあなたは、非常に伝統的な名家に生まれたと推測できるのですが？」

　アスレイドが黙っているのをいいことに、指折り数えるように修道士は指を曲げていく。

「あなたの容姿を参考にすると、一番思い当たるのは──」

　イラッときたアスレイドは立ち上がった。

「いいだろう、そんなに実験したいならさせてやる。代わりに、その余計なことしか喋らない口を堅かたく閉じておけ。永遠にな」

「ありがとうございます、──家のアスレイド」

　緑色の瞳を悪戯っぽく煌めかせ、修道士は聞こえるか聞こえないかの囁き声で笑った。
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　……もう、いい加減にしてよ！

　温室で何度目かの湯を沸わかしながら、ステラはイライラと茶葉をポットに入れる。

　ステラの本業は、温室の花に水をやることだ。一通り終えたら、すぐにも礼拝堂に向かおうと思っていたのに、今朝はひっきりなしに想定外の事件が起きていた。

　──ちりんちりん。可愛らしい音が微かに聞こえた。また、温室の扉が開いたのだ。

「失礼します。こちらに若君はいらっしゃっていませんか？」

　もう何人目か分からない侍従が折り目正しく言い、ステラは戸口に向かって叫んだ。

「おられません！」

　お願いだからそのまま帰って！　ステラは切に祈ったが、プーちゃんの魔力で声まで魅力的に聞こえているのか、「いま、天使の呼び声が聞こえた……？」などとわけの分からないことを呟きながら、従僕はふらふらと温室の奥まで足を踏み入れてくる。

　良い香りのするシルクジャスミンの樹を回って、ステラの後ろ姿を見つけた従僕は、ほうとため息をついた。

「何と美しい背筋の女性だろう……あのしなやかな柳やなぎ腰ごし……僕の理想どおりの女性だ！」

「──何だお前も来たのか」

「ここに若君はいないぞ」

「帰れ帰れ！」

　行方不明のローラントを捜して温室にたどりついたあげく、居着いてしまった男たちがステラに代わって声をかける。

　テーブルの周りには、壮そう年ねんの家令を中心に、従僕が数名、衛兵数名、それから高齢の医者まで集まって、みんなしてのんびり茶を飲んでいる。朝から姿が見えないローラントを捜すよう指示したのは家令だが、温室にやって来た彼はステラを一目見るなり捜そう索さくを諦め「私はここで若君がおいでになるのを待つ！」と宣言して座り込んでしまった。そしてステラを隣に座らせ、茶を給仕させ続けている。

　……この人たち、本当にローラント様を探す気あるのかしら。

　ステラは心の底から男どもを追い出したくてたまらなかったが、家令といえば使用人たちの頂点に立つ偉大な存在だ。怒ど鳴なりつけるわけにもいかないし、その目を盗んで礼拝堂に行くこともできない。

「温室係のメイドに、こんな美人がいたなんて知らなかったよ。君たちは知っていたのか？　ずるいな！」

「いや。たったいま来て、驚いたところさ」

「何しろ、ここはよく死ぬからなぁ」

　従僕たちの雑ざつ談だんに、ステラはびくりとした。

「あの、温室係がよく死ぬって……？」

　──悪魔の生いけ贄にえのこと？　ステラが驚きの視線を送ると、発言した従僕は、「隣にお座りよ」とばかりに椅子を引いた。

「若君の病気さ。伝染性の病やまいで、温室係になったメイドは、いつもすぐに死んじゃうんだ。君もメイド頭に言われなかった？　若君が来たら、すぐ外に出るようにって」

「あ！」

　そう言えば、そんなことを言われた気がする。

「若は不思議な体質でなぁ。普通はあの病にやられたらすぐ死んでしまうというのに、体調不良で寝込む日はあっても、翌日にはまた元気になっておられる。身に死病を抱えながらも、命を貪られることのない珍しい体質だったのじゃ。『僕は妖精王と友達だから死なないんだ』などと笑っておったがのお……」

　高齢の医者が髭ひげを引っ張りながら言い、家令が不機嫌そうに話を引き継ぐ。

「ですが温室係のメイドたちは、まるで彼の身み代がわりのように次々死んでいきました。中には、噂うわさを聞いて夜逃げする娘もいましたね。昨日までいたはずの娘が、今朝には突然いなくなっているのも日常茶さ飯はん事じで、次の娘を探すのに苦労したものです」

「しかしこれだけ捜しても若が出てこんのを見ると、とうとう、どこぞで倒れてあの世に……いやいや。妖精の国にでも、連れていかれてしもうたんかもしれんのお」

　──これだけ捜してもって、あんたたち全然捜してないじゃない。本当に心配なら、早く捜しに行きなさいよ！　と言いたくなるのをステラは堪えた。

　たぶんローラントは、もう邸内にはいない気がする。なぜなら、悪魔崇拝の秘密をステラやアスレイドに見られてしまったから。

「──はい、どうぞ」

　空になった執事の茶器に香草茶を注そそぐついでに、ステラは新入りの侍従の前にもカモミールティーを置いてあげる。もちろんお茶うけには、赤トウガラシをそっと添えて。

「角砂糖までありがとう、優しいね……え？　これトウガラシ……？」

　従僕は不思議そうな顔で、トウガラシをつまんだ。

「そうよ。このまま温室にいたいなら、それをポケットに入れておいて。そうしたら、あなたたちの魔性が抑えられるから。嫌なら、今すぐ出て行って」

「ポケットに……？　プレゼントってこと？　嬉しいな、勿もち論ろんそうするよ！」

　新入りの従僕はトウガラシ様を丁寧にハンカチで包み、そっとポケットにしまった。

　──これでこの人も、少しくらい日が陰っても魔性に変身することはないわね。

　ステラがほっと安あん堵どすると。

　ちりんちりん。温室の扉が、また鳴った。

　ステラはうんざりして、何度めか分からない言葉を叫ぶ。

「若君なら、ここにはいらっしゃいません！」

　だがやはり来客はどんどん中に入ってくる。

　乱暴な足音とともに温室に入ってきたのは、従僕でも衛兵でも庭師でもない──白いシャツ姿のアスレイドだった。上着がない代わりに、胸元には大小様々の十字架がかかっている。まるでありったけの十字架を首にかけたように。

　アスレイドは、男たちにとり囲まれたステラの状況を一いち瞥べつすると、衝撃を受けたように切れ長の瞳を見開き、あえぐように呟いた。

「ああ、オレの真珠──。くそっ、違う！　おい貴様、男を侍はべらせて茶会とはいい身分だな？　オレを差し置いて──ではなく。もっと他にやるべきことがあったはずだろう！」

「こ、これはお茶会なんかじゃないわ！　温室の管理は、私の仕事なの！」

「男遊びしているようにしか見えんが。この中で誰が一番、お前の気に入りなんだ──ではなくて！　くっ……オレの頭はおかしいのか？　この女が男どもに囲まれているというだけで、どうしてこんなに胸がざわめく……！」

　アスレイドは思い切り顔をしかめながら深呼吸すると、不機嫌そうに言う。

「朝一番で礼拝堂に来いと、修道──神父に言われたはずだ」

　修道士と言いかけたアスレイドは、ニセ神父なのが屋敷の人間にバレると云うん々ぬんを思い出し、とっさに言い変える。

「ステラ、こちらの方はどなたです？」

　嫉妬心を瞳に滲にじませた家令に問われ、ステラは背筋を伸ばして答えた。

「し──神父様のお友達です！」

　ステラまで修道士と言ってしまいそうになり、慌てて余計な口をつぐんだ。うっかり「法王庁の聖堂騎士で……」と詳くわしい説明をしようとすれば、絶対に秘密のはずのトゥーランジャーの悪魔皿のことまで漏もらしてしまう気がする。ステラは、「あとは自分で説明してよ」という眼差しをアスレイドに投げる。

　アスレイドは、とんでもない説明を捏ねつ造ぞうした。

「このメイドが人生に悩なやみ、出家の相そう談だんをしたいというので、神父様は朝から時間を作って礼拝堂で待っておられた。しかし来なかったので、迎えに来た」

「ええっ！　ステラちゃん、出家したかったの!?　どうしてっ！」

　アスレイドの言葉を真に受け、男たちは騒そう然ぜんとした。

「出家なんかしたら、恋愛も結婚もできないんだよ！　考え直してよ、今なら間に合う!!」

「メイドが嫌になったのか？　それなら俺と結婚しよう！」

「いや私と!!　妻つまとは別れるから──」

「既婚者は引っ込んでろ！　ステラ、僕と結婚してくれ！　このトウガラシに愛を誓う！」

　あっという間に、茶会は戦場と化した。ステラは、つかみ合いを始めた男たちからじりじり後ずさりする。──とん、とその背中が、後ろにいた男にぶつかった。極めて不愉快そうに腕を組んだアスレイドだ。ステラは喧けん嘩かの原因を作った青年に食ってかかる。

「とんでもないこと言わないでよ！　あたし、出家なんかしないわ！」

「ほう、そんなに俗世で男たちと遊びたいのか？　それならば、オレと──違う！」

　何か言いかけたアスレイドは、うんざりしたように首を振る。火花のような怒りを秘めた瞳で、ステラを睨んだ。

「貴様、男が嫌いだなどとぬかしていたが、それは男に取り入るための噓だろう！　清せい楚そぶっておいて、本当はかなりの男好きなんじゃないか。背筋が震えるほどのその魅力で、今まで何人の男を地獄に突き落としてきた？　オレは簡単には誑かされんぞ！」

　言いながら、十字架を握ったアスレイドの手は小刻みに震えている。理り不ふ尽じんな言葉を投げられたステラは、気き丈じように言い返した。

「た……誑かそうとしてないわ！　あんたなんかぜんぜん好きじゃないし、これっぽっちも興味ないんだからっ」

　ふいと顔を背けたステラは、アスレイドの瞳に傷ついた光が走ったのを見ることはなかった。対抗するようにアスレイドもステラに背を向けると、冷静さを取り戻すべく何度か深呼吸する。感情を抑えた低い声で告げた。

「……伝言だけ伝える。オレの傷が治ったから、今夜もう一度、悪魔の召しよう喚かんを行う。仕事を終えたら、別館に来い。それまでに、悪魔の名前を最低でも一つは思い出しておけ」

「え、治った？　なに強がり言ってるのよ！　すごく血が出てたじゃない！」

　たった一日で、あんな傷が塞がるはずがない。

「もう治ったんだ」

「うそ！　隠しても無駄よ！」

　ステラは思わず、アスレイドの脇腹を探った。

「うおっ！　きっ……急に触るな!!」

　シャツ越しに腹を撫でられたアスレイドは背筋をのけぞらせ、たたらを踏んだ。目元を真っ赤に染めてステラの腕を振り払う。あまりにも過敏な反応にステラは、ますます疑いを深めた。

「隠さないで、本当は痛むんでしょ！」

　ステラは再びアスレイドの体に腕を伸ばす。彼は初う心ぶな乙女のように潤うるんだ瞳を見開き、十字架を握りしめて叫んだ。

「や、やめろ……！　これ以上貴様に触れられると、オレの心と体が……！　とっとにかくあっちへ行け！」

「──きゃっ！」

　さらに追いかけようとしたステラは、テーブルの脚に躓つまずいて小さな悲鳴を上げる。

　その瞬間、つかみ合いをしていた男たちが、はっと動きを止め、二人を振り返った。

　──おまえ、僕たちのステラちゃんに何をしたんだ!?

　そう言わんばかりの、敵意に満ちた眼差しがアスレイドに突き刺さる。狼騎士は、まだ頰を濃い緋色に染めたまま、高こう慢まんに顎を上げて男たちを睨み返す。

「どいつもこいつも、悪魔の魔力などに誑かされて。心身の鍛きたえ方がなってない奴らだ」

　アスレイドは奥歯を嚙みしめるようにして言うと、サッと踵きびすを返して出て行った。







　夕食後の皿洗いを終えたステラは、そのまま急いで別館へ向かった。

　二階の食器部屋に飛び込むと、金髪の修道士の足元に跪いて、朝一番に訪問できなかったことを詫びる。

「修道士様、ごめんなさい！　あたし、今朝は朝食当番に当たっていて──」

「うっ……!?」

　ガブリエルは突然ステラに背を向け、貧血でも起こしたように片手で顔を押さえる。

「ス……ステラさん！　あなた、ニンニクを……!?」

　息も絶え絶えに呟くと、修道士は慄おののいたようにステラから後ずさっていく。

「ニンニク……？　あっ！　朝から厨房で仕込みをしていて……ほんの少し触っただけなんですけど……」

　ステラは自分の指を嗅かいでみた。……特に気にならないけど。

　ガブリエルは足早に窓辺に直行すると、新鮮な空気を求めて窓を開け放った。彼の様子を横目で見ながら、ステラは持参した上着を狼男に差し出す。

「これ。洗って、破れた所は縫っておいたわ」

　受け取ったアスレイドは一瞬驚いた表情をし、魅入られたように布に顔をうずめる。

「いい香りだ……お前の香りが移っている……」

　アスレイドの表情が、満足げに微笑んでいるように見えたので、ステラは慌てた。

「ち、違うわ、ただの石せつ鹼けんの香りよ！」

「間違いなく、お前の移り香だ。鼓こ動どうがはやって、触れるだけで理性が飛ぶような……くっ!!　貴様、オレに何を言わせる気だ!?　オレは酒も煙草たばこも断っている！　女の残り香などで酩めい酊ていしてたまるか！　──それより貴様、悪魔の名前は思い出したんだろうな!?」

　突然、話の核かく心しんに迫ってきたアスレイドに、ステラはぎくりとした。

「そ、それなんだけどね……思い出すにはプーちゃんの助けを借りないと……」

　ステラは桃色ペットを探して辺りを見る。

「お前の頭の上にいる」

　ステラが手を伸ばすと、ふにゃりと指が沈しずみ込む極ごく上じようの手触りにぶつかった。

「プーちゃん、今日はあなたの友達について聞かせて。モルちゃんにシーちゃんに、サロメ……色々いるでしょ？　一番性格が悪くて、早く捕まえなきゃいけない悪魔って誰？」

「そりゃサロメかパナっちに決まってます～」

　フグの悪魔は、ステラの手の上でパタパタえらを動かしながら、素直に答えた。

「サロメは長い名前の悪魔よね。パナっちっていうのは？」

「復讐と恨みの悪魔でぇ、ちょっとしたことで恨んで仕返ししてくるんです！　……そんなどーでもいいことよりご主人様ぁ、恋バナしましょーよ！　今日一日でいろんな男に出会って、恋に落ちたりしませんでしたかぁ？」

「そこはオレも気になるところだ。正直に言ってみろ、ステラ。好きな男ができたのか？」

　フグの言葉に、なぜかアスレイドが乗ってきた。上着に袖を通した狼騎士の顔は怖いほど真面目なうえ、右手はしっかりと剣の柄を握りしめている。

　だ……誰か切るつもりなの？　でも「誰か」って、ここにはあたししかいないんだけど！

　ステラは焦りと恐怖で半々になりつつ、首を横に振った。

「あたしが恋なんかするわけないじゃない！　悪魔が世界を滅ぼしちゃうかもって時に、何言ってるのよ！　それよりプーちゃん、もうちょっとだけ悪魔のこと教えて。パナっちはトゥーランジャーの大悪魔？　本名を知ってる？」

　小悪魔は笑った。ステラの背後をふよふよ泳ぎ始める。

「プププ！　パナっちはそんなに力ないですよー。大悪魔なのはぁ……隙ありっ！」

　小悪魔は叫んだかと思うと、くるりと一回転した。ステラの背中で、笑った振りをして全身棘とげだらけの姿に変身していたのだ。ステラの脇で、何やら神しん妙みように考え込んでいたアスレイドに向かって、毒針を放つ。

「──つっ！」

「やったぁ命中～！　ボクの狙ねらいって百発百中だなぁフフフ！」

「ちょっとプーちゃん、だめじゃない！　毒針なんか飛ばしちゃ！」

「──ステラ……。なぜそんなに不愉快そうな顔をする？　オレに好意を向けられるのは……、そんなにも迷惑なのか？」

　毒針にやられたアスレイドが、雨に濡れた子犬のように悲しげな表情で言った。事態が思い通りに進んでいるのを見届けたフグは、高みの見物をしようと頭上へ泳いで行く。

「そ、そんな顔してもだめよ！　……それ以上近づかないで！」

　アスレイドの青い瞳は、思い詰めたような輝きを宿している。極めて危険な表情だ。ステラは怖くなって後ずさった。

　だが一歩逃げるたび、アスレイドは二歩分距離を詰めてくる。

　とうとう隅っこまで追い詰められ、壁に背を当てて震えるステラの両脇に、アスレイドは両の腕をつく。逃げられないように少女を狭い空間に閉じ込めると、真剣な声で訊いた。

「逃げるな……教えてくれ。おまえがオレを想うことは、この先、一生ありえないのか？　それが無理なら……せめて嫌われたくない。ステラ。お前の側にいるにはどうしたらいい？」

「あ、あんたなんか、ずっと側にいられたら迷めい惑わくに決まってるでしょ！　早くどいてよ！」

　思い詰めた瞳に至近距離から覗き込まれ、ステラは焦った。

「そこまで嫌われてるのかオレは……」

　アスレイドは絶望しきった声で囁くと、耐えかねるように額を壁に当てた。ステラは、苦しげに瞳を閉じて死んだように動かない男をどかそうと、肩を揺さぶってみる。

「どいてよ──お、重い……！　修道士様、助けてください！」

　自力では逃れられないと感じたステラは、頼みの綱つなの修道士を振り返った。ところが、ガブリエルは窓から上体を外に出し、ぐったりと倒れている。

「ああっ！　修道士様!?」

　アスレイドをどかそうとしていたステラの体に、唐突に彼の腕が巻きついた。十字架だらけの胸にステラの顔を押し付けるようにして抱きしめ、自や棄けになったような声が囁く。

「お前は残ざん酷こくな女だな。そんなにオレが嫌いなら、なぜ上着を直したりした？　お前はオレに希望を持たせては、気き紛まぐれに拒絶して地獄に叩き落とす悪魔だ。……そんなにオレをからかうのは面白いか？　オレが一いつ喜き一いち憂ゆうして苦しむ姿が見たいのか？　もう耐えられない。これ以上、お前に弄もてあそばれて、胸をかきまわされるのは……！」

　アスレイドは、肋ろつ骨こつを締め上げるようにして抱きしめてくる。命の危険を感じたステラは、狼男を倒す唯一の希望を探して、ポケットに手を突っ込んだ。

　……ない！　昼間使い果たしてしまったらしく、ポケットにはトウガラシが一つもない。

　真っ青になったステラは、懸命に言いわけを探した。

「う、上着は単に、命を助けてもらったお礼に縫っただけで……弄ぶとかそういうんじゃないわ！　離して……あ、あたしなんか殺して食べたって、全然美味しくないわよ！」

　言いながらも、体が恐怖でがたがた震え始める。だが、彼女の必死の弁解はアスレイドの耳には届かなかったようだ。彼女を抱き締める腕と声に、いっそう力がこもる。

「そんなに怯えて……オレが恐いのか？　この気持ちが、おまえには届かないのか？　ああ、ステラ……もう限界だ。どれほど強く抱き締めても、おまえには伝わらないのなら、これ以上、オレにはどうすればいいのか分からない。──もうどうしようもない。仕方ないんだ」

　アスレイドは腕の力を緩めると、ステラの顔を覗き込む。ふ、と寂しげに微笑むその瞳には、間違いなく狂気が漂っていた。

「──心しん中じゆうしよう」

「は!?　しんじゅうって何！」

「一緒に死ぬんだ！」

「いやあああ！」

　ステラは悲鳴を上げた。構わずアスレイドは少女を腕に抱きあげ、窓辺まで運んでいく。

　たった一つの救いは、窓辺はぐったりして動かない修道士に占せん領りようされていることだった。

「修道士様、助けて！」

　ステラが修道士の金髪を引っ張ると、ぞっとしたように身を起こす。その顔色は真っ青を通り越し、蠟ろうのように白い。

「……うっ……ニンニク……息が……！」

「ガブリエル、世話になったな。オレ達はあの世に旅立つことにした！　ステラが他の男に……と思うともう我慢ならないんだ。二人が来世で結ばれることを祈っていてくれ」

　呼こ吸きゆう困こん難なんのガブリエルも、アスレイドの精神状態が極限まで追い詰められていることに気付いたのだろう。鼻を押さえながら、修道士はアスレイドのロザリオを引っ張る。

「しっかり……なさい、アスレイ……！　神に仕えるため……全てを捨てて、出家したことを忘れたのですか……！　神よ、悪魔に惑わされし子羊を、清めたまえ……！」

　修道士がアスレイドの胸で大きく十字を切ると、狼騎士の瞳にも理性の色が戻ってくる。

「──オレは、こんなところで、何を……？」

　辺りを見回した聖騎士は、腕にしっかりと横抱きにしているステラと目が合うと、びっくりして彼女を落としてしまった。

「どっ──ど、どうしてお前がオレの腕の中にいるんだ!!」

　ステラは強打したお尻をさすりながら、上目遣いで狼男を睨む。

「いったあ……！　あんたが、嫌がるあたしを無理やり捕まえたんでしょ!?」

「オ、オレじゃない……この手はオレのものじゃないんだ！」

「あんたの手じゃなきゃ、誰の手なのよ！　──もう！　あんたってば、全然わけ分かんないわ！　すっごい暴ぼう言げん吐はいたかと思うと、急にあたしに言い寄ってみたり、一緒に死ぬとか言い出したり……何がどうなってるのよ！」

　ステラに糾きゆう弾だんされたアスレイドは、自分のしたことを思い出したのか、熟れきった果実のようにみるみる赤く染まっていく。

「い……言い寄ってなどいるものか！　オレは……貴様など好きでも何でもないんだ！　昼間の光景に嫉妬して荒れているわけでもないし、お前が他の男のものになるのが耐えられなくて、いっそ殺してしまおうと思ったわけでもない！　抱きしめたら気が狂いそうなほど胸が熱くなって、単にわけの分からぬ行動をしてしまっただけなんだ！」

「は？　あんた本当に、言ってることめちゃくちゃよ!?」

「くっ！　誰がめちゃくちゃ惚れてなどいるものか──オレは全くいつも通り、冷静なんだ……！」

　アスレイドは胸の前で、何度も大きく十字を切る。

「そうだ──オレは単に、お前がどうしようもなく醜みにくくて邪じや悪あくだから、いっそ殺して世界を清めようと思っただけだ！　お前のように貧ひん相そうな小娘など、オレは大嫌いなんだ!!」

　追い詰められたアスレイドは、かっとなって叫んだ。

　ステラはぐさりと胸をえぐられ、不意に呼吸できなくなった。

　──あたしって、生きているのが許せないほど醜いの？　……そこまでひどいこと言わなくても。

　傷ついて声も出ないステラの表情を見て、アスレイドはしまったというように息を吞む。

　どうしていいのか分からない右手で、胸元の十字架を握りしめる。

「──なんだ、このわけの分からない感情は……。どうしてあいつが傷ついた顔をすると、オレまで胸を引き絞られるように悲しくなる……？　オレの心なのに、どうして自分の思い通りにならない？　オレは頭がおかしくなり始めているのか？」

　自分に向かって呟いたアスレイドは、綺麗な銀髪をくしゃくしゃに乱してしまう。まるでどうしていいのか分からない心を、無意識に映し出したように。

「こんな不愉快な感情は、生まれて初めてだ。──あいつがオレを糾弾すると、理性が弾け飛ぶほどに、オレは自分が恥ずかしい生き物に思えて、余計なことを口走ってしまう。あいつが悲しそうにしていれば、オレまで泣きたくなる。あいつが笑っていれば──あらぬ期待で胸が高鳴る。くそ。オレの心は……あいつに乗っ取られかけている」

　目一杯髪を乱したアスレイドはきつく目元を閉じると、纏っていた上着を脱ぎ捨てる。

「この上着のせいだ。人肌のぬくもりと、心に忍びいるような薔ば薇らの甘い香りがして──、わけの分からない衝動がオレを衝つき動かす」

　上着に背を向けたアスレイドと対照的に、瀕ひん死しの修道士が上着に向かって、救世主を見つけたというように手を伸ばす。その布で、鼻を守るように顔の半分を覆った。

「ああ、ようやく……意識がはっきりしてきました──」

　衣の下で修道士が呟くと、待っていたかのように数匹のコウモリが外から舞い込む。小さな獣たちが騒ぐ甲かん高だかい声を聞いたガブリエルは、ハッと息を吞んだ。

「アスレイド、遊んでいる場合ではありません！」

「……どうした？」

「町で、不ふ審しん火びが起きているそうです。ただの不始末による出火かもしれませんが、燃えにくい石造りの建物が燃えているそうです。……悪魔が関わっているかもしれません」

　──うそ！　悪魔達が、とうとう悪さを始めたの!?

「私は不審火の様子を確かめて参ります。この体調では、ステラさんの悪魔召喚をお手伝いすることも難しいですから、今夜はこれで解散にしましょう」

「オレも行く」

「あ──あたしも……！」

　動揺しながらステラは言ったが、即座にアスレイドの冷たい視線が刺さる。

「来るな。お前は足手まといだ」

「で、でも消火の手伝いくらいはできるし、あたしだけ吞のん気きに寝るなんて……！」

「いいから部屋に戻ってろ！　貴様が来ると、男どもが群がってどうにもならない！」

　アスレイドは固く拳を握り、困惑したように視線をさまよわせる。

「くそ！　こいつが男どもに囲まれていると想像するだけで、無性に誰かを殴なぐりたくなる。いいか、夜が明けるまで絶対に部屋の外に出るなよ！　扉も、必ず施せ錠じようしろ！　誰が来ても決して開けるな──もしもオレが夜明け前に、火事の詳しよう細さいを報告したいと言ってもだ」

「ど、どうして？」

「馬鹿か貴様は！　──扉を開けたら、オレは即座にお前を食い殺すからだ！」

　アスレイドは飢えた狼らしいぎらぎらした眼差しで言い、ようやく足元がしっかりしてきたガブリエルを引きずるようにして外に出て行く。

　二人のいなくなった食器部屋で、ステラはしょんぼりと呟いた。

「……あたしって、何から何まで役立たず……消火活動さえ、手伝えないなんて」

　皿を割っておいて、名前は思い出せない。アスレイドには怒られる。町へ行こうものなら、プーちゃんの魔力で狼男たちが群れをなして絡んでくる。

「ねえねえご主人様ぁ！　うるさい奴らもいなくなったし、夜遊びに行きましょーよ！　夜の間は、ボクの魔力がずーっと強くなるんです！　何か欲しいものはありませんか？　宝石とかぁ、色っぽい服とかあ！　昼間群がってきた男たちに貢がせてやりましょーよ！」

　ステラの頭の上でふよふよ漂う桃色ペットは、悩みとは無縁の口調でステラを誘う。

「だめ。……今夜は部屋に戻るの」

　今のステラにできることは、自室に鍵をかけて悪魔の名前を思い出すことだけ。

　せめて明日の朝こそは、絶対に早起きして礼拝堂に行かなければ。

　ステラは、もっと遊びたいとゴネるペットをポケットに押し込みながら、とぼとぼと歩き始めた。
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　いつ眠りに落ちたのか、ステラは覚えていなかった。

　泥どろの水底でうずくまるようにしていた耳に、妙たえなる小鳥の鳴き声が聞こえてくる。

「ステラ、──いけない子だ」

　誰かが、悪いた戯ずらするようにステラの髪をそっと引っ張った。

「やめて。眠いのよ……」

　首を振って、鼻につく桃の香りから離れようとしたが、髪にじゃれつく気配は消えない。むしろ彼女の反応を得たことに喜んだ様子で、ますますつきまとってくる。

「ここは肉体の存在する世界ではない、と教えたろう？　眠いのも、瞼まぶたが重いのもただの思い込みだよ。──目を開けてごらん。おまえはもう、こちらの世界で目覚めている」

　優しく頰をつねられ、ステラは嫌々目を開く。きっかり正午の眩まぶしい日差しが、ステラの目を射た。

「まぶし……！」

　顔を背けた拍ひよう子しに、ステラは腕を広げて待機していた広い胸に飛び込んでしまった。

「やあステラ、おはよう。いつも通りの可か愛わいい反応だ」

　甘く笑う声が頭上から降ってくる。顔を上げれば、瑠る璃り色の髪をした絶ぜつ世せいの美び貌ぼうの青年が、すっぽりステラを腕に抱きしめていた。後ろには、美しい桃園がどこまでも遠く広がっている。ステラはうんざりして呟つぶやいた。

「──またあなたなの？」

「そう、またわたしだ。しつこさには定評がある。おまえが口く説どき落とされるまで、十万年でも付き纏まとうからそのつもりでフフフ」

　皿に封じられた謎の大悪魔は、愛いとおしげにステラの黒髪を撫なぜる。ステラは身をくねらせて男から離れようとし、二人の袖そでが縫ぬい合わされているのに気付いた。

「なにこれ!?」

「愛の絆きずなを具現化すべく、ひと針ひと針愛をこめて縫ったんだ。──ああ、嬉うれしすぎて言葉が出ないんだな？　はやる鼓こ動どうで分かるぞ」

「嬉しいわけないでしょ！」

　ステラは布をつかんで思いきり引っ張ったが、二人を縛しばる縫い目はほどけそうもない。昨晩の悪夢では、この男と触れあっている場所がなくなった瞬間、現実に目覚めることができたけど、こんなことされたらどうやって目覚めたらいいのか。

「慌あわてるな。ここは時の止まった庭園だ。ここでわたしと千年暮らしても、目覚めてしまえばいつもの時間に戻るだけ。ほんの一刻さえ、時は進まない」

「あなたなんかと千年も遊んでる暇はないの！　あたしは、一刻もはやく悪魔の名前を思い出さなきゃいけないんだから……！」

　焦あせるステラに、悪魔は魅惑的に微笑ほほえむ。

「それならなおさら、思い出すまでここにいた方がいいな。今夜の火災では死人は出なかったが、明日には出るだろう。火の悪魔は生いけ贄にえを求めているから。おまえは一刻も早く封じたいというが、名前の分からぬ悪魔は封じられない。とすれば、名を思い出すまで時を止めるしかなかろう？」

「ちょっと待って。今夜の火災って──町の不審火は、やっぱり悪魔の仕し業わざなの？」

「そう。トゥーランジャーの貴族悪魔が、石造りの教会を焼いた」

　微笑しながら言った皿男の言葉に、ステラはその場に倒れ伏したい気持ちになった。

　あたしがさっさと思い出せないせいで……聖なる場所が燃やされてしまった！　もう一刻の猶ゆう予よもない！　誰かの命を脅おびやかす前に、封印しなきゃ……！

　ステラは悲ひ愴そうな表情で、桃の木に額を打ち付け、悪魔の名前を必死に思い出す。

「まあ落ち着け、ステラ。一刻も早くというが、ここには一刻も二刻もないのだから。とりあえず、結婚式でも挙げないか？」

「あげるわけないでしょ！　いま真剣に考えてるんだから、邪じや魔ましないで！」

「では着せ替えごっこはどうだろう。メイド服も嫌いではないが、おまえにはもっと華やかな衣い裳しようが似合うはずだ」

「それどころじゃないって言ってるじゃない！」

　悪魔は少し考え、ステラと袖が繫つながっていない右手を、木のうろに突っ込む。

「なら、猫はどうだ？　確かこの辺りに隠れていたはずだが……」

　悪魔が木の穴から手を出すと、白毛に、蜜み柑かん色と茶色の混じった愛らしい子猫が三匹も乗っていた。真っ青な瞳でステラを見上げ、みゃぉうと鳴く。

「あっ！」

　ステラは心臓をつかまれたように思った。ふらふらと子猫に手を伸ばし、子猫特有の大きな頭を撫ぜかける。──だめっ！　これは悪魔の誘惑なんだから、騙だまされちゃだめよ！

　ステラはぎゅっとその手を拳こぶしに固め、子猫から目をそらして叫んだ。

「あ……あたしにはもう邪悪なペットがいるんだから、可愛い猫なんかいらない……っ！」

　本当は、触りたくてしょうがないんだけど！

「残念だ。──おまえたちはもう用済みだ」

　悪魔は美しい唇で冷れい淡たんな言葉を吐はくと、胸にしがみつく三匹の猫を引き剝はがし、ぽいと後ろに投げ捨ててしまう。子猫の悲鳴が辺りに響いた。

「ああっ！　ミケとシロとリリー！」

「もう名前まで決めていたのか？　気の早い奴だ」

　抱き止めようと腕を伸ばすステラの指の向こうで、小さな青桃が三つ地面に転がった。

「猫じゃ……なかったの？」

「ここでは新しい命は、何一つ生まれない。どんなに美しく見えても、所しよ詮せんは牢ろう獄ごくだからな。だが、あちらの世界でどうすれば新しい命が生まれるかなら、教えてやれる。──おまえが誤ご解かいしている、男と女の真実を」

「あ……あたし、誤解なんかしてないわ！」

「している。それも手酷く。赤子はキャベツ畑からではなく、男と女の愛から生まれる。……どうやって作るか、詳くわしく知りたいだろう？　今日だけ特別に、無料で丁寧に教えてやる。ゆっくりと時間をかけて」

　美貌の悪魔は、困惑しているステラの顎あごを上向かせ、意味深に微笑む。桃園の奥に垣かい間ま見える東屋に連れて行こうと、ステラの手を引いた。

「そ、そんな風にさも親切そうに言ったって、あたしは騙されないわっ！　子供はぜったいに、天使の世話するキャベツ畑から生まれるのよ！」

　このまま悪魔について行ったら大変なことになる気がして、ステラは手を振りほどいた。

「そんなニセ情報なんかと引き換えに、あなたを解放したりしないんだから、もうあたしに付き纏うのはやめて！」

　怒って睨みつけるステラを見下ろし、悪魔はからかうように首をかしげる。

「何が起ころうと、絶対の絶対にわたしの皿を割るつもりはないと？」

「そうよ！　あたしの決心は、ダイヤモンドより固いんだからね！」

「フフフおまえの決意を翻すことは、砂を踏むほど簡単だ。例えばこんな条件はどうだろう？　おまえが逃がした悪魔どもを、全て捕まえてやる」

「えっ──」

「いつもおまえはそうだ。傷だらけになる前に、わたしの手を取って頼めば良いだけだというのに。教会を燃やした火の悪魔はもちろん、サロメ、シージアム、パナストリア、それにモルちゃんも捕まえてやろうよ──愛しいお前のために」

　魅惑的な声音が、ステラの耳元で甘く囁ささやく。

「どうせ誰一人として、名を思い出せないのだろう？　フグの小悪魔も、のらりくらりするだけで決して漏もらすまい。漏らせば、のちにその悪魔に復ふく讐しゆうされることが分かっているからな。一撃で悪魔を仕留めるだけのエクソシストにならともかく、不器用なおまえになど漏らすのは自殺行為だ。……八方塞ふさがりのステラ。だがわたしなら、おまえを助けてやれる。さあ、この手をとれ」

　優しげな声で言い、悪魔は刺いれ青ずみの入った右手を差し出す。

「あなたは、あたしが逃がした悪魔たちの名前を全部知っているの？」

「もちろん。わたしは教えたがりだから、さっきから教えたくてうずうずしている。──だが教える前に、結婚式の日取りを決めて、皿を割ってくれると約束してくれなければ」

「だめ！　得体の知れない大悪魔を外に出すなんて無理よ！」

「おまえの悪魔だ。おまえはもう、皿の魔法についてよく知っている。きちんと名さえ聞きとれば、わたしは皿を割った者に仕えることとなる。──おまえの忠実な悪魔しもべになる。他の全ての悪魔を、捕まえてやろう」

　悪魔はうっとりするような笑みと、天使のように耳触りのいい声で誘惑してくる。ステラは、抱きしめようと腰に手をまわしてくる悪魔の肩を押し返した。

「し、信じられないわ、そんな都合のいい約束！　何か裏があるでしょ!?」

「おまえを愛しているだけだ。美しく愛しい、わたしのステラ」

　誠実さを証明するように、悪魔は胸に手を当ててステラを見つめる。

「う……噓うそつき！　甘い言葉であたしを騙して、お皿の外に出たら世界を滅ぼす気ね!?」

「興味ないな。せいぜいわたしがするとしたら、おまえに言い寄る男を、端はしから殺して回るくらいだよ」

「騙されないわ！　極悪非道な大悪魔のくせに！」

　ぷいと横を向いたステラの髪をひと房すくいあげ、悪魔は軽やかに笑う。

「何も慌てて結論を出す必要はない。とりあえず、一緒に桃でも食べないか？　愛のしるしに、一番美う味まそうなのを剝むいてやろう」

　皿男が本気で桃を選び始めたので、ステラはすっかり脱力した。

「桃を食べたら、ルシオラを見に行こう。懐かしい都が、あの川向こうにあるんだ。……そう、わたしたちが将来を誓い合ったあの都だ。──ああ！」

　悪魔は突然、悲しげな声を上げた。

「すまない、ステラ。わたしには左手がないから、桃をもいでやることはできても、剝いてやることはできないのだった」

　彼は途方に暮れた顔をして、完熟した桃を渡す。ステラは反射的に貰ってしまった。

「い……言っておきますけど、あたし絶対、あなたのために桃なんか剝いてあげないから！　果くだ物ものナイフもないし、お皿もないんじゃ剝きようがないんだからね！」

「嫌だと言いながら、剝く気満々だなステラ。ナイフならこの辺に……」

　悪魔は、今度は袖の中から果物ナイフを取り出す。それを見た瞬間、ステラは閃ひらめいた。

　熟れた甘い桃に未練もあったが、ナイフを受け取ったステラは、迷わず自分の袖に向けた。二人を繫ぐ布を切り裂くと、ふっとステラの体が軽くなる。

「ステラ──！」

　悪魔が腕を伸ばして捕まえ直すより早く、ステラは夢の世界を飛び出した。
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　翌朝。ステラは、小鳥が鳴くより早く起きると急いで礼拝堂へ向かった。

　静まり返った礼拝堂の会衆席で、アスレイドが死んだように眠っている。

　ゆうべはずっと火事場で消火活動をしていたのかもしれない。ステラは足音を殺して側をすり抜け、修道士を探す。

　小さな台所で、修道士は水栽培のカブから葉っぱをちぎっていた。

「修道士様、おはようございます。あの、昨夜の火事って……教会だったんですか？」

　ガブリエルは驚いたように振り返った。

「なぜそれを？　──ええ、その通りです。幸いにも、死者は出ませんでしたが」

　皿男の言った通りだわ。あいつ、噓をついたんじゃなかったのね。ってことは、トゥーランジャーの貴族悪魔が──あたしの逃がした悪魔が犯人だっていうのも本当よね……。ステラは深い罪悪感を感じ、修道士の足元に土下座した。

「ごめんなさい……！　あたしのせいで教会が……！　さっさと名前を思い出せないばっかりに、トゥーランジャーの悪魔が町を燃やしてしまいました！」

　今夜には皿男の予言通り、死者が出てしまうかもしれない。

　──誰かの命が失われる。そうなったらもう、取り返しがつかない……。

　ステラは謝りながら、泣き出した。泣いてどうにかなることじゃない、謝って済むことじゃない。分かっている。でも──。

「泣くな」

　いつ起きたのか、後ろに狼男が立っていた。またステラの頭に、上着をかける。さっきまで狼男が身に纏っていた上着は重くて、ふわりと温かい。

「神父が火傷やけどし、修道女が数名、転んで擦すりむいたくらいだ。大きな被害は出ていない」

「でも……今夜はそれじゃ済まないわ！　悪魔は生贄を欲しがってるんだもの！」

　上着をずらし、涙の滲にじむ瞳でステラが見上げると、アスレイドははっと息を吞んだ。ひと瞬まばたきの間、魅入られたようにステラを凝視した後、胸の十字架を握りしめる。何かを断ち切るように小さく首を振って訊きいた。

「なぜ、生贄を欲しがっていると分かる？　何か思い出したのか？」

「思い出したんじゃなくて、皿男が言ったの！　あなたも知ってるでしょ、あの欠けた大皿よ！　あたし、あの悪魔に毎晩『割れ！　割れ！』ってしつこく呪われてて、その悪魔が、教会を燃やしたのはトゥーランジャーの悪魔で、自分の皿を割ってくれたら封印を手伝ってやるって誘惑してきてるの！」

「なっ──早く言え！」

　アスレイドは、背を翻ひるがえして奥の小部屋に入っていく。ステラと修道士も後を追った。

　書斎風の小さな部屋には、壁際に大きな本棚があり、空いた床を埋め尽くすように、悪魔皿を詰めた木箱が運び込まれている。

　アスレイドは木箱を次々開けていき、桃園の悪魔皿を探し出すと、修道士に見せた。

　桃園の皿男は、やはりこちらに背中を向けていた。熱心に袖を縫い直している様子だ。何も知らない者が見れば、刺し繡しゆうにいそしむ清せい楚そな美女の後ろ姿にしか見えない。

「十四枚目の大悪魔の皿だ。ステラが言うには、絶世の美女らしいが──」

「見た目は美女だけど、夢の中では女装した男だったわ！　とってもしつこい変態なの！」

　ステラの説明を聞いた修道士は、難しげな表情で首を傾ける。

「一昔前の法衣に似ていますね……。神の衣を纏う悪魔。美女の顔をした男……。そして背景は、地獄ではなく美しき果樹園とは。引っかかるところがあり過ぎますね」

　独白した修道士は、ふっと緑色の瞳を細めた。

「──もしやこれは、リアストラの園では？」

「リアストラの園って？」

「エレギウス書の二百十八ページ、十五節から二十三節にありますよ──ごらんなさい。〝神の野に至りて時の狭はざ間まに眠り、天使の呼び掛けし時まで眠れ。永久なるリアストラの園にて春と夏と秋と冬が過ぎて、しかしそのどれ一つも動くことはない。時の楔くさびから弾はじかれることこそ、真の償いと思うべし。かの獄に鍵かぎはなく、許される日は永久に来ない。ただ己が罪を悔いる時まで〟とね」

　修道士は聖書を開き、神の文字を読みあげてくれたが、ステラにはよく意味が分からなかった。分かるのは、罪を犯した者が閉じ込められる場所だ、ということだけ。

「──ああそういえば。ここに、いいものがありましたね」

　ふと修道士は、本棚から一冊の大きな本を引っ張り出した。ひと抱えもあるような書物からは、古ぼけた羊皮紙の匂いがする。

「主要な悪魔たちについて記されている『悪魔辞典』です。これを見れば、火事を起こした悪魔について、手がかりがつかめるかもしれません」

「そんな便利な物があったんですか！」

「全ての悪魔が網もう羅らされているわけではないので、お役に立つか分かりませんが」

　読書台に辞典を運ぼうとする修道士に、後ろからアスレイドが不機嫌そうな声で唸うなった。

「おい待て。それは、持ち出し禁止の書物だろうが」

「ふふ。こんなこともあろうかと、上司から借りていたのです。大聖堂の地下室で眠り続けるより、ステラさんの役に立った方が有益なのですから、目をつぶって下さい」

　修道士が笑顔でこたえると、アスレイドはため息をもって返事とした。

　分厚い本が読書台に置かれると、ステラは恐る恐る、最初のページを開いてみる。

　びっしりと謎の文字が並んだ書物を前に、ステラは絶望した。

「すみません修道士様、あたしには、悪魔の文字は読めません……」

　ぱたんと本を閉じたステラの目の前に、アスレイドの長い指が伸びる。

　彼は後半のページを開き、絵日記形式で悪魔絵が描かれているのを指さす。

「おまえにラテン語が読めるなどと、はなから期待していない。見覚えのある悪魔を探せ。名前の一部や、趣味嗜し好こう、かつて滅ぼした国、気に入っていた家柄、分かっている範囲の交友関係などが記されている。気になるものがあれば、読みあげてやる」

　……え、今日は優しい？　どうしたの？

「そもそも、お前に文字というものが読めるとは期待していない」

「失礼ね、あたしだって普通の文字なら読めるわよ！」

　言い返して、ステラはページを順番にめくっていく。様々な悪魔絵があったが、どれもローラントの妖精絵の半分も上う手まくない。子供の落書きのように適当な素描ばかりだ。きっと、実際に見たわけじゃない人が、噂や言い伝えを頼りに描いたのだろう。

「あ！　この悪魔、見覚えあるわ！」

　ステラは、顔から三本の脚を生はやし、長い鎌の柄を咥くわえた悪魔を指さして言った。

「──この狡猾なる悪魔は、十三の貴族悪魔の一匹であり、謀略と姦かん計けいを司つかさどる。元老議院の礎そ石せきの下に刻まれている名と同じ名を一つ持ち、主として貴族・権力者に憑ひよう依いする……」

　淀よどみなく読み上げるアスレイドの声を、修道士が遮った。

「その悪魔なら、無事にあちらの箱に確保されていますよ」

　アスレイドに軽く睨まれ、ステラはさっと視線をそらした。

　──しょうがないじゃない。こういうこともあるわよ！

　次のページをめくろうとしたステラは、ふと思いついて訊いた。

「この本って、プーちゃんも載ってるんですか？」

　修道士は少し考えてから首を振った。

「……おそらく、いいえ。彼はまだ若い悪魔ですから」

「でもプーちゃんって、五百年も生きているんでしょう？　だったら──」

「子供だろう。悪魔は基本、不死だからな」

　アスレイドが言ったので、ステラはびっくりして手を止めた。

「えっ！　悪魔って死なないの？　でも、あなたが斬ったら消えちゃったじゃない！」

　ステラはしっかり見たのだ。狼騎士の剣が、悪魔を霧に変えたのを。

「あれは死ではない。分解といったところだ。黒い煙は、生きた人間や動物の悪意・憎しみを吸い、何者かに憑依して新たな悪魔に凝固する。宿主に寄生し、その邪悪さによって大きく育つ。やがて主を食い殺して、一人前に独り立ちする」

　なんて恐ろしい存在なの！　ステラは思わず身震いした。

「ですから本来、悪魔は斬るものではなく、封じるものなのですよ。──ああ。そろそろ朝の鐘かねを鳴らさねば」

　ガブリエルは、窓から差し込んできた朝陽に気付き、顔を上げた。もう外はすっかり夜が明け、高い窓のステンドグラスは虹色の光を放っている。

　ステラは悲しげに、本を閉じた。

「……ごめんなさい。あたし、どうしても火の悪魔が思い当たりません……」

　ヒントになるのは皿男の言葉だけ──貴族悪魔であること。生贄を欲しがっているから、今夜もどこかに火をつけるだろうということ。

「今日の日没まで、精一杯考えてみてください。それでも思い出せなければ、一緒に街へ行きましょう。悪魔の姿を見たら、あっさり思い出すかもしれませんからね」

　修道士に慰められ、ステラは力なく頷うなずきかける。だが途中で、泣きそうな顔になって首を振った。

「修道士様……だめです。あたしが町へ出たって狼男たちが群がってくるだけで、悪魔の姿は見えないんです！」

　ステラは、己の役立たずっぷりを再認識し、また泣きたくなった。

「──オレが守ってやる」

　腕を組んだアスレイドの声が、斜ななめ上から落ちてきた。見上げると青い瞳が、毅き然ぜんとしてステラを見つめていた。

「群がってくる男どもを蹴け散ちらすくらい、何でもないことだ。悪魔の姿については──目一杯分かりやすく描写してやる。……オレがお前の目になろう」

　アスレイドの顔は不機嫌そうだったが、その声は驚くほど優しく聞こえた。

　ステラの胸に、暖かい光が広がる。──この人、顔は怖いし、本性は飢えた狼だし、時々すごく酷ひどいことも言うけど、本当は思いやりのある人なんじゃ……？

「ご安心ください。こんなこともあろうかと、私はあなたの命の紐ひもを、ちょうちょ結びにしておいたのです。些さ細さいな衝撃で、簡単に解けるように」

　見つめ合う二人の間に、修道士の軽やかな声が響く。

「また肉体から離れれば、悪魔の姿も見えますからね。悩む必要はありません。うっかり死んでしまうことと、空っぽの肉体に変な物が入り込まないようにすることだけが課題ですが、必要なら私の祖父が愛用していた棺かん桶おけを貸して差し上げますから」

　満面の笑みで修道士が提案した発言に、ステラは眩暈めまいを感じた。

　──いやよ、幽霊なんかになりたくないわ！　心の底からそう叫びたかったけど、悪魔を見るための方法が他にない以上、ステラに抗議する権利はない。

「お前の祖父は、幽体離脱が趣味だったのか？　なぜ棺桶などを愛用するんだ？」

　悲しげに黙り込むステラの隣で、アスレイドが妙な所に突っ込んでいた。







　ステラは今朝も、大量の芋いもを剝いていた。厨ちゆう房ぼうで、一緒にジャガイモを剝くはずの赤毛の先輩の姿はどこにも見えない。ステラは、ラリサの分も必死になって働いた。

「──あーら、ごめんなさい？」

　意地悪な声が響いた直後、ステラの頭に凍こおるような水が降ってくる。

「きゃあっ！」

「ごめんなさーい。いるのが見えなくって、お水こぼしちゃったわあ！　これ使って？」

　ラリサが差し出したのは、使い古したボロ雑ぞう巾きんだった。到底そんなもので体を拭ふく気になれず、ステラは悲しげにラリサを見つめ返した。

「なっ、なに見てんのよ！　サボってないで、とっとと仕事しなさいよ！　私はまた水汲くんで来なきゃいけないんだから──どいて！」

「あたし、汲んでくるわ」

　他のメイド達の視線に耐たえかねたステラは、ラリサから桶を奪って井戸に駆け出す。

「……ラリサ、まだすごく怒ってるわ……」

　井戸端にしゃがみこんだステラは、寂しい気持ちで呟いた。

　どうやったら、ラリサの怒りをなだめられるの？　せっかくできた友達なのに──。

「ステラちゃん！　どうしたんだ、そんなにずぶ濡れで！」

　井戸端で途方に暮れるステラに、通りかかった青年が驚いた声をかけた。顔を上げると、夜勤明けのニコライがいた。彼は素早くハンカチを取り出すと、跪ひざまずいてステラの髪や顔をぬぐってくれる。

「ち、近寄らないで……！」

　寒さに震えながら、ステラは必死に離れようとした。こんな姿をもしラリサに見られたらますます誤解される。膨ふくれ上がるラリサの怒りを想像すると、生きた心地もしない。

「井戸水が重すぎて、かぶっちゃったのか？　可哀想に！　俺が運んであげるよ」

「け、けけ、けっこうです！」

　ステラはぶるぶると首を振った。ニコライなんかに水桶を持たせて厨房に戻ったら、ラリサは間違いなく爆発する。

「いいから。──君さ、ほんとは裁縫ド下へ手たで、ラリサに泣きついたんだって？　ごめんね、無理なお願いしちゃって。指とか、怪け我がしなかった？」

　ニコライは片手に水桶を持ち、もう片方の手で、さりげなくステラの手を握る。

「ひゃあ！」

「氷みたいに冷たい手だ。──無神経なお願いしちゃったお詫わびに今度、食事を奢おごるよ。うちに遊びに来ないか？　俺の母さん、裁縫得意なんだ。ゆっくり教わるといいよ」

　亜あ麻ま色の髪の衛兵は、ステラに甘く微笑みかける。

　吸血鬼の家に誘われたステラは、めいっぱい首を振った。絶対に、吸血鬼の家になんかついて行かない！　空いた方の手でポケットのトウガラシを探ろうとした時、館の陰からジッとこちらを凝視している、ほの暗い視線に気付いた。ステラとニコライを睨みつけていた嫉しつ妬と深い少女は、悪鬼のような形相でこちらに向かってくる。

「なかなか戻ってこないから、様子を見に来てみれば──ステラ。あんた、水汲みサボって、誰と……どこへ行くんですってえ？」

「どどど、どこにも、いか、行かな──」

「ラリサ。いいところで会った。俺さ、お前に頼みがあるんだ。朝一番で、会いに行こうと思ってたとこだ」

「あら、なあに？　またどこか破いちゃったの？　しょうがない人ねえ！」

　ラリサはコロッと態度を変えた。満面の笑みでニコライの腕に馴なれ馴れしく手をかける。

　だがニコライは冷たい表情でその手を外し、ステラの凍こごえた手を胸に引き寄せた。

「別れてくれ。俺、好きな子ができたんだ」

　さっきまで微笑んでいたラリサは、魂が抜けたような顔で凍り付いた。

「ゆうべひとばん考えてた。その子に一目会った時から胸がときめいて、つまんねー夜勤の最中でも、全然眠くならないくらいなんだ。また会いたくて、どうしようもなく面おも影かげが浮かんできて……。こういうのが、運命の恋なんだと思う」

「…………」

「彼女ほどじゃないけど、お前もそこそこ可愛いから、すぐ次の彼氏もできるだろ。──じゃあ、元気でな」

　ニコライはステラの手を握ったまま、素早くラリサの前を通り過ぎようとする。ステラは手をひっこ抜こうともがいたが、凍り付いたように冷たい指にはほとんど力が入らないし、兵士のニコライは大きな手に力を込め、ますます強く握りしめてくる。

「……待ちなさいよッ！」

　ラリサはステラの腕をつかむと、思いきり体を揺さぶった。

「私の彼に何したのよ、この魔女！　私たちが別れるように、変なおまじないとかしたんでしょ!?　一撃で別れる呪いを知ってる、って自慢してたわよねえぇ！」

　ラリサの瞳は血走り、見た者がゾッとするような憎悪が渦巻いていた。

「と、トウガラシ様は呪いじゃないわ──で、ででもラリサ。この際だから、吸血鬼と別れた方が幸せになれる──」

　パシン！　ステラの言葉を待つことなく、ラリサは容よう赦しやない平手を喰らわせた。
















　──いたっ……！　歯が折れそうな痛みと衝撃を感じたステラは、倒れそうになる。

「あんたはそうやって、心の底で、私と彼が別れることを望んでたのね！　あんたには吸血鬼でも、私には王子様だったの!!　世界一大好きだったのよ……！」

　瞳を潤ませて叫ぶラリサを見た瞬間、ステラの胸がズキリと痛んだ。

　──何か、とても大きな過あやまちを犯した気がした。

「おいラリサ、何てことするんだ！」

　倒れそうになったステラを、ニコライは自分の背中にかくまう。ラリサは悔しさに震えながら、ステラを睨み続けた。灼しやく熱ねつの業火のような、深い憎しみが燃えたつ瞳で。

「あんたがそうくるなら、もう私も容赦しないわ！　悪魔の力を借りてでも、復讐してやるんだから……！」

　ラリサは最後に、冷たい瞳で自分を見下ろしている元恋人の端整な顔を、ちらりと見上げる。震える唇をぎゅっと嚙みしめて、二人に背を向けた。

　ステラは、駆け去る赤毛娘のふくらはぎに、シミにしては大きな痣あざがあるのを見つけた。泥が跳ねたにしては、やけに動物っぽいけれど──。

　ステラがよく確かめる前に、ラリサの背中は屋敷の角を曲がって消えてしまった。







　温室にいる間中、ステラは考えた。暖炉の炎を見つめながら。

　ラリサの涙の意味を。

「恋って、……何なの……？」

　吸血鬼に恋したラリサは、とても幸せそうだった。ステラはずっと、ラリサは吸血鬼に騙されて血を吸われている可哀想な女の子だと、別れた方が幸せになれると信じていた。

　でもラリサは、吸血鬼でもニコライが大好きで、側にいたかったと叫んでいた……。

「どうして吸血鬼なんか、好きになれるの？　たしかに昼間は優しかったり、親切だったりもするけど──夜になればローラント様みたいに豹ひよう変へんして、あたしたちを食べようとするのに」

　いくら考えても、ステラには理解できない。男の人が女の人を好きになる『恋』なら、簡単だ。要するに、「騙して食べたい」ということ。でもその逆は──ラリサの恋は？

「女の子が、食べられちゃうかもしれない恐怖を超えて魔物を好きになる気持ちって、いったいどんなものなの？」

　何にもいいことなんかないし、見返りなんて何にもないのに……。

　──愛は、見返りを求めないものよ。

　燃え盛る炎を見つめていたステラの耳に、一瞬、母の声にも似た天使の囁ささやきが聞こえた気がした。

「……見返りもなく人を好きになるなんて不思議なこと、……本当にあるのかしら？」

　ぼーっと考えていたステラは、ふと思った。

「好きになる気持ちって、炎に似てるわ」

　炎は、適当に離れていれば暖かいけど、近づき過ぎると火傷してしまう。つけたくてもなかなか火がつかなかったり、かと思えば、つけたくない所についてしまった炎が、火事に変わって消せなくなってしまったり。人が生きていく上で絶対必要なものだけど、扱いが難しくて、時に命を奪うほど危険。

　──ちりんちりん。温室の扉が鳴るのが聞こえたが、ステラは無視した。今日も午前中から客人がたくさん温室の扉を鳴らしたけれど、ステラは扉の前に大きな植木鉢を並べ、誰も入ってこられないようにした。一人でゆっくり考えたかったから。

　悩みながら日中の仕事を終えたステラは、部屋に戻ると休む間もなく、悪魔の捕獲のための外出準備を始める。

「今夜は、何としても火の悪魔を捕まえなきゃ……」

　お守りのトウガラシの首飾りを手に取ったステラは、首にかけるのが無性にためらわれて、その場に立ち尽くした。やがて神聖な魔除けを、開けっぱなしのトランクに戻す。

「今日は……なしで過ごしてみよう」

　これがないと、夜になって魔物に変身した男たちに襲われるかもしれない。でもよく考えてみると、世の中の大半の女の子は、こんなの身につけていない。

　お守りなしで、飢えた男たちと渡り合って生きている。あたしだけこれを身につけて、絶対安全な生き方を選ぶ限り、ラリサの涙の意味は、一生分からない気がする。

　たぶんだけど、怖いと思うものから逃げ続けるのは、幼い子供のすることで、大人になったら怖いものにも立ち向かっていかなきゃいけない。──そして、それが本当に怖いものなのかどうか確かめ、人は一段ずつ、階段を上るように強くなって行くのだ。

「あたしも、ラリサの気持ちを分かりたい」

　ステラはポケットからトウガラシを取り出し、全部トランクの中に戻す。一本残らず。

　裸で外を歩かなければならないような恐怖が、胸に広がった。

「こ、怖いけど、今日は修道士様も一緒だし、何とかなるはずよ。──さあ、行かなきゃ」

　ステラは決心し、扉に向かう。ちょうどその時、部屋の外から女性の声がした。

「──ステラ？　ちょっと話があるんだけど、開けてくれない？」

「ラリサ!?　あたしも話したいことがあって──え？」

　息を弾はずませて扉を開けたステラが見たのは、ラリサではなかった。見知らぬ、大男。

「へ、へへ……。ステラちゃん……遠くで見るより、ずっと可愛いな……！」

「私の友達の、馬ば丁ていのマクシムっていうの。あんたのことが大好きなんだって！　あんたがいろんな男と遊ぶのが大好きだって教えてあげたら、ぜひ仲良くなりたいって……うふふ！　今夜、友達になってあげて？」

　大男の後ろから、意地悪く笑うラリサの声が聞こえてくる。その声の響きには、「あんたなんか大っきらい！」と言わんばかりの憎悪が溢あふれている。

「ステラちゃん、あ、あいびき、してみたいんだって？　おれと……しようぜ！」

　男は、ずけずけとステラの部屋に入ってくる。後ろでラリサがパタンと扉を閉め、嬉しそうに笑いながら駆け去る足音がした。

「ラリサ！　待って……！」

　追いかけようとしたステラを、マクシムが片腕で捕まえる。馬でも持ち上げてしまいそうな大男は、軽々とステラを抱き上げた。

「はっ、離してよ！　あたしはラリサと話したいの！　──きゃあ！」

　大男はステラをベッドに下ろした。ステラは枕まくら元に手を伸ばす。いつもそこにトウガラシがあるから。ところが今日は、ない。さっき全部、鞄かばんに詰めてしまった──。

「へへへ、ステラちゃん、デザートみたいないい匂い……！」

「いやあ！　食べないでええぇ!!」

　一本くらい残っていないかと必死に手探りするステラの首筋を、男はべろりと舐なめた。ステラは喉のど笛ぶえを食いちぎられる恐怖に凍り付き、悲鳴を上げる。

　──そこへ、蹴破るように扉が開けられた。

　不機嫌そうな顔をした銀髪の狼男は、刺すような瞳で室内を一いち瞥べつする。四人部屋の四つのベッドのうち、すぐにステラと大男を見つけると、鞘さや付つきの剣を振り上げた。男の胸元を、骨が折れそうな勢いで打つ。

「うげえっ！」

　うめいた男は、さらにアスレイドに蹴とばされて、ベッドから転がり落ちた。

「まったくお前は……！　なかなか来ないと思ったら、男を引きずりこんでいるとは！」

　灼熱の怒りを秘めたアスレイドの眼まな差ざしが、ステラを射抜く。胸に無数のロザリオをかけた狼男は、ベッドに寝転んでいるステラの腕を引っ張り、強引に起き上がらせた。

「うっ……あ、あたし、引っ張り込んでなんか、ない──」

「ならどうしてこの部屋を知っている！　お前が招き寄せたんだろう！」

「ちがっ……！」

　ラリサが連れて来たのだ。ステラはふるふると必死に首を振る。頭の上から、ぼてっと何かが落ちてきた。……桃色のフグだ。夜になって、ステラの側に出てきたらしい。

「ご主人様、あとちょっとで大人の仲間入りできたのに、残念でしたねえ！　せっかく逢あい引びきについて、手とり足とり教えてもらえるとこだったのにー」

「ほう……お前は、男と逢引がしたくてたまらなかったのか！　穢けがらわしい！」

　アスレイドの声はますます冷たくなり、瞳は吹雪ふぶきよりも冷たく輝いている。

「ち──違うわ！」

「ならばなぜトウガラシ攻撃をしなかった？　オレには容赦なくそうしたのに、あの男には押し倒されても不快ではなかったんだろう……！」

　アスレイドは、ぎりぎりと奥歯を嚙みしめながら叫んだ。ステラに対して苛いら立だっているのと同時に、かすれた声には、苦しみに耐えかねる響きも混じっていた。なぜオレではだめなのかと、答えのない問いを求めるように。

　だが今のステラには、そんなことまで気付く心の余裕はなかった。

「あ、ご主人様！　ボクいいこと思いつきました！　こいつをオトして、続きをやりましょうよ！　さっきの男ほど経験豊富そうじゃないけどぉ、ご主人様を好きな気持ちはあいつより強そうだから、楽しめると思いますぅ！」

　はしゃいだ能天気なペットの声を聞いた瞬間、ステラの中で堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた。

「──あんたのせいでしょ……!!」

　ふつふつとわき上がる怒りのままステラは枕を握りしめ、フグに向かって叩きつけた。

「うわぁ！　ごっ、ご主人様、落ち着いて……！」

　のろのろとステラの頭上に逃げようと、フグは必死に短い尻尾を振る。

「あたしがラリサと喧けん嘩かしたのも、男につき纏われる地獄を味わってるのも、アスレイドにありもしないことで怒られてるのも……！　全部あんたのせいじゃない！　何が大人の仲間入りよ！　この役立たず！」

「役立たずじゃないですっ！　ご主人様、ボクのおかげで昨日は散々ちやほやされて、あげくに友達の男まで横取りしてぇ、いい気分だったくせにっ」

「気分なんか良くないわよ！　あたしはラリサと仲良くなりたかった！　名前も知らない狼男なんかに押し倒されて、何が楽しいのよ!?」

　ラリサと喧嘩して、水をぶっかけられ、凍えそうな思いをしたこと。顔も知らない狼男に押し倒された恐怖。──走馬灯のように、次々恨みは蘇よみがえってくる。

　思い起こせば、諸悪の根源は、おかしな魔力を放つこのフグだ。

「ボ……ボクは、ご主人様と約束したとーり、誰にも悪いことしないように……」

「してるじゃない、思いっきり！」

　叫んだステラは、枕をフグに投げつける。狙いが下へ手たすぎてフグには当たらなかったものの、ペットは目を丸くした。

「あんたなんか飼ったって、何にもいいことなかった！　悪魔の名前も思い出せないし、火事は起こっちゃう！　ラリサとは喧嘩になる！　教会が焼け落ちて大変なのに、あんたは手伝ってくれるどころか、あたしに悲劇を運んできて、へらへら笑ってる……！」

「だ……だって、ご主人様が地味で、内気で、おぼこい田舎いなか娘のうえにどーしよーもない勘違い娘で、このままじゃ寂しい老後を送る羽目になるだろーから、ボクが愛の喜びを人生に与えてあげようって思っただけじゃないですかぁ！　そもそも、火事とかボクのせいじゃないしっ。こんな健けな気げで親切なボクを怒るなんて、ご主人様ひどいっ！」

　フグは大きく空気を吸い込み、怒ったように真っ赤になる。けれど毒針は立ってはいない。悪魔ペットがいくら丸めこもうとしても、もうステラは騙されなかった。

「ひどいことしてるのは、あなたでしょ!?　もううんざり。こんなペットいらない！」

　フグはたじろいで、凍り付いたように空中で動きを止めた。

「うっ──。ボ、ボクだってもう、我がままステラなんか助けてやらない……っ」

「あんたに助けてもらった覚えなんか全然ないわよ！　厄やつ介かい事ごとしか引き起こさない悪魔なんか、どこへでも行っちゃえ！」

「う……うわああん！　ボク、いっぱい助けてあげたのに……パナっちの話もしてあげたのにぃ！　ステラのバカなんか、もー嫌いだぁ！　一人で勝手に、モテない孤独な人生を送ればいーんだあ！　うわああぁぁぁん……!!」

　ひときわ大声で泣き、ぽろぽろと大粒の涙をこぼしながら、フグ悪魔はステラに背を向けた。平凡な視力しか持たないステラの視界から、悪魔の姿がかき消える。

　ステラは辺りを見回し、開けっぱなしのトランクからトウガラシをつかんでポケットに詰め込む。──やっぱりこれは必要だわ。絶対に！

「おい、その箱は何だ？」

　アスレイドが、トランクの中にある革張りの宝石箱に目を留めて訊いた。ステラがフグと喧嘩している間に、だいぶ冷静さを取り戻したようだ。

「お母さんとお祖母ちゃんの形見」

「中身はなんだ？」

「知らない！　……できたわ、悪魔を捕まえに行きましょう！」

　ステラは、アスレイドの手を引っ張る。アスレイドはもっと詳しく訊きたそうな顔をしたが、それ以上ぐずぐずして時間を無駄にすることはなかった。無言で、足元に転がっている大男を担ぎあげ、わざわざ別の扉の前まで運んでから捨てる。

　まるで、ステラの部屋の場所を覚えられたくないというように。

　そして二人は、修道士の待つ礼拝堂に向かって駆け出した。
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「お前は可か愛わいいなぁ、ラリサ。美しい緋ひ色の髪に、情熱的な魂。お前のように魅力的な女は、他におらぬよ。わしの可愛い娘……ククク」

　膝ひざに頭をうずめるラリサの耳元で、悪魔が低い声で笑った。

　──実家においで、と誘うニコライの声を聞いた時、ラリサの心臓は止まりそうになった。

　ニコライは浮気症だけど、今まで誰も実家に誘ったことはない。それは、結婚する気がないから。家族に引き合わせるなんて面倒なことを避けていた。もちろんラリサのことも、自宅においでと誘ったことはない。ところが今日、彼は家に誘ったのだ。

　──よりによって、あんな子を！

　ラリサは苛いら立だたしげに親指の爪を嚙かむ。さっきから爪を齧かじりすぎて、まわりの皮ひ膚ふまで剝はがし始めている。止めなければ痛いと分かっているのに、やめられない。

　どうしても、イライラを止められない。

「気分がすぐれぬなら、もっと火をつけてはどうだ？」

　悪魔が頭の周りをまとわりつく。最初は声だけだった悪魔は、今夜は馴なれ馴れしく髪にじゃれついてくる。鬱うつ陶とうしくなって、ラリサは首を振った。

「だめよ。昨夜は、ちょっと火遊びしただけ。石の建物が燃えるはずないんだから」

　クククと頭の奥で悪魔は笑った。ラリサは知らない。教会が悪魔の力で、燃え落ちたことなど。見届けもせず、火をつけたことですっきりして、部屋に戻って安眠した。

　でも、毎晩火をつけて欲求不満のはけ口にするわけにもいかない。どんなに辺りの家屋敷に火をつけたって、ニコライの情熱に火はつけられないんだから！

　ますます嫌いやな気持ちになって、ラリサはどこまでも指の皮を齧っていく。

「できるとも……。ニコライがお前をもう一度愛するように──わしの魔力で！」

「えっ。できるの？」

　驚いてラリサは、悪魔に言葉を返していた。何を言われても、もう無視しようと思っていたのに。ラリサの頭上にうっすら顔の浮かんだ悪魔は、ニッと笑うと、大おお仰ぎように頷うなずいた。

「おお、魔力さえ戻れば簡単なことだ。……クク、力を望むなら、もっと火をつけるのだ。一つ燃やすごと、わしの力は復活する。長く封じられたせいで、今はまだ力が足らぬ──生いけ贄にえを捧げよ！」

「そ……そんなのヤバいわ。生贄とか、やり過ぎよ！」

「お前は優しい女だなぁ、ラリサ。だがそんな甘いことを言っていていいのか？　あのずるい女は、呪いの力でお前のニコライを誘惑したのだぞ？　お前が助けてやらねば、ニコライは騙されたまま……あの女と結婚してしまう。悪魔崇すう拝はい者しやの娘と、生しよう涯がいを過ごすことになる……おお可哀想に！　助けてやれるのは、お前しかおらぬのにのう」

「ダメよ、結婚なんか絶対ダメっ!!」

　ラリサはうっかりガリ、と爪の下の身まで齧ってしまい、血の玉が親指に浮かんだ。ラリサにまとわりつく醜い悪魔は、嬉うれしそうにそれを舐なめとる。

「ならば、わしの言う通りにやれ。火をつけろ！　火をつけろ！　さもなくば、お前のニコライは悲惨な人生を送るのだ！　──さあ火をつけて、恋人を助けてやれ!!」

「わ、わかったわよ、やりゃいいんでしょ！」

　催眠術にかけるように、何度も頭の周りで囁ささやく悪魔に、ラリサは自や棄けになって叫んだ。

「──可愛いラリサ、お前の望みを叶かなえたら、わしの名を返してもらうぞ。……ククク！　ニコライの心さえ手に入ったら、お前はもう、他に何もいらぬのだったな？」

　音もなく部屋を抜け出し、町に駆け出すラリサの頭上で、悪魔が声を潜めて笑った。
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　満月だった。

　雲一つない月明かりの下、ステラはアスレイドの後ろについて、町を歩いていた。

　まだ、火事の気配はない。……悪魔の気配も。

　修道士と聖堂騎士はどちらも悪魔が見えるため、ふた手に分かれて火の悪魔を探すことになった。ステラはどちらについて行くか、当然選べるものと思っていたが──。

「行くぞ」

　今朝がた「オレが守ってやる」と宣言したアスレイドは、さっとステラの手をつかむと、番犬よろしく頭を昂こう然ぜんと上げて、彼女の前を歩き始めた。

　白い手袋越しのぬくもりが、ステラの気持ちを何とも落ち着かないものにさせている。

　手を繫つなぐといっても、互いに相手が好きでしているわけではないので、指先だけをひっかけ合っているだけ。おかげで時々、ちょっとしたはずみで二人の指は外れてしまい、そのたびにアスレイドは、警戒した顔つきでステラを振り向く。

　まるで「他の男に捕まったせいで、ステラが離れてしまったんじゃないか」と懸け念ねんするような、少し怒ったような表情で。

　振り返った青い瞳に、ステラの姿がちゃんと映ると、彼は即座に肩の力を抜く。

　アスレイドの「オレの守備範囲内には、何なん人びとたりとも立ち入らせない！」という断だん固ことした瞳は、おそらく職業病なのだろう。けれどステラは、その煌きらめく青い瞳を見るたび、なんだか怖いような、あるいは背筋がむずむずするような、妙な感じを味わう。──父親を持たない少女にとって、男の人に守られるという経験や、大切にされるという経験は、全く未み知ちのものだったから。

「しっかり繫いでろ」

　何度目かに離れたあと、アスレイドはまた、ステラに手を差し伸べる。ステラは不安げに瞬きながら、長身の青年に近づき、その人差し指の第一関節だけを、きゅ、と握る。これだけじゃ、また外れてしまうと分かっているけれど、これ以上は……怖い。

　自分を守ってくれる相手。であると同時に、いきなり襲ってくるかもしれない相手。

　心揺らめきながらもステラが指をつかんだのを見届け、アスレイドはまた、前を向いて歩き出す。反対側の手には、ここまで来るのに乗ってきた毛艶の良い黒馬を引きながら。

　その黒馬のあぶみには、修道士のペットである可愛い灰色コウモリが一匹、ぶら下がっている。悪魔を見つけた時や、何か問題があった時に、修道士を呼ぶための連絡係だ。

　ステラはつい先ほど決別宣言をした自分のペットを思い出しそうになり、大きくかぶりを振る。気分を変えようと、先を行くアスレイドの背中に話しかけた。

「ねえ、ゆうべ火の悪魔を見た？　どんな姿だったの？」

「いや。オレたちがついた頃には、もうほとんど燃え尽きていて、悪魔の姿はなかった」

　ステラは嘆たん息そくした。

　どこへ行くともなく、夜の町をひたすらうろつく狼男に、ステラはまた訊きいた。

「あなた、お腹すいてないの？　今日はどうして襲ってこないの？」

「そろそろ真剣に突っ込ませてもらうが。オレは狼男ではない。純粋な人間だ」

「噓うそつき。あなたってばつい昨日、『夜中に扉を開けたら、オレは即座にお前を食い殺してやる！』ってあたしを脅おどしたくせに。もう忘れたの？」

「くっ……。その台詞セリフは忘れろ──頼むから。女にそんなことを言うとは、一生の恥はじだ」

　アスレイドが悔しげに呻うめいた。何となくステラは、決して振り返らない彼が、冷たい夜気の中で頰ほおを染め、高鳴る鼓動に困惑しているような気がした。

「お前こそ、火の悪魔の名前は、どうしても思い出せないのか？」

「う……ん。サロメじゃない気はするの。モルちゃんも……何となくだけど、違うと思う。シーちゃんも違うと思うし、パナっちは──」

　言いかけて、ステラは口をつぐんだ。

　プーちゃんに教えてもらったわ……パナっちは大悪魔じゃないって。あたし、役に立たないとかキレて言っちゃったけど、教えてもらったことだって、ちゃんとあった。

　あたし、カッとなって言い過ぎた……？　陽気な桃色フグと暮らした日々を思い出していたステラは、唐突に足を止めた狼男の背中にぶつかってしまった。

「──煙の臭いだ」

　アスレイドは風向きを確かめるように辺りを見回す。黒馬に飛び乗ると、ステラに手を差し伸べた。

「乗れ、こっちだ！」

　ステラは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、ぐずぐずしている余地などない。狼男の手を取ると、あっというまに、抱き寄せられるようにして馬に乗せられる。ステラの心臓は追い詰められたウサギのように高鳴り、今すぐ逃げ出したい衝動に駆られた。耐だえるためにステラは、アスレイドのポケットに、勝手にトウガラシを詰める。

　アスレイドは馬の腹を蹴けり、煙の臭いがする風上に向かって馬を走らせた。







　夜の闇やみに焰ほむらを立てて、石と煉れん瓦が造りの民家は燃え上がっていた。

　風に煽あおられ、ごうごうと燃えさかる火の勢いは、燃えているのが土だとは思えないほど。見ているだけで目が乾いて痛くなるほどの熱と、焼けた石が割れる音が時折響く。

　町の警護団の男たちが集まり始めていたが、全てを舐めつくす恐ろしい業ごう火かの前に、誰も側まで近づくことができずにいる。

　現場に着いたアスレイドは、周辺を回って悪魔を探す。悪魔が見えないステラも、不自然に火の色が変わったり、悪魔の顔みたいに見えるところはないかと目を凝こらした。そうしているうちに──大変なものを見つけてしまった。

「アスレイド、屋根裏に誰かいる──あそこ！」

　ステラは息を吞み、まだ炎に包まれていない屋根裏部屋を指さす。そこには、小さな子供の顔があった。

　脅えた顔の少女は、悪魔には倒底見えない。逃げ遅れてしまったのだろう。

「まずいな。飛び降りれば助けられるが──足がすくんで動けないのかもしれない」

　アスレイドが顔をしかめて言う。ステラは衝動的に言い返していた。

「あたし、助けに行くわ」

　信じられないような顔で、アスレイドは首を振る。

「無茶を言うな！　あれは悪魔の火だぞ、そう簡単には消せない！」

「悪魔の火だから行くの！　あたしの責任だもの──あたしのせいで罪もない子供が死ぬなんて、耐えられない……！」

　ステラは恐怖にドキドキと胸を高鳴らせながら、馬から飛び降りた。消火活動と見物のために群がっている人々をかき分け、蛇のような行列を作って水みず桶おけを手渡ししている自警団の青年の手から、水の入った桶を一つ奪い取る。

「中に子供がいるの！　この水ちょうだい！」

　頭から水をかぶったステラは、顔から滴したたる水滴を払う。その時、視界の隅に見知った赤毛娘の横顔が映った。

「──ラリサ!?」

　炎と同じ色の髪をポニーテールに結わえた少女がいた。怯おびえた顔や、心配そうな表情の近所の人々に紛まぎれて、一人だけ炎を見上げて笑っている。

　声が聞こえたのか、ポニーテールを揺らしてラリサは振り向く。ステラを見て、ニタァと嬉しそうに笑った。人ごみを縫ぬうように逃げていく。

　──今のはラリサ……よね？　ステラはゆっくり考えたかったけれど、そうしている間にもどんどん火の勢いは激しくなっていく。

「ラリサは後よ！　行かなきゃ……！」

　ステラが近づくと、業火に包まれた家は、まるで誘い込むようにわずかに火の勢いを弱めた。さあ入っておいで、と言わんばかりに玄関も開いている。

　その先に見えるのは、まっ暗な闇。そして、踊おどるようにあちこちで揺らめく炎。

「──待てステラ！」

　後ろからアスレイドが制止する声が聞こえた。ステラは恐怖を振り切って民家に飛び込む。彼女が家に入った瞬間、火は勢いを増してまた燃え盛り始め、熱気に押されたように、扉が勝手にバタンと閉まった。







「誰かいる？　どこー？」

　ステラは声をかけながら、二階への階段を上った。室内には煙が充満していたが、炎は外ほどではなかった。まるで、見る人の恐怖をあおるために恐ろしい様相を演出してはいたけれど、実際はまだ力不足、といったような。

「けほけほっ。誰かいるー？　いたら返事して……」

　びしょ濡ぬれの服は、乾くより先に熱湯となり、ぴったり肌にくっついてステラの肌に痛みを与えている。できるなら今すぐ脱ぎすててしまいたい。

　二階のどの部屋を覗のぞいても子供を見つけられないことに、ステラは不安を覚え始めた。──もしかして、あれは悪魔の見せた幻まぼろしだったのかも？

「おねえちゃん、こっち……」

　震える声が、頭上から聞こえた。ステラは辺りを見回し、寝室の壁にかけられた梯はし子ごを見つける。見上げると、屋根裏部屋から、金髪の少女が顔を出していた。

　ステラは梯子に足をかけ、食料貯蔵庫として使われていたらしい屋根裏部屋に上る。

　屋根裏部屋には、先ほど少女が顔を出していた窓が一つあった。しかしもう、外側から入り込んだ炎に包まれていて、近づくこともできない。ステラは少女を背負い、梯子を降りようと階下を見る。

　──そこに、ラリサが立っていた。

　まるで悪魔のような陰いん鬱うつな顔に、うすら笑いを浮かべて。

「ラ、ラリサ……どうしてここに？」

　ラリサも子供が心配だったの？　でもその狂気じみた笑みは何？　どうして、全然熱くなさそうなの？　あたしを見て、ニタニタ笑うるの？

「──うふふ。あんたが死ぬのが、嬉しいからよ」

　ステラの心を読んだように、ラリサは言った。あはははは、と屈託のない笑い声を上げて、梯子を蹴とばす。木製の梯子は炎の海に倒れ込み、見る間に火がついた。

「ああ嬉しい！　汚らしいドブネズミがわざわざ、火の中に飛び込んできてくれるなんて！　うふふふふ……あんたが生贄になってくれるなら、私、何の罪悪感も持たずに済むわ！　だってあんたは、ニコライに邪悪な魔法をかけた悪魔崇拝者なんだから！」

　ぐふぐふと不気味な笑い声を上げると、ラリサは背を翻ひるがえした。炎をものともせずに階下へ駆けて行く。ラリサを通すために、炎はまるで生き物のように道を開けた。

「ラリサ……？　待って、どういうこと！」

　まるで、自分が火をつけたと言わんばかりの言葉だった。──まさか！

　ようやくステラは、すっかり忘れていた大切なことを思い出した。

　食器部屋で割れていた八枚の悪魔皿のうち、ステラが割ったのではない皿が一枚だけある。ラリサが最初に割ってしまった……中皿！

　動揺するステラの耳に、階下から轟ごう音おんが響いてくる。天井か壁が焼け落ちたような音だ。外に逃げたラリサは、悪魔の力を借りて本格的に館を炎上させるつもりなのかも。

　──どっ、どうしよ……!?　もう時間がない。でも、逃げ道もないわ！

　ステラは、腰にひし、としがみついてくる金髪の少女を無意識に抱きしめ返す。

　──妾わらわの名を呼んでみるのはいかがか？　わが主どの？

　唐突に、脳裏に美しい女の声が響いた。歌うような透明感のある声音だ。これは、皿を割った時に耳にした──あの時唯一の女性の悪魔のもの。──サロメ？

　──ほほほ……いかにも！　妾の名を返すと誓わば、命を救ってやってもよいぞ。

「あ、あたしが死ねばあなたにも都合いいんでしょ？　そうでなくとも、お姫様の首飾りみたいに大量にあるあなたの名前なんて覚えてないのに……、あたしに何の用!?」

　──そなたはモルディフォレイスの主でもであろう？　妾はあの男が大嫌いでのう。そなたが死んでは、奴も完全に自由になってしまう……。わが名を返し、速すみやかにあやつを封じると誓うならば、この場を助けてやろう。

　どうやら美しく残ざん酷こくな悪魔姫は、同等の力を持った悪魔貴族をひどく嫌っているらしい。悪魔同士の争いに、ステラを利用するつもりなのだ。

　耳を傾けちゃダメよ！　プーちゃんが言ってたじゃない！　サロメは気性が激しい上に無慈悲な悪魔だって。早く捕まえなきゃいけない悪魔の筆頭級だって！

　サロメに名前を返して自由にするなんて、ありえない！　……でも、あたしが死んだら自動的に自由になっちゃう。となると、何かこう……もっといい条件を引き出せないかしら？　例えば、モルちゃんを三日以内に封じるから助けて、とか──。

　──それでも構わぬが、叶わなかった時は、そなたの首をもらうぞ！

　心を読んだサロメが出した容よう赦しやない要求に、ステラはぷるぷると首を振った。

　無理！　三日なんてまず無理よ！　腕の中の少女と同じように震えながら、ステラが次の提案を考えようとした時──。

「ステラ！　聞こえるなら上にあがれ！　入口は落ちた、窓から飛び降りろ……!!」

　建物の外から、切せつ羽ぱ詰つまった青年の声が微かすかに響いてきた。

　……アスレイド？　外にいるの？　ステラの胸に、小さな希望の灯ひがともる。

　この辺りで窓っていうと……業火に包まれた小窓しかない。あれをくぐれっていうの？

　ステラはもう一度、二階を見下ろした。炎が床一面をのたうち回っている。とてもじゃないが、足を踏み入れるのは無理だ。

「……ねえあなた、名前は？」

　少女に訊くと、小さな声でレイチェル、と返事が返ってきた。

「レイチェル、聞いて。お姉ちゃんの正体はね、天使なのよ。これからお空を飛んで逃げるから、しっかりあたしにつかまってて」

　怖がらせないようにとっさについた噓だったが、少女は真剣な顔で頷いてくれた。ステラのお腹に、ぎゅ、としがみつく。

　──飛ぶわよ……！

　ステラは大きく息を吸い込むと、腕で顔を覆って窓の外に飛び出した。

　ステラは炎の洗礼をくぐりぬけ、ひんやりした夜気に目を開けた。

　視界の向こうに満天の星が見えた。一瞬だけ、本当に天使になったような気持ちがした。

　すぐに体は地面に引っ張られ、みるみる落ちて行く。

「……アスレイド!?」

　窓のすぐ下にいると信じていた狼男の姿は、影も形もなかった。二階にある、別の大きな窓の下にいたのだ。──もう、あのわからず屋！　こっちよ！

　夏の一等星のようにまっ青な瞳が、ステラの声に驚いたように振り返る。

「──遠すぎるわ」

　そんなに離れてたら、ぜったい間に合わない。

　ステラは大地に叩たたきつけられる衝撃を覚悟し、再びきつく目を閉じた。

　神様どうか、レイチェルだけはお助け下さい。ここに火をつけた悪魔は、あたしが割ったお皿の悪魔じゃなかったけど、やっぱり巡り巡って悪いのはあたしなんです。だからどうか──。
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「──清らかなる天使たちよ。ステラ・エクセルシスの魂を、永久なる平安リアストラの園に導きたまえ……アーメン」

　静かな葬送の言葉が聞こえる。しゃん、と聖職者の錫しやく杖じようが鳴る涼すずしげな音色も。

　葬儀に自分の名前を聞き取ったステラは、ほう、とため息をついた。

「やっぱりあたし、死んじゃったのね……」

　甘い花の香りに包まれて瞳を開くと、見覚えのある光景が目の前に広がる。

　木陰の向こうから、燦さん々さんと差し込む真昼の太陽。ステラを腕に抱きしめ、辺りを桃の花だらけにして心配そうに覗き込んでくるのは、金緑の瞳の──美しい悪魔だった。

「ああステラ、ようやく目覚めたね。……わたしの葬儀のあげっぷりはどうだった？」

　皿に棲みついた悪魔は、ステラが目覚めたのが嬉しくてたまらないというように抱きしめ、会心の笑顔を向けてくる。腕の中で潰つぶれた桃の花が、芳かぐわしく香りたった。

「もう、変な冗談はよしてよ！　本気で死んだかと思ったじゃない」

　どっと疲れを感じながら、ステラは身を起こそうともがく。これは夢の世界だ。夢を見ているということは、現実の体はまだ生きているはず──瀕ひん死しかもしれないけど。

「葬儀をあげてやれば、おまえの現世への未練も断ち切れるのではないかと思って、正式なのをあげてやったんだが。まだ未練があるなら、もう一回」

「やんなくていい！　あたしのお葬式なんかあげて、何が楽しいのよ！」

「生き返るのを見るのが楽しいんだ。……おまえの葬儀を上げるのは、二度目だから」

　悪魔は遠い日を思い出すように瞳を細め、ステラの髪についた白い桃の花を払った。

「夢見たよ。眠ったおまえをゆすり起こしたら、こんな風に目覚めることを。だが何度やっても、目覚めなかった。わたしは絶望に暮れて、あらん限りの言葉を尽くして神を罵ののしった。──けれど、とうとう目覚めた」

　悪魔は微笑む。その瞳には、愛いとおしむような暖かな光が宿っていた。彼は壊れ物のようにそっとステラを抱きしめる。

「お帰り、ステラ。最高にめでたいはずの婚儀が途中で葬儀になってしまったものだから、わたしは少しばかり心の傷を負っていたんだが、ようやく癒いやされた」

「前から言おうと思ってたんだけど、ていうか言ってると思うんだけど、あなた、別の人とあたしを勘違いしてるでしょ？」

「おまえだ。証拠は、あの川向こうにある。──よし、今日はおまえの葬儀を見物に行こう。あちらの領域では時折、わたしの記憶に住む幻の人々が現れて、過ぎた日の出来事を再演しているんだ。楽しい日のことも、辛つらい日のことも。見れば、おまえも思い出すだろう」

「結構よ！　あたしは現実のことで手いっぱいなの！　──ねえ、いつもあたしのことを見てたなら教えてよ。現実のあたしはどうなったの？　火事場にいたんだけど！」

「細かいことは気にするな。死んだ気になって、忘れてしまえ」

「嫌よ！　あ、わかったわ。教えたがりのあなたが言いたがらないってことは、あたしはちゃんと生きていて、しかもけっこう元気なのよ！」

　悪魔は、顔をしかめた。

「だんだんわたしたちは、言葉がなくとも互いの心が読めるようになってきたな。それは嬉しい限りだが……」

「生きてるってわかったら、もうぐずぐずしてる暇はないわ！　さっさと現実に帰って、ラリサを探さなきゃ。離してよ！」

　夢から出ようともがくステラを、皿男は珍しく真剣な顔で止めた。

「戻らない方がいい。あの娘はもう、悪魔憑つきだ。おまえの手には負えない」

「悪魔憑きって……？」

「悪魔と正式に契約を交わした者のことだ。悪魔崇拝者、と言い換えてもいい。火の悪魔とラリサは融ゆう合ごうし始めている。……悪魔皿の中に、足だけ人間だとか、耳だけ人間の悪魔がいたろう？　悪魔憑きの末路はたいていそうだ。欲望を叶えてもらうつもりが悪魔にとりこまれてしまい、人生そのものを失う。おまえにできることは、もうない」

「融合し始めているって……ラリサが悪魔になっちゃうってこと？」

「そうだ。だが利点もあるな。真名の分からぬ悪魔を封じるのは不可能だが、悪魔と人間が融合した場合、その人間の名で封じることができるようになる。つまりラリサ・フォルディオンの名前で。これで火の悪魔を封じることができるぞ。よかったな」

「よかった!?　何がいいって言うのよ！　友達が悪魔になりかけてるっていうのに、喜べるはずないでしょ！」

　ステラが封じたいのは悪魔だけであって、ラリサではない。怒るステラを、皿男はいくぶん鼻白んだ表情で見下ろした。

「他人のことなど放っておけ。ラリサは勝手に皿を割り、悪魔の援助を望んだ。他人おまえには何の責任もないし、面倒事にかかわる必要もない。──ほら、あそこにいる小鳥の名を知っているか？　実に美しい声で鳴くんだ。捕まえてやろうか」

　話をそらそうとする悪魔を、ステラは思い切り睨にらみつける。

「だから友達なんだってば！　あなたは血も涙もないひどい人ね！」

「積年の恋人たるわたしが皿に封じられているのに、いくら頼んでも割ってくれないおまえの冷たさに比べればそれほどでもないさ。それでいて、たった一日二日の縁えんしかない娘を友と呼び、皿に封じさせまいと憤いきどおるわけだから、わたしはまったく納なつ得とくがいかないな」

「あなたは悪魔だから、皿でも紅茶ポットでもやかんでも、好きなとこに封じられてりゃいいのよ！」

「ポットは洞どう窟くつみたいだから嫌だ。それに、ラリサも立派な悪魔だぞ。わたしと違って、恐ろしい貴族悪魔だ」

「違うわ、ラリサは人間で、あたしの友達なの!!」

　断言したステラに、美び貌ぼうの悪魔は意地悪く笑った。

「友達？　わたしはちゃんと見ているのだがな？　おまえに凍るような水をかけたり、嫌がらせに男を部屋に押し込んだり、そんなことをするのが友達か？　初耳だな」

　イジメられていた時の惨めな姿まで、悪魔は暇つぶしに眺めていたらしい。ステラは恥はずかしさと悔しさに一瞬瞳を伏せたが、それでも俯うつむくことなく毅き然ぜんと悪魔を睨み返した。

「喧けん嘩かする前は親切だったの！　……いいわ、いくら言っても分かってくれないなら、こう言う。あたしはラリサが好き。ラリサがあたしのことを嫌いでも。嫌いになる理由がどんなにたくさんあっても、無視して通り過ぎる理由が山ほどあっても、一つ好きになる理由があったら友達になるの。だから助けるの!!」

　あなたみたいに冷血な悪魔なんかより、ラリサの方がずっと好きなんだから！

　そんな思いをこめてステラが睨みつけると、美貌の悪魔は眩まぶしげに瞳を細めた。

「──懐かしい台詞だ。その眼まな差ざしも、激しい声も……ぞくぞくするよ。本当におまえだな。姿が変わり記憶がかき消えても、おまえはわたしの元に帰ってきた……」

　手首のない左腕が、ステラを抱き寄せようとする。ステラは無視して、ひたすら眼差しで抗議した。──助けられる可能性があるのに見殺しにするなら、あなたは最低だと。

　素性や生まれが悪魔かどうかに拘かかわらず、その冷酷さが魔性の証拠だと。

「おまえはあの頃もそう言って、可か憐れんな姫君の身で、世界を荒らしていた十三匹のトゥーランジャーの大悪魔と対たい峙じしようとしていた……。では一つ、提案しよう」

「あなたの皿なら割らないわ！」

「違う。火の悪魔の名前が分かれば、司教クラスの高位祓魔師エクソシストを連れてくれば、悪魔のみを封印できよう。かの者の真名を教えてやる。対価は、接せつ吻ぷんだ。……ああ、いつもわたしはおまえを甘やかし過ぎて困ってしまうな」

「……せっぷん？」

　ステラは少し考えたものの、ちっともわからなかったので悪魔に訊いてみた。悪魔がしたがることだから、きっとろくでもない悪事に違いないのだろうけど。

　警戒して眉をひそめるステラの手を、悪魔はすくいとるように握り、指をからめ合わせて、大人の笑みを浮かべる。

「恋の順序を知っているか？　最初に、目と目が合う。次に、手と手が触れる。それから、額や吐息がからむおまけがついて、唇が触れ合う。キスだな。やがて胸と胸が触れ合って、腰と腰が重なり、最後に夢が一つになる。夢といっても夜見る夢ではなく、未来のビジョンのことだが」

「未来の、ビジョン……？」

「そう。ともに生涯生きて行こうという、かたい誓いだ。同じ夢を目指すようになれば、どんな力で引き裂こうとしても、その二人は生涯離れることはない。時を越えても、記憶などなくても、信じる物が何一つなくても、また二人は結びつく。美しいダンスを踊るように、何度も引き合う。一瞬の眼差しに永遠を感じて、二つの魂は一つになる」

　優雅に歌うように悪魔は言い、目を丸くしているステラの顔を覗き込む。

「どこで魂と魂が触れ合うか、わたしには分からない。生まれ変わるたびにタイミングは変わり、終わり方も変わるから。視線を交わすだけの恋もあるし、手を握るのが精一杯の恋もある。どこで終わろうと、それは恋だ。相手と触れあいたいと望むこと、怯えながら、ためらいながら、そっと触れ合っていくこと──その全てが、恋だ」

「どうして、恋をすると触れたくなるの……？」

　ステラは小さな声で訊く。質問された皿男は、嬉しそうに目を細めた。──この男って、本当に教えたがりだわ。

「触れれば、相手の熱が分かるから。相手がどれだけ本気か。分からないふりをしたってだめだ。誰でも分かる。初心者でも。比べるものが何もなくても。人は本能で、相手の熱がどれほど熱いか知り、──相手をそんなにも惹ひき付けた己の美しさを知る」

　悪魔は金緑の瞳に、切なさと憧れを込めたような、強い光を浮かべてステラの瞳を覗きこむ。

　何となく胸騒ぎのする目だけど──。こういうこと？　見ているだけじゃ、その眼差しの熱がどれだけ本気か、分からない。魂を灼くほど熱いのか。噓をはいだら、本当は氷のように冷たいのか。──だから人は、触れて確かめたくなる？

「でも……それなら、恋って結局、自分が好きなだけじゃないの？」

「そのとおりだ。わたしは自分が大好きだし、その半身であるおまえも大好きだ。おまえを見るたび、自分が輪りん廻ねの途中に置き忘れてきた美徳を見つけて、たまらなく心が騒ぐ。失った自分を、取り戻したいと」

　……失った、自分？　取り戻したいのが、恋？　でもあたし、あなたじゃないわ。

　ステラにはやっぱり、恋の正体はよく分からない。

「さあどうする？　まだわたしとの口付けは怖いか？　触れて、心を確かめたいと思わないか。わたしがおまえを騙そうとしているのかどうか……唇越しに、確かめたいと？」

　せっぷんって、口付けのことだったのね！　ステラは腑ふに落ちた。それならステラも知っている。吸血鬼に騙された哀れな花嫁が、結婚式で交わす不吉なものだ。

　──あれくらいなら、別にいいんじゃない？　血を吸われるわけじゃないし、しかもこれ、夢だし。ちょっと大きめの野良猫にペロッとされたと思えばいいのよ。

　ステラの心の中で、冷静な自分が囁く。

「いいわ。その取引、買います！」

　ステラが断言すると。悪魔は綺麗な唇を吊つり上げて微笑む。

「フフフ嬉しい返事だ。では、おまえからしてくれ」

「ええっ、あたしからやるの!?」

　女性の方からするなんて、ステラは聞いたことがなかった。だが今日も綺麗に化粧している女装の悪魔は、甘い口付けを待つように、ステラの唇を見つめている。

「おまえが『キスして』と可愛い声でねだるなら、してやってもいいが？」

「だ、誰が悪魔にキスなんかねだるもんですか！」

　ステラは申し出を断り、自らしてやろうと、大きく深呼吸して心の準備をする。

「──、……」

　やる、とは決めたものの。

　青年にじっと期待の眼差しで見られると、妙に体温が上がってくる。凝視される緊張に心臓がバクバク鳴り始めた。口から飛び出して、その辺で踊り出しそう。

　手に汗握りつつ、ステラは勇気を出して少し鼻を近づける。これは大きな猫なのよ──。

　さらに顔を近づけると、青年の、金の虹彩のある綺麗な緑の瞳がうっとりと細まり、吐息がステラの唇にかかった。ステラは負けるものかと彼の瞳を睨みつける。するとそこに、大きく映りこむ黒髪の自分を見つけた。

　──あたしだわ。あたしが二人いる。……だめ！　触れたら、吸い取られちゃう！

　ステラは本能的な危機感を感じ、腕を突っ張らせて皿男を突き放した。

「や……やっぱりやめるわ！」

　動揺していたせいか、ステラは思った以上に強い力で悪魔を突き飛ばしてしまった。

　その瞬間、二人の触れ合っていた部分が全て離れる。

　次の交こう渉しようをする間もなく、愚かにもステラは夢の世界を飛び出していた。
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「しっかりしろ……ステラ！」

　何度か頰をはたかれて、ステラはぼんやりと目を開けた。満天の空に、星が二つ浮かんでいる。綺麗な青い星。揺れる銀色の雲。どちらもとても輝いている。

　ステラは雲をつかもうと腕を伸ばし、途中で気付いた。

　雲じゃないわ！　これ、狼男の髪よ……！

　ステラは伸ばしかけた手を地面につき、内心の動揺を抑えて身を起こす。狼男の膝の上で眠っていたことに気付くと、さっと身を守るように青年から離れた。

「ど、どど、どうして……!?」

「ああ、良かった！　打ちどころが悪くて、死んでしまったかと思った……！」

　瞳を開いたステラを見て、アスレイドは無意識に胸の前で十字を切った。神に感謝する、という仕草だ。ものすごく、ステラの身を心配していたらしい。

　二人がいるのは、火事場から少し離れた民家の裏手の、納屋の側だった。火災現場となった家はもう燃え尽きており、廃はい墟きよのような瓦が礫れきの山となっている。人だかりはすっかり解散し、残り火を監視する自警団の男が数人、遠くに見えるだけ。

「あたし……は、平気だけど、あの子は無事だった？」

「傷一つなく、家族に返した。……天使に会ったと、喜んでいた」

　少女が無事だったことに、ステラはほっとした。

　──アスレイドは馬に乗っていたから、あんなに遠くにいても間に合ったんだわ。すぐ側で、もしゃもしゃ草を食べている黒馬を目にしたステラは、そう考えた。

「あたし、ラリサを探さなきゃ！　この辺でラリサを見なかった!?」

　皿男いわく、ラリサは悪魔憑きだという。このままだと、ラリサごと悪魔を封印しなければならなくなる。──だけど、ラリサ本人を説得して、火の悪魔との契約をやめる、と言わせれば、まだ助かる道もあるかもしれない。だって修道士は、ステラにフグとの契約をどうするかと尋たずねた時、本人の意思があるなら手助けできる、と言った。

「ラリサ？　なぜあの娘が出てくる？」

「火の悪魔の皿を割ったのは、あたしじゃなくてラリサだったの！」

　ステラは叫んで、自警団の男たちがいる方に駆けて行こうとした。

「待て、そっちはだめだ！」

　アスレイドは、ステラの腕をつかんだ。体を動かした瞬間、アスレイドは痛みを感じたように、小さく息を詰めた。

「何のために、わざわざこんな物陰に連れてきたと思う？　お前を見ると、男たちはおかしくなるからだ。頼むから、これ以上男どもを魅惑して、面倒ごとを起こすな──」

　どこか息苦しげに見えるアスレイドの横顔。ステラが見つめ返すと、彼はわずかに頰を染めて、ふいと横を向いた。胸騒ぎがして、ステラは訊いた。

「あの……あなたは無事なの？　あたしを受け止める時に、怪け我がとかしなかった？」

「──ああ」

　なぜだろう、たった二文字の言葉に噓を感じたのは。

「どこを怪我したの？　あ、わかった！　受け止めようとして馬から落ちたんでしょ！　クッションになったのはあたしじゃなくて、あなたなんだわ！　遠すぎると思ったのよ！」

　ステラが適当に叫ぶと、アスレイドは思い切り顔をしかめた。

「心配するほどの怪我ではない」

　むっとしたようにアスレイドは言ったが、声は苦しげに掠かすれている。

　自分を守るためにひどい怪我を負い、痛みを堪えている青年を見ていると、ステラは無性に胸が苦しくなってくる。

「あ……あたしなんか、そうまでして助けなくても良かったのに！　だってあたし、死にかけて幽霊にならなきゃいけなかったし、そもそもあたしがお皿なんか割ったからこんなことになったんだから……骨を折って死んだって、自業自得だったのよ！」

　素直にごめんなさいと言えないステラは、またアスレイドに文句をつけていた。

　──どうしてだろう。この人の青い瞳を見ていると、素直に「ありがとう」と「ごめんなさい」が言えなくなるのは。無む駄だに意地を張ったり、弱さを隠すように強がったりしたくなるのは。心がかき乱されて、平静じゃいられなくなってしまうのは──。

「あ、あたしなんか助けたって、お礼もできないし、何か返せって言われても、繕いものくらいしかできない平凡な女なんだから……！」

「要人警護が仕事だからな。勝手に体が動いてしまったんだ」

「あたし、要人じゃないわ！」

　胸に溢あふれる罪悪感を精一杯の言葉に変えて叫ぶステラを見て、アスレイドは困ったように瞳を細める。負けを認めるような吐息をついた。

「そんなにオレの本心を暴きたいのか？　……そうだ、仕事だからじゃない。お前を守りたくて、ただ抱きしめたくて、体が動いた。お前を抱きしめて死ねるなら幸せだと思うほどに、オレの頭はいかれている。……全部、あのフグのせいだ」

　ステラは無言で首を振った。痛む体に文句一つ言わず、なおステラを責めようとはしない青年の瞳を見ていると、心が震え出す。もう、語ご彙いの貧弱なステラの言葉では伝えきれない。

「あたし……あなたのこと嫌いで、怖くて……トウガラシぶつけて……うっく！」

　苦しくてたまらない胸から、嗚お咽えつが漏もれる。言葉にならない想いが、涙になって込み上げた。我慢しようとしても、前みたいな悔し涙と違って、なぜか止めることができない。

「泣くな、オレの真珠。お前を天使だと思っているのは、あの少女だけじゃない。……Valde amo et toto corpore tremo, pulchra stella. Ego agere volo tecum…」

　低い声で囁きながら、アスレイドの手が不器用に頰をぬぐった。言葉は分からないけど、それはお互い様だ。言葉にしないで泣いているステラの気持ちは、きっとアスレイドには全然分からないでいる。

「あ……あなたが、狼男じゃなかったら良かったのに……！」

　かろうじてステラは、それだけ言った。アスレイドは、驚いたように息を止める。

「狼男でなければ、友人くらいには好意を抱いてもらえたのか？」

　ステラは即座に頷いた。──ええきっと、修道士様と同じくらいには、好きになっていた。信頼、したはず……。狼に変身する男でさえなければ！

　アスレイドは驚いたように瞳を瞬き、切なげな色を浮かべる。何か言いたげに唇を開いたが、そのまま言葉を吞み込み、ふいと横を向いた。

「オレは聖職者だ。だから……特別に思う人間は誰も、作ってはならない。友人さえも」

　苦しげにアスレイドが囁く。喉の奥でうめくような声を聞いたステラは、さっきから微妙に感じていた違和感の正体を見つけた。

　──あたし、いま、プーちゃん飼ってない……わよね。

　自覚したステラの心臓は、怖いほどドキリと音を立てる。

　魅惑の魔力を放つという小悪魔を解雇して以来、誰もステラに言い寄って来ない。自警団の男も、火事を取り巻く近隣住民たちも。

　──なのにどうしてこの人だけ、まだ魔力にやられてるみたいなこと言うの？　あたしのことを「オレの真珠」って呼んで、呪文まで唱えるの？　胸が張り裂けそうな声で……？　──そ、そうだわ！　毒針に何回も刺されたからよ！　だから、何か変な後こう遺い症しようがでてるのよ！

　ステラが勝手に自己完結した瞬間、頭上からひらひらと火の玉が舞い降りてきた。まるで雪のようだが、真紅に燃え盛っている。

「──しつこい子ねえ、ステラ。あんた、まだ生きてたの？」

　木の上から、女の声がした。燃え上がるような赤毛をした少女の両手は、トカゲのようなものに変わっている。悪魔と一つになりかけているのだ。

「ラリサ、聞いて！　このままじゃあなた、悪魔に乗っと──きゃあ！」

　聞きたくないというように、ラリサは炎の息を吐いた。納屋の裏に積んであった干し草の山に火がつく。アスレイドはステラを庇かばうように剣を抜いた。

「だめ！　ラリサを傷つけたり、封じたりするのはやめて！」

「一連の火事の正体があの娘と悪魔ならば、オレは処断せねばならない。──止めるな」

　どうやら左肩を痛めているらしいアスレイドは片手で剣を握り、ステラに背を向ける。

「納屋の中に隠れて、耳を塞いでいろ。……五分で終わらせる」

　止めようと腕を引っ張るステラを、アスレイドは強引に引き離して駆けて行く。

「今度こそ、黒こげにしてあげるわ！」

　ラリサが叫び、乾草と納屋が盛大に燃えあがる。アスレイドは素早くラリサに切りかかった。悪魔と融合した少女は、メイドだった頃よりずっと素早い動きでかわし、炎を吐く。

「……っ！」

　アスレイドは頭を庇ったが、全身が炎に包まれている。ステラは声にならない悲鳴を上げた。このままじゃ焼け死んでしまう──水！　水はないの!?

　ステラは辺りを見回したが、納屋は強い炎に包まれている。中に飛び込んで水がめを探すことなどできそうもない。飼かい葉ば桶おけは落ちているから、これを持って井戸まで走るか、さもなきゃ神様に雨を降らせて下さいと祈るしかない。

　焦あせって桶を頭にかぶってしまったステラの脳裏に、底冷えのするような低い男の笑い声が響いた。

　──偉大なる我らが主人よ。何やら面おも白しろい状況にあられるようだな？

　壮年の男の声だ。悪魔の声のようだけど……誰だろう。

　──サロメの恋人だ。

　サロメが好きっていうことは──噂うわさのモルちゃん!?　ステラは頭の桶をかなぐり捨てて辺りを見回したが、悪魔の姿はどこにも見えない。

　──私の助けが必要とお見受けするが、いかがかな？　代償は──。

　分かってるわよ、サロメを口説くのに手を貸せとか言うんでしょ！　だめよっ！　あなたなんかと取引したら、あたし後で、サロメに祟たたり殺されちゃう！

　──ふむ。私の協力はいらぬというか。では、かような意趣返しはいかがかな？

　モルちゃんの笑い声が聞こえた直後、ステラの耳元を切るように、鋭い風が辺りを吹き荒れる。髪が数本、かまいたちに切り裂かれて、突風に舞う。

「きゃあ！」

　荒れ狂う風はそのまま、炎上中の納屋に体当たりした。壁板や屋根が一気に崩れ、燃える瓦礫がことごとくステラの頭上めがけて落ちてくる。

　──ちょっとモルちゃん、こんな嫌がらせ、酷過ぎるわ！

　頭の奥で悪魔が笑う。悲鳴を上げたステラの腕を、誰かが横から思い切り引っ張った。

「みなさん、私の存在を忘れて、ずいぶん楽しそうですね？」

　腕を引っ張られたステラは、そのまま修道士の白馬の上に引き上げられる。さっきまでステラが立っていた場所に、雪崩なだれのように瓦礫が落ちてきた。

「修道士様……来てくださったんですね！　助けてください！　アスレイドが、ラリサに丸焼きにされちゃいそうなんです！」

「大丈夫ですよ。あの男は、ステラさんより視力がいいのです。どれが本物でどれがにせものか、ちゃんと見えていますから」

　──え？　ラリサが吐く炎って、もしかして幻なの？

「半分は本物ですよ。でも、全てを本物にするほどの力は、まだありません」

　修道士は微笑み、これ見よがしに荷袋を取り上げる。

「念のために、大皿、中皿、小皿と、封印用の皿セットを取りそろえて持参いたしましたが、あの悪魔には小皿で十分のようですね？　幻影に頼らねばまともな炎も作れぬとは。こんな子供だましに引っかかるのは、凡ぼん庸ような庶民の皆さんだけですよ」

　わざと声を高めた修道士の言葉に、悪魔ラリサはみごとに挑発された。

「く……我を愚ぐ弄ろうするか！　長き牢ろう獄ごくにて力を失っておるだけじゃ！　わしを下級悪魔と思うなよ！　貴様らを焼き殺し、力を取り戻してくれるわ……！」

　口から火を吐くラリサの形相は、どんどん悪魔に近づいていた。火に驚いた修道士の馬は前脚を上げ、大事な荷袋が落ちそうになる。ステラはとっさに袋を抱きとめた。

「修道士様、あれは中悪魔なんです！　貴族悪魔にしては魔力が弱いのは──あたしの妄もう想そうを信じてくださるなら、ラリサの良心が残っているからなんです!!」

　ステラは叫んだ。修道士は目を見開き、服の裾すそを燃やしながら悪魔ラリサと戦うアスレイドを振り返る。再びステラに視線を戻すと、頷いてくれた。

「信じますよ。では精一杯、悪魔祓ばらいをしてみましょう。あれほど融合していると難しいですが、アスレイドが時間を稼かせいでくれるなら叶うかもしれません。聖水を下さい」

　ステラは袋の中に手を突っ込んだ。手探りで瓶らしきものを取り出そうとしたステラは、なぜか全然違う大きな皿を取り出してしまった。

「……あんた、どこまでしつこいのよ……！」

　桃園の悪魔皿を見たステラは、呆れて言った。絵画の悪魔はステラの苦境など素知らぬ顔で、いやむしろ面白そうな顔で優美に微笑み、右手で地面を指さしている。

　皿を割れ。そうしたらすぐにも助けよう。──そう、言わんばかりに。

「ステラさん、聖水を！」

　馬を飛び降りた修道士が叫ぶ。ステラは今度こそ聖水瓶を取り、修道士に投げた。

「城門よ、頭を上げよ。とこしえの門よ、身を起こせ。王が来られる、栄光に輝く王が。万軍の主、主こそ栄光に輝く王──邪悪なる者は、頭を下げよ！」

　修道士は聖句を唱えながら聖水瓶のふたをあけ、祈き禱とう済みの聖水をラリサに振りかける。ラリサは避けようとしたが、アスレイドの剣に阻はばまれ、体の半分に聖水を浴びた。

「ぎゃあああ！」

　耳を塞ぎたくなるような絶叫がラリサの喉から逬ほとばしる。悪魔の声ではなく、少女の声で。

　ステラの胸がズキリと痛んだ。縋すがるように、桃園の悪魔を見つめる。

「……本当にこの皿を割ったら、ラリサを助けてくれる？　あなたなら、できるのね？」

　自由に動く悪魔の絵画は、さっきとまったく同じ姿勢をとったまま〝割れ〟とだけ訴えかけてくる。こちらの一大事件をすっかり無視したように、うららかな微笑みを浮かべる美貌の悪魔を見たステラは、ハッと脳裏にもう一つの約束を思い出した。

　──せっぷんと引き換えに、火の悪魔の名前を教えてやろう。

　ステラは陶器の皿を両手で持ち上げると、己の優位を確信したように微笑む悪魔絵を見つめる。勇気をかき集めると、悪魔の唇に自分の唇を押し当てた。

　陶器のお皿との口付けは、予想どおり、ひどく冷たい感触がした。
















「約束のせっぷんよ。さあ、あなたが噓つきじゃないなら、火の悪魔の名前を教えて！」

　この時ステラは、完全に勝利を確信していた。──のだが。

　口付けを終えた後、皿の悪魔は顔をしかめ、何やら言うように綺麗な唇を開いている。

　悪魔は約束を守ろうとしているようだったけれど、皿の世界で喋られたって、その声はステラには聞こえない。──眠らないと、聞こえないのだ。

「ああああ、あたしってなんて馬鹿！　こんな状況で寝れる!?　無理よ！　気絶ならともかく！　──ああもう、割っちゃおうかしらこれ!!」

　ステラは桃園の皿を振りかざした。いっそあの大きな梨の木にでも叩きつけて、木こつ端ぱ微み塵じんにしてやるわ！　あたしのこの悔しさを思い知るがいいのよ！

　投げつける直前、誰かが唐突に彼女を後ろから抱きしめた。

「わしを祓うならば、この娘も道連れにしてやるぞ！　あんただけは……絶対、一緒に殺してやるわ……！」

　半分は悪魔、半分はラリサの声が言い、やけっぱちになったようにステラの体に火を燃え移らせる。それは明らかに幻影の炎ではなく、身を焼き焦がす灼熱の炎だった。

「あつ……っ！」

　悲鳴を上げるステラの手から、悪魔の大皿が滑すべり落ちる。燃えかけの乾草の上を、器用に炎を避けてコロコロ転がっていく。

　髪を逆立たせたラリサは、肩の半分が黒ずんで煙が立っていた。聖水にやられた傷だ。血走った眼まなこでステラを見るラリサは、絶望的に悲しげでもあった。

「ステラ……!!　なんと卑ひ怯きような悪魔め！」

　アスレイドが叫ぶ。ステラは、自分の髪や背中に炎が燃え移るのを感じた。

「た……すけ……て！」

　最後の頼みの綱だった桃園の悪魔皿は、瓦礫の隙間に入り込んでしまった。とてもじゃないけれど、届かない。──万策尽きた。もう助けはない。

　ああ、神さまデイオス……！　背中を焼かれる痛みにステラが祈った時、声が聞こえた。

　──呼べ、と。

　脳裏に浮かんだ名は、神に祝福されたあの美しい名前。ステラは熱風に息を止められそうになりながら、最後の力を振り絞って声に出した。

「ヴェルゼス・ローダ……ディオギリウス……！」

　叫んだ瞬間、ステラはお決まりの貧ひん血けつを起こして、意識を失いかける。ありがたいのかありがたくないのか、燃えるような空気の熱さが、すぐに意識を取り戻させてくれる。

「おおぉ……その名は──っ！」

　火の悪魔は己の身を削けずられたように震えあがり、ステラから逃げるように離れた。

　その直後、初めて出会った時と同じく、ステラの周囲に炎の壁が立った。それは鮮やかな青紫色の炎で、──ステラと初対面だった時より明らかに力を得たような業火で──、ラリサが操っていた橙だいだい色の炎をみるみる押し潰し、あっというまに消してしまった。

　小さなフグは口に咥くわえていた紙片をプッと吐き出すと、短いえらでステラの方にふよふよ泳いでくる。

「にゃお！」

　絶好調に機嫌のいいらしい小フグは、猫ぶって可愛く挨あい拶さつした。

「ご主人様～、やっぱりボクを呼びましたね？　フフフ絶対、ボクの愛らしさを思い出してぇ、恋しさのあまり呼び出すだろーって思ってたんですよ～！」

「プーちゃん……！　来てくれて、ありが……と。……ひどいこと言って、ごめんね──」

　ステラは息も絶え絶えになりながら謝った。フグはステラの瀕死っぷりをまるで無視して、有頂天に喋り続ける。

「ご主人様なんて、ボクの十分の一すらも生きてないコワッパだしぃ、泣いて許しを請うなら許してやってもいいかなーなんて思ってたところですぅ。ちょっと泣きっぷりが足りないけど、けっこう感動してるみたいだから今日のところは許してあげますー」

　フグ悪魔は、纏っていた青紫の炎を鎮火させ、いつもの通りステラの頭上にちまっと乗る。

　アスレイドが駆けつけ、自分の怪我の痛みも忘れて、瀕死のステラを腕にかき抱いた。

「ステラ、無事か!?　──何という傷だ……ああ、オレのステラ……！」

　狼男は、ステラの傷を見て泣きそうなほど顔を歪ゆがめた。それほどにステラの傷はひどかったからだが、ステラは思わず笑った。

　──あ、またアスレイドがおかしくなってるわ。プーちゃんのせいね……。

　笑おうとしたステラだったが、咳き込むことしかできない。

「あ、そうそうご主人様ぁー。来る途中、ボク伝言もらいましたぁ！　『わたしは約束は守る男だ。悪魔を出し抜くとは大した女だよ、おまえは』だそうですー。ほーら、ボクって役に立つでしょ!?　……あれえ？　ご主人様、お眠ねむですかぁ？　じゃ、後でヒマになったらあいつの手紙、読んでやって下さいねー」

　……あいつの手紙？　火傷の激痛に耐えながら、ステラは腕を伸ばし、フグが出現早々に吐き捨てた紙片を手探りで探す。修道士がそれを拾い上げた。

「おやおや、聖書を破いてメモ帳にするとは、なんという不心得者！　それに、なんとひどい筆跡でしょう。……ブレイズウェル・ボールデン？」

　大きく走り書きされた古ラテン語をガブリエルが読み上げた瞬間、恐ろしい主人の出現に怯えるように辺りを見回していた火の悪魔が、息を吞んで修道士を振り返った。

　まるで、名前を呼ばれたかのように。

　修道士は不敵に微笑むと、純白の中皿を優雅に胸の前に掲げる。

「ふふ。これがあなたの真名ですか？　ようやく、私の伝説に残るほどの封魔力を発揮する時がきましたね──」
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　翌朝、デュレス家の礼拝堂の一室で目を覚ました時、ステラの気分は壮快とは言えなかったものの、普段と同じくらいの元気を取り戻していた。

　悪魔にやられたはずの傷は、修道士の術によって全て綺き麗れいに癒いやされている。

　鏡を覗のぞき込んでいたステラは、首に残る小さな傷跡に気付いて、ハッと息を吞のんだ。

「この傷……っ！　やっぱりあれは、夢じゃなかったの!?」

　少女の首の太い血管が通るところに、何かに嚙かみつかれたような小さな穴が二つ、開いていたのだ。ステラは小さく震えながら、昨夜の一番最後の記憶を思い出した。

　──悪魔祓ばらいをし、封魔をし、ステラやラリサの傷の治療をし、疲れ切ったガブリエルはふらふらしながらステラの側に近づくと、カラカラに乾いた声でこう囁ささやいた。

「まだアスレイドの治療が残っています……しかし私にはもう、力がありません。ステラさん、お願いがあります。以前、『助けてくださったなら、何でもします』とおっしゃってくださいましたね……？」

「はい！　だからどうか、アスレイドの傷も治してあげてください……！」

　ステラが必死の思いで頭を下げると、修道士は青ざめた顔に安あん堵どの微笑を浮かべた。

　──そのとき満月に雲がかかり、辺りがふっと暗くなった。

「許可を頂けるのですね……よかった！　この時だけを楽しみに二日間、あなたを見つめながら手を出したい欲求を我慢してきたのです。──あなたの、生き血をください」

　渇かつ望ぼうした声で囁いたガブリエルは、ステラが「いきち？」と訊きき返すより早く、少女の肩を抱き寄せる。修道士の整った顔が近づいたかと思うと、首に鋭い痛みが走り──。

「きゃああ！」

　あたし、とうとう吸血鬼にやられちゃったんだわ！　──どうして気付かなかったの!?

　ステラは、己を心底悔くいた。コウモリ連れてるとか、棺かん桶おけで寝るのが趣味とか、絵本に描いてあるまんまの吸血鬼じゃない！　修道士様は、聖職者のふりをした恐ろしいヴァンパイアで、しかも何百年も生きてるような貴族だったのよ……！

　ステラは鏡台にあった櫛くしを握りしめ、部屋を飛び出した。武器にするには心もとないが、素手よりはましだ。

　廊下に出たステラは、こちらに歩いてくるアスレイドを見つけて、素早く駆け寄った。

「アスレイド、聞いてよ！　大変なの！」

「う！　か、髪をおろしたのか──？」

　ステラに飛びつかれたアスレイドは、動揺したように大きく息を吸い込み、左肩に痛みを感じたらしく顔をしかめた。悪魔にやられた傷は治っても、落下するステラを受け止めた時の傷はまだ残っているのだ。

「おろすとかおろさないじゃなくて、寝る時はこうなの！　それより大変なのよ！」

「寝る時は、いつも──？　なんというか、か……かわ……何でもない!!　いいか、そんなみだらな……いやふしだらな……これも違う！　だらしない姿で寝室を出てくるな！　男が誤解するだろう!!　まるで、寝室を共にしたいと誘うような姿で、自分の美しさを見せびらかすとは──ああああ、オレは朝から何を言っているんだ!?」

　狼男は、胸元をかきむしる。じゃらじゃらかかっていた十字架をきゅっと握りしめると、赤くなった顔を少女からそらした。どうしてもアスレイドの注意を惹ひきたかったステラは、差し込む朝日に勇気を借りて、その手をつかんで揺さぶった。

「それどころじゃないの！　あの修道士様は、本物の聖職者じゃなかったのよ……！」

「──どういう意味だ？」

　ステラに触れられた狼男はびくりとしたものの、声の真剣さに気付いて眉をひそめる。

「あの人の正体は、吸血鬼だったの！　あたし、ゆうべ血を吸われちゃったのよ！」

　泣きそうな顔でステラが訴えると、アスレイドは一瞬啞あ然ぜんとしたのち、深く、深く吐息をついた。ステラの頭をポンポンと撫なぜる……まるで幼い子供にするように。
















「悪夢を見たんだな？　ゆうべは恐ろしい一夜だったからな。仕方あるまい」

「夢じゃないわっ！　ほら、この傷跡を見てっ!!」

　ステラは髪をかきあげ、首の傷を見せた。白いうなじに点々と残る赤い痕をチラッと見たアスレイドは、不愉快そうに拳こぶしを握りしめ、歯ぎしりするように言う。

「それは、口付けの痕跡だ……部屋に忍んできた、あの大男にやられたんだろう。綺麗に洗って、虫よけでも塗っておけ！　二度とああいうみだらな行為は許すな。それから──万一されても、そのたびにオレに、他の男の痕跡を見せつけるのはやめろ！　五人くらい、朝の訓練代わりに叩たたきのめしたい気分になるだろう」

　イライラした様子でアスレイドはステラの腕を外す。その時、食堂で朝食の準備をしていた吸血鬼が、廊下に顔を見せた。

「ステラさん、おはようございます。朝ごはんができましたよ」

　ステラの生き血をたっぷり飲んだ吸血鬼は、昨夜の疲労が噓うそのように晴れやかな笑顔だ。

「でたわね吸血鬼！　あたしの血を朝食にしようったって、そうはいかないんだからっ」

　さっとアスレイドの背中に隠れたステラは、ポケットのトウガラシを投げつける。

「可哀想にな、ガブリエル。お前は今日から、吸血鬼扱いされることになったらしい」

　ステラの言葉をちっとも信じてくれない狼男が、吸血鬼に同情するように言った。ガブリエルは実に優雅に、鋭い犬歯を隠した唇で微笑む。

「ふふふ、それは光栄です。では、準備ができたら来てくださいね」

「本当に本当なの！　信じてよ──退治してってば！」

　震える指でアスレイドの服をつかみ、ステラは必死に縋すがりつく。

　涙目の少女に懇願の瞳で見上げられ、アスレイドは、うっと息を吞む。ぎりりと奥歯を嚙みしめると、しぶしぶという表情で言った。

「──では念のために訊くが。オレの正体はなんだ？」

「狼男に決まってるじゃない！」

　ステラが即答すると、アスレイドは天を仰いだ。

「神よ、心を病やんだ娘を救い給たまえ！　オレはただの聖職者だ。狼男や吸血鬼など、いまどき本当にいるわけがないだろう。お前の頭は、少しおかしいんだ。──そして、そんな女が気になってしょうがない、オレの頭も」

　アスレイドが小声で呟つぶやいた後半は、怒るステラの耳には入らなかった。

「本当の本当に、これは本当なのっ！」

「わかったわかった。では、ガブリエルが嚙みつきそうになったら呼べ。現場を押さえたら、信じてやる。──それより、おまえに頼みがある。ピオ神父からの伝言だ」

　尊敬する神父様の名前を出され、ステラは姿勢を正した。

「お前の所持品の中に、使い魔がついている物がある。オレは手帳か何かだと思っていたが、革張りの宝石箱だった。あれを預かりたい」

「えっ──だめよ。あれは形見だもの……あげられないわ」

　貸してあげることはできなくはないけど、うっかり箱を開けたら、母や祖母のようにピオ神父も死んでしまうかもしれない。ステラはきっぱりと首を横に振った。

「なら答えは一つだな。──朝食をとったらすぐに本館に戻り、荷物をまとめろ。メイド頭を見つけて『短い間でしたが、お世話になりました』と頭を下げてこい」

「は!?　それじゃまるで、辞職の挨あい拶さつじゃない！」

「そうだ。今回の件も、ピオ神父に報告せねばならない。──都へ行くぞ」

　ステラはびっくりして、目を丸くした。都って、もの凄すごくたくさんの人が住んでる大きな町でしょ？　ど田舎いなか出身で、右も左も分からないあたしが行くなんて……無理！

「お前のような娘を連れて行くのは非常に不安だが、ピオ神父に相談すれば、その魅惑の魔力を抑える方法もあるかもしれん。──いいか、絶対に男どもに色目を使うなよ！　都には犯罪者も多いし、金さえ出せば何でも叶うと信じている傲ごう慢まんな貴族どももいる。下へ手たに色気を振りまくと、泣くだけでは済まないひどい目に遭あうぞ」

「待ってよ！　あたしにはメイドの仕事があるから、そんなとこ行けない……！」

　尻しり込ごみするステラを、アスレイドは高慢な眼差しで睨にらみつけた。

「ほう……。オレと一緒に来るのは嫌だというのか？　まさかとは思うが、貴様。何匹もの貴族悪魔を野放しにしておいて、このままのうのうと優やさ男おとこどもを侍はべらせながらメイド暮らしができるなどと思ってはいまいな？」

「で……でもあたし、メイドをやめたら、またプーになっちゃう！」

「いっそのこと、おまえも出家したらどうだ？　軽々しい恋愛ごとも、友人とのいざこざも、金銭への執着も、俗世のしがらみを断てばすっきりするぞ」

　これ以上の反論は聞かないとばかりに、銀髪の騎士はひらりと背を翻す。

　ステラはその背中を追って、食堂に足を踏み入れた。吸血鬼が待ちかまえる食堂には、彩り鮮やかな野菜やハム、卵やパン、フルーツが贅ぜい沢たくなまでに並んでいる。テーブルの脇には、湯気がたつほど温かいミルクと紅茶もあった。……悔しいけど、とても美味しそう。

「ステラさん、今朝のご気分はいかがですか？　昨夜の疲れや貧血が残っているかもしれないと思って、普段は使わない肉料理も用意してみました。さあどうぞ、遠慮なくお召し上がりなさい。あなたのための料理ですよ」

　匂いに釣られてテーブルまで近づいたステラに、音もなく金髪の修道士が忍び寄り、椅い子すを引いてくれる。ステラはハッと顔を上げた。

　ガブリエルは万人に祝福を与える天使のように優しげな笑みを浮かべていたが、緑の瞳にはひと筋、からかうような色が浮かんでいる。

「ふふ。あなたのおっしゃる通り、私はヴァンパイアです。けれど私は聖職に足を踏み入れた身……」

　ステラの耳元で囁いた吸血鬼は、首に残る口付けの痕こん跡せきを親指で愛おしげに撫ぜていく。

「きゃっ！」

「あなたが「あげる」と言わない限り、決して手を出すことはできないのです。ですから、安心して席に着いてください」

「に……二度とあげたりしないわ！　とってもとっても痛かったんだからぁ!!」

　守るように首を押さえながら、ステラは聖職者の衣をまとったヴァンパイアを睨む。

「おお、なんと可か憐れんなお嬢さんだ……。あなたは、無職になるのを心配する必要などありませんよ。いずれ私の花嫁となって頂く予定です。あの夜言ってくださったでしょう、一生私についてきてくださると？」

　──命を助けて下さったら、一生あなたについて行きます。ステラは、幽体離脱中に言ってしまった恐ろしい失言を思い出し、青ざめた。──冗談じゃないわ！　吸血鬼に嫁入りするなんて！　死んだってごめんよ……神様、お助け下さい！

「ああやっぱり、お母さんの言ったとおりだったわ！」

　ステラは祈るように小声で呟いた。吸血鬼男は優しいふりをして女性と結婚したがり、毎夜その生き血を狙っている。ステラはポケットのトウガラシを十字に組み合わせて突きつけたけれど、ガブリエルは面白そうに笑うだけ。

「──何を二人で内緒話をしているんだ」

　仲間外れにされたアスレイドが口を挟んだ。出家した銀髪の狼男は、テーブルの上に並ぶ料理から、野菜や穀物だけを取り分けている。

「ふふふ。吸血鬼ごっこですよ。狼男あなたも混ざりたいですか？」

「結構だ」

　菜食主義の狼男は、新鮮なレタスを音を立てて嚙み砕く。

　ステラの向かいに腰を落ち着けた金髪の吸血鬼は、悠然と微笑みながら紅茶を唇に運んだ。その十字架模様のカップの中では、血のように紅い液体がゆらゆら揺れている。

　銀の狼男と金の吸血鬼を交互に睨みながら、ステラは純白のゆで卵に手を伸ばした。




　ステラ・エクセルシス、十六歳。水瓶座。特技は皿洗い。ペットは、たまに「にゃあ」って鳴くフグ。……え、職業は何かって？　訊きにくいことを聞くわね。

　またも、プーになりました──。
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　新年あけましておめでとうございます。

　これは、トウガラシを常に持ち歩く、ちょっと変わった思考の猫ねこ好ずき娘と、彼女に狼おおかみ男おとこだと思いこまれている青年、そして、おかしな悪あく魔ま皿ざらのお話です。

　この作品は、二人の担当様にお世話になった、私にとって非常にメモリアルな物語です。

　お二人には数々の助じよ言げんを頂き、激げき励れいを頂き、様々な場面で支え導みちびいて頂いて、こうして一つの物語が花はな咲さきました。

　前担当様、ならびに新担当様、ありがとうございました。特に、ぞっとするような数日を味わわせたＹ様。このご恩おんは来世まできっと持ち越します……！

　イラストの鳴なる海みゆき様。可か愛わいいステラをありがとうございます！　そしてデザイナー様ほか、ご協力を頂いた多くの才能あふれる職人の皆様。お力ちから添ぞえをありがとうございます。

　ステラの物語と悪魔皿の物語は、幕まくを開けたばかり。（未読の方は、さあこれから！）

　恋について全く無む知ちなステラや、純情なアスレイド、教えたがりでウザい皿男の紡つむぐ物語に、楽しくお付き合いいただければ嬉しく思います。
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